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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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デート・ア・ライブ

橘公司×つなこ対談










●「企画」の始まり










──まずは『デート・ア・ライブ』の企き画かくがスタートしたきっかけについて教えていただけますか？

橘たちばな　企画自体はデビュー作『蒼穹のカルマ』の３巻目くらいのときから考えていました。着想のキーワードになったのは、某ぼうアニメ作品の使し徒とや、特とく撮さつに出てくる怪かい獣じゆうのような謎なぞの敵。得体の知れないモノが現代の地球に現れ、武力ではどうにもならないからトークの力でどうにかするという世界観をベースに、敵を女の子にしたらどうかというものでした。

担当　私のほうからは、女の子をどうするかという大おお枠わくに、学園要素やメカ要素をどんどん入れていきましょうという提案をしました。『カルマ』でもそうでしたが、橘さんは着地点を決めつつ様々な要素を足していくのが得意なので、いろんなものがごった煮になるようなものがいいなと思ったんです。

──美少女ゲームの要素はどのように生まれたんですか？

橘　最初の着想と同時に生まれました。どうやってトークの力で攻こう略りやくするのかを考えると、やっぱりデートで落とすということになるんですよ（笑）。それを秘密組織のメンバーたちが見て、あーでもないこーでもないと言う。１巻のあとがきにも書きましたが、秘密組織のメンバーが大マジメに美少女ゲームをやっていたら面おも白しろそうだぞ、と思ったんです。

担当　驚おどろきだったのは橘さんがあまり美少女ゲームをプレイされていなかったことですね。でも、そこからいろいろ勉強してくださって。

──つなこさんは挿さし絵えの依い頼らいがきたときの心境を憶おぼえていますか？

つなこ　とにかく『デート』が初めてのライトノベルだったので、嬉うれしかったですね。やっぱりライトノベルってイラストレーターさんにとって憧あこがれのお仕事の一つなんです。私もずっとやってみたいと思っていたので、「やったー！」と思いました。

橘　でも、遅おそかれ早かれ依頼はきていたと思いますよ。

つなこ　いやいや、もう本当にありがたいお話で……。

担当　橘さんは、キャラクターに毒を仕し込こんでくるので、アクの強いキャラクターが生まれることが多いんです。単純にかわいい女の子が制服を着ていますではなく、髪かみ型がた、目、服装、あらゆる部分にオリジナリティがたっぷり詰つまっている。その濃こさを幅はば広ひろいパターンで描かける方にお願いしたかったんです。

橘　あとは、僕らが二人とも男性という理由もありましたよね。

担当　そうですね。イラストレーターさんの性別は関係ありませんが、やはり女の子の私服をちゃんと描ける、女性的な感性をお持ちの方じゃないと難しいだろう、と。霊れい装そうをカッコよく描くことも大切だけど、同じくらいデート服のおしゃれ感も大切だろうと思ったんです。

──つなこさんのイラストを知ったきっかけというのは？

担当　ゲーム誌に載のっていたイラストですね。最初にそれを拝見して、サイトでほかのイラストも拝見し、まさに求めていたかわいさとカッコよいイラストがあったので、すぐに橘さんに提案しました。

橘　実は、つなこさんが昔やっていたイラストサイトを大学時代にブックマークしていたんです。そんな偶ぐう然ぜんもありつつ、実際のイラストを拝見したら、ものすごくよかった。判断材料は少なかったんですけどね（笑）。

つなこ　そうでした！　普段はゲーム会社の社員でゲームのイラストを描いているので、カラーのイラストばかりだったんです。ライトノベルの挿絵の参考になるようなモノクロのイラストはなく、そもそもモノクロを描く機会もなかったので。

橘　それでも、この方のイラストなら……という確信みたいなものはありました。

担当　かわいさはもちろん、目力がありますねというお話をしましたよね。

橘　このあとの話にも繫つながりますが、実際に上げていただいたモノクロの挿絵もカッコよかったですし、いけるじゃないですか!?　って思いました。







●『デート・ア・ライブ』始動










──１巻のイラストがどのように生まれていったのか、その経いき緯さつについても教えていただけますか？

つなこ　原げん稿こうの前に、見た目や口調などが書かれたキャラ設定をいただいて、そこからキャラクターのデザインに入っていきました。意識したのは識別名の印象ですね。十とお香かだったら〈プリンセス〉。ほかのキャラクターもそうですが、識別名の印象はデザインに起こす際に取り入れるようにしています。ただ、十香は現在では〈プリンセス〉の凛りんとした雰ふん囲い気きからだいぶ変わっていますね（笑）。

橘　僕も最初は凛とした女の子のつもりで書いていたんですけどね。どうしてこうなったと（笑）。封ふう印いんとともに知能指数まで封印されてしまったのかもしれない……。

つなこ　でも、雑誌の表紙などで霊装になるとキリッとしますよね。

橘　肩かたのあたりに補助脳がついているんですよ、きっと（笑）。

──十香のキャラクターデザインは、すんなり決まったんですか？

つなこ　最初だったこともありますが、結構時間がかかってしまいました。

担当　十香は１巻に登場する最初の精霊ということで精霊というデザインの方向性を決めるベースでもありますし、また敵でありヒロインであり、全巻を通して出てくる女の子ですからね。

つなこ　霊装のテイストもしっかり方向性を定めないといけないので。

橘　こちらに明確なビジョンがあったわけでもないので、お互たがいに探さぐり探さぐりの作業でした。とはいえ、最初から完成度が高かったんです。結果的に何テイクもお願いすることになりましたが、これはダメというものはまったくなくて。正直、どのテイクもよかったんですが、最後の最後にいただいたものが、もう別格で。それまで「これならいけるかな」という感覚だったものが、「これしかない」という感覚になりましたね。比類なきヒロイン感があったんです。

担当　細かいところでは、人外的な要素をどれくらい入れるかという部分でも何度か相談しました。

──たとえば額に宝石がついている、といった人外さですか？

橘　ええ、そのデザインもいただきましたね。人外さという点で現在に受け継がれているのが、霊力で編まれたような光のレース部分です。

つなこ　霊装の共通項こう目もくですね。

担当　この世界にある素材ではないもので作られた何かを着ている、という設定は入れたいなというところから生まれました。

橘　でもね〜、デレさせると霊装が消えるって設定を考えたのは担当さんなんですよ。僕が買い物をしているときに、すごいテンションで電話がかかってきて。「いいこと考えついちゃいましたよ！　デレさせたら消えるんですよ、服がっ!!」って（笑）。僕もなるほど！　って思いましたけどね。

担当　キャラクターデザインをつなこさんにお願いしたからこそ、生まれた設定なんです！

つなこ　霊装や光のレースが消えるという設定は霊装のバリエーションが広がるきっかけになりました。七罪の霊装が一番変化球で、タイツに入っている星の模様が光の素材で出来ていて、この部分が消えると破れたタイツ状になるという仕組みです。

橘　七罪は露ろ出しゆつ度が低いはずだったのに、着ていることでかえってセクシーになりましたよね。







●文庫１巻の発売










──様々なディスカッションを経ての１巻発売となるわけですが、当時の心境はいかがでしたか？

橘　もう、不安しかないですよ！　今も新刊発売のたびに不安がっていますが、特に新作の１巻目は不安しかないんです。ＴＶＣＭまで打っていただいたのに、売れなかったらどうしようって（笑）。

担当　ただ、『デート』に関しては、制作の初期段階から社内の人間のほとんどが「これは売れるだろう」って言っていたんですよ。

橘　それを聞かされて、また僕が不安になって。ナイーブな状態に陥おちいってしまって、カバーのレイアウトひとつとっても「本当にこれで大丈夫ですか？」って何度も確かく認にんしました。変えてほしいとかそういうことではなくて、あらゆる細かいところが気になってくるんです。

担当　特にカバーは攻せめた内容でしたからね。たとえば、ヒロインが立っているだけの絵がカバーイラストになるって珍めずらしいんです。普ふ通つうのカバーだったらただの棒立ちではなく剣けんを持たせたり、もっとカッコいいポーズを取らせます。もちろん、そういったイラストもいただきましたが、悩なやみ抜ぬいた結果、やはりキャラクターデザインそのものがいいものなので、それをきちんと見せたいなと思ったんです。

つなこ　１巻のカバーイラストのポーズは、キャラクターデザインの最終稿とほぼ同じ立ち方でしたね。

橘　カバーデザインの白地にワンラインだけ背景が入るという背景の入れ方も新しかったです。

担当　十香は鎧よろいを着ているのでキャラクターだけだと現代物かファンタジーかわからなくなってしまうので、キャラクターを見せつつ背景には現代の街並みを描えがいていただきました。

橘　当時は学園ラブコメの全盛期でカバーは白地に女の子というフォーマットが多かったんです。こちらとしては白地だけは避さけたいと思っていたので、このデザインでよかったなと思いました。

──つなこさんは１巻発売当時、どんな心境でしたか？

つなこ　初めてのライトノベルだったので、書店に置かれているだけでテンションが上がりました！　同時に、私で大丈夫だったのかという不安に陥り……。

担当　でも、そのおふたりの不安を裏切り発売後ありがたいことにめちゃくちゃ売れまして、すぐに最初に刷すった初版の半分の部数を重版しました。

つなこ　内容はもちろん、装丁デザインもよかったですからね。実はほかのお仕事でも草くさ野のさん（草野剛つよしデザイン事務所）に手がけていただいたことがあり、今回も草野さんでよかったって思ったんです。ただ、モノクロの挿絵は初めてだったので、「本になるとこんな雰囲気になるんだ」という新たな発見や反省点もあって。よくできるところはもっとよくしていこうと思いました。

橘　時代もよかったのかなと思います。先ほど言ったとおり、学園ラブコメがピークを迎むかえた時代で、そろそろ落ち着いて別ジャンルへ移行していくような気配がありましたから。

──そして、１巻では早さつ速そく２巻の発売が告知されていました。

橘　この作品は基本的に発表が早いんです！　コミック化決定やＴＶアニメ化決定も「そんなに早いの!?」って思うくらい早い!!

担当　私も早すぎない!?　とは思っていましたが、驚くぐらいに売れてしまったので編集部も前のめりでした！

つなこ　でも、続いていくというのは純じゆん粋すいに嬉しいです。ひとつのシリーズを続けるのって、ライトノベルに限らずゲームでも難しくて、続刊が出てくれるのは本当に有り難いです。実は当時から10巻くらいまでの構想を聞いていたので、なおさら。絶対にそこまで続いてほしいって思っていました。

橘　折おり紙がみの話は最初から考えていたので、自分としてもしっかり書きたいと思っていました。







●そして待望のアニメ化










──アニメ化のお話も出ましたので、アニメ化が決まったときの皆みなさんの心境、状じよう況きようについても聞かせていただけますか？

橘　最初は本当にさらっと言われました。あまりにさらっと言われたものだから、聞いた瞬しゆん間かんはまったく実感が湧わかなくて。特に用事もないはずなのに会社に呼び出され、なんだろうなと思いつつ話していたら、担当さんが「そういえば、アニメ化しますよ」って。こっちとしては、「ん、もう一回言っていただけます？」ってなっちゃいますよ（笑）。

担当　あまり期待させすぎないって配はい慮りよです！　ほら、アニメ化は目標の一つではありますが、それがすべてではないじゃないですか。

橘　おっしゃるとおりです。ただ、僕はそこから２、３日かけて徐じよ々じよに実感していって、結果的に舞まい上がりまくりでした！　……とはいっても、そこからまた特有の不安感が襲おそってくるんですけどね。本当に大丈夫なのかって。意を決して、お願いしますということになりましたが。

つなこ　私もアニメ化は一つの目標だったので当然嬉うれしかったんですけど、発表が早くてびっくりしました。しかも、アニメ化をまったく想定していない、線の多いキャラクターデザインばかりなので、アニメーターさんにご迷惑が掛かるのではないかと不安で。実際にはほとんどそのまま動かしていただいて、感激しました。自分が口絵を１枚描くのにあんなに大変がっていたのに、動いているなんてすごいです。

──おふたりとも待望のアニメ化だったということで、１話の放送時はやはりテンションも上がりました？

橘　ニコニコ生放送の先行配信とＴＶ放送の両方を見ましたが、まぁ相変わらず不安ばかりですよね……。でも、先行配信を見て、十香も琴こと里りもかわいいなって思いました。

担当　ＴＶ放送は家族とご覧になったとか。

橘　そうなんですけどね、家族がＴＶの前に集まって正座して待っているんですよ！　恥はずかしいったらないですね!!

つなこ　そんな中で琴里のパンチラですからね。

橘　しかも、開幕パンチラ（笑）。僕は家族より後ろにいましたが、顔を見せたくないと思い、タオルを頭に掛かけてパソコンで実況しながら観みていました……。

つなこ　私も先行放送とＴＶ放送、どちらもリアルタイムで観ました。関係者用のサンプルをいただいていましたが、ニコ生でもＴＶでも実際に映像が流れるとテンションが上がりますね。

橘　自分で作ったものがテレビで流れるんですよ!?　そりゃあテンションも上がります。

つなこ　ライトノベルとアニメ、どちらも目標だったのが『デート』で両方叶かなったので、本当に良い作品に恵まれたと思いました。







●好きなキャラクター










──キャラクターについても伺うかがいたいと思います。シリーズを通して、もっとも思い入れのあるキャラクターは誰だれですか？

橘　もちろんどのキャラクターにもありますが、特別な思いがあるとなると狂くる三みですね。いろんなところで言っていますが、狂三は設定が一番古いキャラクターなんです。リアル高二病を発はつ症しようしていたときに作ったキャラクターなので。

つなこ　ノートの中に存在していたという、あれですね。

橘　そうです。ゴスロリでツインテール、しかもそれがアシンメトリーになっていて、左目が時計……。絶対にくる！　俺が世に出してやるからな!!　って思いながら描いていました（笑）。10年かけて出してあげられたのは本当によかったですね。彼女は僕の痛い部分を凝ぎよう縮しゆくしたキャラクターなんです。

──やはりキャラクターデザインを依い頼らいするときも、こだわったんですか？

橘　一番リクエストが細かかったと思います。

つなこ　一番濃こくて細かかったのが狂三で、このキャラクターは格別にかわいく描かなきゃという思いがありました（笑）。

橘　狂三の登場についても、満を持しての登場にしたかったんです。勝手な持論ですが、あらゆるシリーズもので最初に物語が大きく盛り上がるところって３巻目だと思うんです。というのも、３巻目ってキャラクターの関係性を深めたり、伏ふく線せんを回収したりと、序じよ盤ばんの積み重ねを最初に活いかせる一番いいタイミングなんです。『デート』でも、１巻でメインヒロインを出して、２巻で精霊にもいい子がいるよと思わせたところで、悪い精霊が大きく物語を動かすという展開を考えていました。

つなこ　そこで狂三を召しよう喚かんしたわけですね。

橘　自分のノートをひっくり返しました。「出番だぞ。さあ、目覚めよ」と（笑）。そのときの狂三の名前は「狂美」だったんですけどね。名前に数字を入れるということで「三」にしたんですが、担当から「狂」という文字はいかがなものかという意見が出まして。仕方ないのでいろいろ考えてみたものの、やっぱり狂三のインパクトには勝てず、押し切りました。

担当　編集部でも最初から「きょうぞう！」って話題でしたからね（笑）。

──つなこさんはいかがですか？

つなこ　その影えい響きようを受けていることもありますが、やっぱり狂三ですね。何より、見せ場としておいしいポイントが多い！　画えとしても締しまる構図になることが多くて、描いていて気分が上がるんです。あと、悪い顔を描くのが好きなので。

担当　狂三はジョーカー的な動きをしますからね。そういう意味では、ズルいです。

つなこ　ごく個人的に推おしているキャラクターは四よ糸し乃のとよしのんですね。やっぱり、健気なところがいいいですし、性格が真反対のふたりが掛け合うところがすごくかわいくて。子供っぽい服を描くのも好きなので、それもあるかも。最近はよしのんも着せ替かえることが多くて、おそろいで服を考えています。楽しいですね。

橘　霊装のデザインが一番すんなり決まったのは四糸乃でしたよね。最初からイメージが固まっていた気がします。

つなこ　１巻の巻末にシルエットだけが出ていますが、あれがほぼ初しよ稿こうで、そこから最終稿もほとんど変わっていないです。最初はピンクの服もありましたけど、担当さんの提案で緑の服に決まりました。

担当　識別名の〈ハーミット〉に、どこか森にいるようなイメージがあったので、緑はどうですかと提案しましたね。

橘　そこでまた僕が本当に緑で大だい丈じよう夫ぶですか？　と不安になるんですが、でき上がってみると最高によくて。

つなこ　私も実際に塗ぬってみて、はまった気がしました。

──編集目線で思い入れのあるキャラクターはいますか？

担当　私の目線だと十香は思い入れがあるというか、とにかく使い勝手がいいなと感じますね。たとえば雑誌の表紙や宣伝のイラストで『デート』を取り上げますとなると、やっぱり十香になりますから。

つなこ　『デート』を象しよう徴ちようするキャラクターでもありますし、記号性がありますよね。

橘　表紙などは十香か、もしくは十香と誰かというパターンが多い気がしますね。

担当　媒ばい体たいや企き画かくによってかわいい表情もキリッとした表情もできるので、『デート』の広報担当としてとても優秀なんですよ（笑）。

つなこ　ただ、「ドラゴンマガジン」の表紙に何度も登場しているから、どんどんポーズの引き出しが……（笑）。いろいろバリエーションを考えないと、と思って奮ふん闘とう中ですっ!!

　




●自分に近いキャラクター










──ご自身に近いなと感じるキャラクターはいますか？

橘　自分になぞらえて描くことはないですが、強しいて挙げるなら七罪ですね。小ちっちゃい七罪のほう。彼女視点の地の文はめっちゃ筆が乗ります！

つなこ＆担当　あぁ〜。

──皆さん、納なつ得とくしているようですね。

担当　確かに、ネガティブなところが……。これは、自分を女によ体たい化したんですか？

橘　いやいやいやいや。単純にネガティブキャラが好きなんです。

担当　実のところ、ネガティブキャラで人気が出るのか、私は半信半疑だったんですよ。でも橘さんが大丈夫です！と言い切るので賭かけてみましたが、実際に人気が出ましたね。

つなこ　ネガティブなんですけど、その方向性が面おも白しろいですよね。炎えん上じようさせてやるって。

橘　「馬ば鹿かにしやがってェ」というセリフは某ぼう作品のオマージュです（笑）。

担当　ビジュアルとしても、お姉さんキャラは珍めずらしいです。

橘　そうですね。今までにない方向に持っていきたかったですし、結果としてお姉さん七罪のファンもたくさんできてよかったなと思います。

──つなこさんはいかがでしょうか？

つなこ　私も七罪が一番共感できるキャラクターなんです。実は私、癖くせ毛げがコンプレックスで、十数年来、科学の力を借りてまっすぐにしています（笑）。爆ばく発はつする頭って整えるのが本当に大変なんです！　機械に頼たよっても技術がいるし、科学の力を借りるのはお金がかかるし。そんなこともあり、七罪を変身させるシーンは思い切り感情移入しながら描きました。

橘　そんな深い思い入れがあったんですね！

つなこ　髪の毛の悩みはすごく良くわかります。ましてや彼女は見た目10代ですから。その理想の高さもよくわかります。同い年くらいのアイドルを見て、これくらいかわいくなれないなら死んでやるって思う子だっていますからね（笑）。

──七罪のエピソードはまさにそういったコンプレックスに向き合うお話でした。

つなこ　変身しているときはやりたい放題なのに、普ふ段だんの自分に戻もどると落ち込んでしまうところも面白いなって思いました。

──ちなみに七罪のキャラクターデザインについて、つなこさんの手て応ごたえはいかがですか？

つなこ　思い入れも相まって、この造形がとても気に入っています。ただ、七罪がみんなの力でかわいく変身するシーンをイラストにするときはちょっと悩なやみました。描びよう写しや的にはカットとスタイリングだけだったので、彼女の憧あこがれるさらさらストレートにはできない。じゃあ、どうしようかと。

橘　僕自身も七罪にストレートパーマまでやっていいのか迷いましたからね。

つなこ　技術の高さでなんとかゆるふわになったんだろうと思って、癖を活かした髪かみ型がたにしました。他の挿絵だと、自分で手入れしているのでややボサに戻っています。

橘　そういえば、七罪は自分の姿を妄想するときはストレートですよね。

つなこ　さらさらストレートの自分が憧れですから！

橘　でも、七罪の髪がボンバーしているデザイン、本当にいいと思います。目つきも上う手まい具合に処理していただいて、クリティカルでした。比類なき美少女すぎないところがいいなと思います。

担当　橘さんはジト目とか目にクマとか、好きですよね……。

橘　僕が好き勝手にやっていいというなら、七罪みたいな子がメインヒロインですよ！







●描くのに苦労したシーン、キャラクター










──一方で、描くのに苦労したキャラクターやシーンというのはありましたか？

橘　苦労にもいくつかパターンがあって。単純に文章として書くのに苦労するのは八や舞まい姉し妹まい。セリフが大変なんです。その上、二人いますから。

つなこ　夕ゆ弦づるの場合、最初の二文字も考えないといけないんですよね？

橘　最初の原げん稿こうでは「〇〇」と空白にしておくことがけっこうあります。展開的な点で苦労するのは四糸乃ですね。彼女はいい子すぎてわがままを言わないので、展開を乱す方向に持っていくのが難しくて。どうしても巻き込まれる側になってしまうんです。本人の意思があまり介かい在ざいしないパターンが多いかもしれませんね。ほかの子は自分から悶もん着ちやくを起こしますが、まぁ四糸乃はオアシスなので仕方ないです。

つなこ　そのぶん、よしのんが結構引っかき回すのが好きです。

橘　ただ、困ったらよしのんが取れて泣くというパターンに逃げがちなので、そこは注意したいところです（笑）。

──つなこさんは大変だったキャラクターやイラストはありますか？

つなこ　もともとメカにあまり触ふれてこなかったこともあり、メカのイラストはいつも苦労します。女子の私服の引き出しとは真逆ですね。挿さし絵えの中にメカがあると、普段の２、３倍の時間がかかります。ですので、アニメになったときは、メカがカッコよく動いていて勉強させていただきました。

──となると、武器の構造なども……。

つなこ　大変でしたね。最初は武器がどんな動きをするのかすらわからなかったです。そこから独自に勉強として、ゲームなどを遊んでみて（笑）。やっとこういう動きをするんだとわかるようになりました。

橘　でも、つなこさんのメカ、カッコいいですよ！　特に真ま那なの〈ヴァナルガンド〉とエレンの〈ペンドラゴン〉はツートップ。カラーになったものを見たときは、めちゃくちゃテンション上がりました。

つなこ　この２つは橘さんがいろいろと設定を起こしてくださったからですよ！　「つよい」と書かれたラフあってこそのデザインです。

──「つよい」とは？

つなこ　橘さんから設定画をいただきまして。そこに「つよい」と一言書いてありました。

橘　ギミックや構造がややこしいときは自分で簡単に描いて、それをリファインしていただくんです。そこに、つい「つよい」と（笑）。

つなこ　「ここがこう開閉する」といった感じで、ラフを描いてくださるんです。折紙の霊装も、いただいたラフをベースに、ほぼそのままのシルエットに仕上げました。

橘　そういえば、〈ヴァナルガンド〉のデザインは担当さんと意見をぶつけ合いましたよね？　太もものデザインはこれでいいのかって。担当さんはすっきりさせたいという意見だったんですが、僕はこの膨ふくらみがカッコいいんだからお願いしますよと。その折せつ衷ちゆう案として、太いパーツは残すけど内ももの部分を露出させるということになりました。

担当　結果的によかったですよね。

橘　内ももを出すデザインは本当にすごいことになったなって思いました。

──担当さんとして苦労したことなどはありますか？

担当　デートのシチュエーションを考えるのが巻を重ねるごとに難しくなっていくことですね。次はどんなデートにしましょうか、選せん択たく肢しはどうしましょうかって相談することが多いです。

橘　こちらの選択肢がどんどん減っていきますからね。それでも、11巻の折紙が前の世界の記憶を思い出してしまいそうになるデートというのは、かなり新しいものになったんじゃないかなと思います。折紙最強だなぁ、と。

つなこ　あれは面白すぎました！　「身体からだが勝手に……！」って（笑）。

橘　今まで書いた中で一番面白かったかもしれない。

担当　それですよ！　もう一つの苦労するポイントは……。折紙のキャラクターは筆が乗るのか、よく動くんですけどちょっとやりすぎなときがあるんです。特に序じよ盤ばんはやりすぎで、こんな女の子イヤですよって言っていくつかカットした記き憶おくがあります。

橘　自室に爪つめを集めているってボツ設定がありましたね。それも、自分のじゃなくて士し道どうのって。

担当　「部屋に行くと士道の爪があるんですよ」って。そんなの絶対イヤですよ！（笑）

橘　確かに言われてみたらイヤだなと思って、納なつ得とくしました。







●お気に入りのシーン










──では、お気に入りのシーンについても聞かせてください。

橘　書いていて楽しかったシーンは１巻で十香がキレるところと６巻の最後。十香がさらわれ精霊がみんな美九に奪われて、士道が一人になったところでクスクスと笑いながら現れる狂三ですよ！　「よっしゃー!!　これが書きたかった！」って思いました。

つなこ　もしかして味方になるのかもというシーンでしたし、すごく引き込まれました。

橘　もう一つは10巻でフル霊装の十香が折紙とドンパチするところですね。

担当　ここのセリフはすごく好きです。「今の『嫌きらい』は、昔の『嫌い』と、たぶん、少し、違ちがう」。どんなふうに十香が折紙と向き合ってきたかがわかるセリフですよね。

橘　「滅す」と書いて「ころす」。１巻の終盤以来でしたね。とうとうあのときの十香が戻ってきたんだって思いました。

つなこ　私は２つあって。ひとつめは１巻で、士道くんが十香を封ふう印いんして二人がゆっくりと降りてくるところ。夕焼けでキラキラしている情景が浮かびました。もうひとつは、７巻で狂三が士道くんをかかえて戦場を駆かけ抜ぬけていくシーンですね。狂三が仲間になったときの頼たのもしさとか、士道くんが引っ張られているところとか。何かの機会があれば、挿絵を描かいてみたいシーンでもあります。

橘　あれを書いていて、人がいっぱいいるって最強なんだなと改めて感じました。

担当　狂三は能力を12個も持っているなんて、ズルいですよ。強すぎる。

橘　そう、狂三はズルいんです。しかも、まだ能力は半分しか明かされていませんから。

──お気に入りのイラストに関してはいかがですか？

橘　３つあります。まず、天使になった折紙とそれを見上げる十香が描かれた10巻の口絵。ラスボス感が半はん端ぱなかったです！　十香とのきれいな対比になっているのもよかった。

つなこ　神こう々ごうしさを出すため、普段はあまり使わない発光レイヤーを使いました。色を明るくして光った雰ふん囲い気きを出す機能なんですけど、多用するとＣＧっぽさが強くなるので封印していたんです。でも、このときだけは神々しさを出すために封印を解いてバンバン使いました。

橘　２つめは７巻のエレンですね。この悪い顔が大好き。

つなこ　私も悪い顔が描けて楽しかったです！

橘　いつもの残念さがまったくなくて、とにかくカッコよかったです。そして、最後はなんと言っても11巻の眼帯狂三ですね。

──狂三はハズせないと。では、つなこさんが描けてよかったなと思うイラストを教えてください。

つなこ　まさに11巻の眼帯狂三です！　ここは口絵でも挿絵でも、絶対に描きたいと思ったシーンでした。やっぱり狂三は夕焼けがよく似合いますね〜。薄うす暗ぐらいけれど、かっと赤色が差しているところが自分でも気に入っています。

担当　悪い顔をしていてもかわいいんですよね、狂三って。悪い顔でも許されるというか。

つなこ　なんとなくかわいく見えてしまうのは、フリフリとツインテールなんでしょうかね。

橘　基本的にいい子が多い中で、トリックスター的な立ち回りができることがいいアクセントになっているのかなと思います。

つなこ　それから、もう一つ描けてよかったなと思うのが、７巻の士道くん。画面外や隅すみに追いやられることが多い彼をようやく主人公らしいイラストにできたなと思いました。







●理想のデートほか










──次はいくつか細かい質問を投げかけさせてください。まず、白琴里と黒琴里、妹にするならどっち!?

橘　白黒あわせて琴里ですからね、難しいなぁ。どちらも一長一短あるんですよ。単純にかわいいのは白琴里ですが、明らかに性能が高いのは黒琴里じゃないですか。……でも、実際に妹にするなら白琴里かな。黒琴里が妹だったらちょっと怖こわいかも。

つなこ　私も白琴里ですね。同性の妹だったら黒琴里だと姉し妹まいが成立しないかな、と。黒琴里はスペックが高すぎて、お姉ちゃんの立場がなくなっちゃいそうで。年上の威厳が確実に崩くずれると思います！

──続いては、おふたりの理想のデートを教えてください！

橘　十香と士道のデートですね。十香ほどの量は食べませんが、おいしいものが食べられればそれでいいです。

つなこ　私は高台の公園のような約束の場所に憧あこがれます！　なかなか現実ではなさそうですからね〜。

橘　約束の場所というと、もう単なる待ち合わせ場所かなって思っちゃいます。

つなこ　それにしたって、きれいな場所での約束もあまりないものだと思いますよ……。

橘　確かにフィクション特有のものかもしれないですね。

つなこ　それもあるのか、約束の場所がある士道くんと十香がもう一度そこへデートに行くシーンは素す敵てきだなと思いました。

──では、おふたりが一いつ緒しよにデートをしてみたいキャラクターは？

つなこ　折紙とはしたくない、かも（笑）。どこに連れて行かれるんだろうって、不安になりそう！

橘　たぶんいろんな知識が得られると思いますよ〜。折紙の場合は、もうされるがままでしょうね。

つなこ　連れ回してみたいのは黒十香ですね。もし善良な心を持っていてくれるのであれば、ですが。

橘　そうだなぁ……そういう意味では夕弦ですかね。相手を引っ張っていくキャラクターが多いなかで、夕弦はどちらかというとほどよく受け身というか。８巻でみんなのデートを書きましたが、あのときに耶か倶ぐ矢やと夕弦を初めて単独で書いて、そのときの夕弦が意外とはまったんです。

つなこ　確かに実は一番の正せい統とう派は彼女なのかもしれない！

橘　単独になった瞬しゆん間かんわかる、いい味ですよね。ただ、マスター折紙の教育が……。あまり折紙に教育されすぎていない夕弦がいいです。

つなこ　最近はちょっと変な知識を得すぎていますからね。

橘　きっと、デートのときは折紙が陰かげで見守って、「成長したな」と思っているのでしょう。

──最後に、友達として誰だれと仲良くなれそうですか？

橘＆つなこ　七罪です！

つなこ　絶対に気が合いそう！

橘　部屋で一緒にゲームしてりゃいいかなと思うので（笑）。

つなこ　あと、一緒に化け粧しよう品を買いに行こうって言ったら、しぶしぶついてきてくれそうな気がします。

担当　なんだかんだ言いながらもついてきそうですね。

──ありがとうございました。それにしても、これまであまり美九の話題が出ていませんが……。

橘　だって、美九は別ベクトルですよ！

つなこ　ある意味、完成されている感が……（笑）。

橘　最強キャラなんで。誰とでも絡からませられる最終兵器的な立ち位置なんです。

つなこ　自分から誰にでも絡んでいくタイプですよね。全員がターゲットというか。

橘　雑食なんで。最近書いていて、折紙よりも美九が怖くなる瞬間があります。

担当　折紙は対・士道特化型ですからね。

橘　一方の美九は全方位爆ばく撃げきです（笑）。







●最後に










──これまでお話を伺うかがってきて、本当に『デート』にはいろんな要素が詰つまっているんだなと改めて実感しました。

つなこ　私自身、初めて触ふれることが多かったですし、たくさん学ばせていただきました。

担当　橘さんお得意のごった煮にですから。

橘　煮込みましたね。イラストを描くにもアニメ化するにも、皆みなさん本当に大変だろうなって改めて思います。ファンタジー要素もメカ要素も現代要素も全部描かなければいけないわけですから。感謝してもしきれません。

担当　橘さんの作品は贅ぜい沢たく仕様なんです！　霊装にしても、せっかくデザインしていただいたのに封印されちゃうから次の巻で出てこないなんてことがありますからね。みんな私服や制服になるので。

橘　そして、その私服や制服で限定霊装という優やさしくない設定。

つなこ　でも、服によって限定霊装の形が違っているのは個人的に楽しいです！

橘　そう言っていただけると嬉うれしいです。でも、僕から見てすごいと思うのは、これだけ巻数が出ていて同じ私服がまったくないという部分なんです。毎巻違う。アニメにもそれを部分的に反映していただいて、それも嬉しかったです。

担当　私服で思い出しました。私服と言えば……。

橘　……やっぱり耶倶矢さんですかね。

つなこ　皆さん、キョロキョロしすぎです！　犯人探しが始まってますよ!!

橘　まぁ、耶倶矢の私服をあんな形でリクエストしたのは僕ですけどね。つなこさんからいただいたものを見て、大笑いしました。

つなこ　謎なぞの文字のプリントです！

橘　リアルに「うわぁ……」ってなるやつですからね。こじらせちゃったやつ。きっと生き地じはペラペラなんだろうなって。

つなこ　手の届く範はん囲いでの中二装備ですね。

担当　支給されている服は捨てて、きっと自分で買いにいったんでしょうね。

──では、こちらで最後となりますが、『デート』ファンの皆さんに一言ずつお願いします！

橘　『デート』はスタートの段階で大きく盛り上がるポイントを決めて、そこを辿たどってきました。今後も大きな山場があることを確約します。既き刊かんでは折紙が一番大きな山場でしたが、これを超えるものを用意していますので、楽しみにしていただけたら嬉しいです。ヒロイン同士の今までにないカップリングも書いてみたいと考えているので、今後もお付き合い、よろしくお願いします。

つなこ　作中で話題に上っただけで、まだ登場していない精霊が個人的にとても気になっています。登場した時には、是非その子のデザインも楽しんでいただけたらと思います。それから、イベントを盛り上げてくださったり、感想を送ってくださったり、「ドラゴンマガジン」などにイラストを送ってくださったりと、本当にありがとうございます！　いつも皆さんの応おう援えんに励はげまされております。

担当　この物語がどのように収束するのか。私自身も楽しみにしつつ、毎巻何かしらのトピックや話題性をもたせられるよう、橘さん、つなこさんと一緒に頑がん張ばっていきたいと思います。一巻一巻、楽しみにお待ちいただけたら幸いです。

──ありがとうございました。
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デート・ア・ライブ

草野剛（デザイナー）インタビュー










●初めてのライトノベルデザイン










──草野さんは漫画の装そう丁ていやアニメのパッケージなど、様々な作品のデザインを手がけていますが、ライトノベルはこの作品が最初だったと伺うかがいました。

草野　そうです。そもそもライトノベル自体、あまり読んだことがなかったんです。小６くらいのときに『ロードス島戦記』を読んだくらいですかね。世代的なものなのか、漫画ばかりでした。それもあって、あまりライトノベルへの理解がなかったんです。絵が見たければ漫画で、文章が読みたければ一いつ般ぱん小説でいいじゃんって。ですが、『デート』をきっかけにライトノベルに触れるようになると、ライトノベルは漫画とも一般小説とも違ちがうんだと思うようになったんです。

──どのような違いを感じたんですか？

草野　情景を絵で見せることができる媒体でありつつ、小説として読者の想像力にゆだねるような行間を読ませる部分があり、それが漫画とも一般小説とも異なっていると感じました。『デート』のおかげで、やっとそこに気づけたというか。なるほど、と思いました。

──担当さんに伺いますが、草野さんにデザインをお願いすることになったきっかけを教えていただけますか？

担当　ライトノベルのカバーって、『デート』が世に出る頃ころにはすでにフォーマットが完成されていたんです。イラストにしても素す晴ばらしいイラストレーターさんはたくさんいますが、見たこともないイラストというのは存在しなかった。じゃあ、どうやって他作品と差別化を図はかっていくのかとなったときに、やっぱりデザインだろうと思ったんです。そういう意味でも、ライトノベルのデザインをメインでやられていない方にお願いしたいと考えたのが最初です。

──草野さんにお願いすることになった決め手は何だったのでしょうか？

担当　『交こう響きよう詩し篇へんエウレカセブン』のポスターデザインを拝見したときに、使用する色味が少ないのにどうしてこんなに文字を目立たせられるんだろうと思ったんです。同時に、この方ならライトノベルのフォーマットの中でも今のフォーマットに縛しばられすぎないカッコいいデザインができるんじゃないか、と。あとはトータルデザインができる方なので、それも決め手のひとつになりました。

──トータルデザインというのは？

担当　本だけに限定せず、ポスターなどの宣伝物から、メディアミックスした際のアニメのロゴ、パッケージデザインなどのことです。たとえば、アニメのパッケージなどは別のデザイナーさんが担当する場合もあって、原作とアニメで別のデザインが存在していることがよくあります。それもひとつのやり方ですが、個人的には媒体が変わってもデザインは統一感があるほうが好みだったので、生意気ながら、もし『デート』がアニメ化することになったら同じデザインで統一したいと考えていたので、そのデザインも含ふくめてぜひ草野さんにと。今、考えるとアニメ化して本当に良かったです（笑）。







●カバーデザイン










──初めてライトノベルのデザインをするにあたり、どのようなアプローチをされたんですか？

草野　担当さんがおっしゃる通り、ライトノベルはフォーマットがしっかり決まっていました。漫画にはキャラクターの顔に文字がかかっていたり、極きよく端たんにタイトルが小さかったり、タイトルが帯おびに隠れていたりする作品が結構ありますが、ライトノベルでは基本許されないんです。キャラクターの顔に文字は載のせない、タイトルは大きく帯より上に、が絶対。僕にとって当たり前だと思っていたことが、担当さんにとって当たり前ではなかったので、初期の打ち合わせでは、そういったルールを確かく認にんしていく作業がありました。

──フォーマットがある中で、『デート』としてのオリジナリティをどのように出していこうと考えたのでしょう？

草野　基本となる部分はすでに担当さんがイメージを持っていました。たとえば、表紙のイラスト。普ふ通つうだったらポーズを取らせることが多いんですが、『デート』では大きなアクションをさせずキャラクター設定を見せる体ていでいきたい、というお話をいただきました。もちろん表紙なのでキャラクターの線も細かいですし、実際つなこさんはキャラクター設定以上に細部までこだわられています。とはいえ、設定画のようなものを表紙にもってくることは、ライトノベルはおろか漫画でもほとんどないはずです。とても斬ざん新しんだと思いました。

──一部のみ描えがかれている背景についても担当さんが？

草野　そうですね。背景を全面に敷しかず、白地を残したいということでした。全面が背景になってしまうとキャラクターが立たなくなってしまいますし、全面白地にしてしまうとどんな世界で物語が進んでいるのかがわかりづらい、と。ここまで決まっていたので、僕の課題はそれをいかに形にしていくかという部分。大きな要素としてはタイトルロゴですね。甘い感じなのか、ファンタジーな雰ふん囲い気きなのかを相談しました。

──タイトルロゴが変わることで、デザイン全体にどのような変化が起こるのでしょうか？

草野　たとえば『ロード・オブ・ザ・リング』や『ホビット』のような書体にすると、クラシカルなファンタジーの印象が強くなります。一方で、かわいい女の子がいるからとポップな書体にしてしまうと、甘い雰囲気ばかりが強調されてしまう。それは絶対に避さけたいと思っていました。なぜなら、かわいいという記号については、女の子（十香）が描かれているので十分。かわいい＝愛めでるという印象以外に、上質な物語という情報も加えたいと考えました。この辺を踏ふまえて、かわいい女の子に対してシャープなタイトルロゴにするのが一番いいと思いました。

──シャープなタイトルロゴというのは物語の印象も踏まえて、ということでしょうか？

草野　そうです。『デート』はかわいい女の子が登場して、単純にそれを愛でるだけの物語ではありません。心のやりとりやバトルがありカタルシスもある上質な大河ドラマなので、その雰囲気を崩くずさない、落ち着いたタイトルロゴにしたかったんです。それで選んだのがこのゴシック体です。ゴシック体というのは明朝体に比べてカジュアルな印象ですが、その中でも快活すぎない風格があるものを選びました。

──ただ、どこか柔やわらかい雰囲気もありますよね。

草野　かわいい子が登場することも大事にしたいというお話もいただいていたので、その落としどころを担当さんと一いつ緒しよに探さぐった結果ですね。

──その着地点はどのようなところだったんですか？

草野　初めてのライトノベルだったので、いろんなライトノベルの傾けい向こうを調べました。そうすると、ひとつの記号性みたいなものとしてボケ足（文字のフチについているボケた部分）というものが見えてきたんです。傾向として、ボケ足のついたタイトルロゴが多かったんですよ。それはあったほうが安心（作品を信頼していただく構え）だから取り入れていこうということになりました。

担当　あとはタイトルのレイアウトにもこだわっていただきましたよね。

草野　そうですね。毎巻、タイトルのレイアウトが変わっていくデザインにしたいというお話をいただきました。

担当　毎巻新しい女の子が出てくるというコンセプトだったので、ロゴの位置などを変えずにやっていくと、ただ女の子が変わっているだけと捉とらえられてしまうのではないかと思ったんです。そう考えたときに、毎巻違う女の子が登場するのだから背景やレイアウトも毎巻変えてしまおう、と。フォーマット自体を崩していきたいということで、いろんな配置ができるタイトルロゴをお願いしますとお話ししました。

草野　今でこそ普通になりましたが、毎巻レイアウトが変わるタイトルロゴって当時はあまりなかったと思います。

──巻ごとにボケ足の色味も変わっていますよね。

草野　それも普通に考えると、１巻だったら紫むらさきを選ぶはずなんですよ。なぜなら、十とお香かのカラーが紫（キャラクターがより多く纏うカラー＝イメージカラー）だから。普通はキャラクターのカラーから全体のカラーを決めることが多いんです。四よ糸し乃のが表紙だったら緑、というふうに。僕もそういった紐ひも付づけをすることが多いんですが、でも『デート』はそうじゃないんですね。『水色がいいです』って言われて（笑）。担当さんはキャラクターではなく、作品の世界観から色を決めていたんです。僕も水色＝未来を予感するイメージですので、ＳＦも含まれるこの作品に相応しいと感じました。







●サブタイトル、口絵のデザイン










──タイトル以外の書体はどのように決めたのでしょうか？

草野　全部がゴシック体だとどうしても全体がカジュアルになってしまうので、作者の名前やサブタイトルは明みん朝ちよう体たいという伝統的な書体の中でも、クラシカルな印象を持つものを選びました。選定したその書体は、人の書いたものに近いくびれのあるデザインが特徴。かつて到達した回答を踏まえ、現在らしいスマートなシルエットが加わった書体を選定しました。たとえば「橘たちばな」という文字だったら木へんのはらいがちょっと腰こし高だかになっています。洋服でもショート丈たけがすっきり見えるように、フォントをデザインしたフォントワークスの藤田さんも同様によりスマートに見せたかったんだと思います。

担当　このバランス感は本当に草野さんならではだなと思います。ほかに類をみないカバーデザインになりました。

草野　大切にしたのは、いかに文字をきれいに見せていくかという部分。アニメのパッケージや広告のデザインを手がけることが多かったので、そこで培つちかってきた文字のスペーシングやリズムをライトノベルのデザインに落とし込めば、『デート』のデザインの強度も増すだろうと考えました。

──口絵のデザインに関してはどのようなコンセプトがあったんですか？

担当　酷ひどい話ですが、あまりデザインしないでくださいとお伝えした記憶があります（笑）。

草野　文字はあまり大きくしないでほしいというお話でしたね。

担当　普通だったら口絵の文字は大小をつけてメリハリ感を出したり、キャラクターのセリフによって色を変えたりすものですが、『デート』の場合はタイトルロゴの文字色を使うだけなんですよ。文字の大きさは変えないし、色も一色のみ。それはつなこさんのイラストに力があるからで、むしろ文字が小さいことでどちらも引き立つんじゃないかと思ったんです。文字が小さいから集中して読んでもらえるのではないか、と。注目してもらいたいときにただ文字を大きく目立たせるだけだと、言葉が情報として入っていくだけで、じっくり読んでもらえないような気がするんです。

草野　文章のよさ、イラストのよさをじっくり味わってもらうために、こちらが踊おどる必要はないんです。文字を大きくするという演出には気分を高こう揚ようさせる効果がありますが、担当さんが求めていたのはもっと読み手の想像力を刺し激げきするものだったんだと思います。

担当　映画の字幕もそうですよね。それこそ大きくなったり小さくなったりしたら映像も文字も見ていられませんから。

草野　まさに映画的ですね。

──帯も文章のよさをシンプルに見せるデザインが多いですね。

担当　本当に内容が面白い作品って、作品単独のキャッチで勝負できるんです。『デート』も最初、１巻は「世界を殺す少女を止める方法は──デートして、デレさせること!?」の一言でしたし、他作品だったら『ソードアート・オンライン』の「これは、ゲームであっても遊びではない」という素晴らしいキャッチもあります。もちろん「アニメ化決定」とか「何百万部突とつ破ぱ」というキャッチも売り出し方として大切だと思います。『デート』でもありますし、漫画でもよくあることです。でも、作品そのものと作品の雰囲気を表すキャッチは、ハマると作品の強度すら増すんです。

草野　作品を表す言葉だけで勝負するという事は、やっぱりカッコいいなって思います。『デート』の場合、「ＴＶアニメ化決定」についても、この一言だけをさっと明朝体で置いただけというときがありましたけど（笑）。潔いさぎよいスマートな決断だなって思いました。







●会心のデザイン










──これまで手がけてきた『デート』のデザインで、印象に残っているものはどのデザインでしょうか？

草野　どの巻にもそれぞれ思い入れがありますが、やはり１巻はシリーズのベースとなる一冊なので思い入れが強いです。９巻は特にイラストに助けられた（七な罪つみのキャラクターデザインとポーズ、そして、構図）巻というか、七罪のイラストがとりわけ好きなんですよ（笑）。どの巻もイラストの力があるので文字を添そえるだけですが、特に９巻は女児としての七罪をきっちり演出した佇まい＝情感の良さもあってイラストの魅力を強く感じます。もう１つは７巻ですね。１巻と対ついになるという担当さんのアイデアもあって、積極的に攻せめられました。

担当　１巻のデザインが７巻に繫つながった感覚がありますよね。

──長期シリーズの醍だい醐ご味みですね。

担当　ええ。ただ、その一方で長期シリーズになればなるほど、飽あきられないかなという不安は大きくなります。少しずつバージョンアップしていかないと、編集している自分ですら飽きてしまうことだってありえますから。そういう意味では、よいタイミングで大きなサプライズを提供できたのかなと思います。

草野　１巻の十香と黒十香を対比するため、この巻だけロゴの文字色を黒ベタにして、レイアウトも１巻と同じにしたいとおっしゃっていましたよね。それまで文字の配置はすべて変えてきましたが。

担当　でも、十香の向きだけは１巻とは逆になっているという。また、本文の中にカラーイラストがあったら驚おどろくだろうなということで、挿さし絵えも一箇か所しよだけつなこさんにお願いしてカラーにしてもらいました。

草野　７巻は、単純に驚かすためのギミックではなく、あくまでも理にかなったサプライズが詰つまっていたのがいいですよね。

──つなこさんのイラストで特にお気に入りのイラストなどはありますか？

草野　２巻の四糸乃ですね。正直、最初からかわいいな……衣装を含めデザインをみて最高だな！……と思っていましたが、じんわりと好きになっていって。よくよく考えたら自分はロリだったんだと……（笑）。決定的だったのはアニメ。動いている彼女をみて、より好きになりました。キャラクターでいえば、狂くる三みもいいですね。何かを秘ひめているんじゃないかという気がして、どんどん引き込まれていくんです。敵としても強キャラでカッコいいし、仲間になったとしても嬉うれしいし、すごくいいキャラクターだなと思います。

担当　12個も能力を持っているって、ズルいですよね（笑）。

草野　オッドアイもそうですね。中二的なワクワク感がたっぷり詰まっていて。四糸乃も狂三も大好きです。







●ライトノベルのデザイン










──草野さんはライトノベルをデザインしてみて、新たな発見などはありましたか？

草野　面白いのが、幼さと大人っぽさが常に同居しているところですね。漫画って少年誌と青年誌があって、少年向けだったら『ワンピース』のようにタイトルで世界感を象徴した伝達力の高いロゴになっていることが多いんです。一方で青年誌は自由にデザインされているので、振ふり幅はばが両りよう極きよく端たんなんですよ。ライトノベルはまさにその中間というか、全体的にどこかポップでカジュアルで幼い部分があるのに、活字で組まれたタイトルロゴも少年漫画のようなロゴマークではない。対象の読者に中高生が多いと聞きますが、まさにその背伸び感が全体のデザインにも表れるのかなと感じました。

──また、草野さんは『デート』以降、ライトノベルのデザインを手がけることが増えましたよね。

草野　もしかすると『デート』を手に取った編集の方が、『こういうことができるし、やってもいいんだ』って思うようになったのがきっかけかもしれないですね。

担当　『デート』を見て、草野さんにデザインをお願いしたいという意見は編集部でも聞きます。

草野　『デート』のような方法（スタイルに固執せず、デザインという行為で作品と向き合う）デザインがなかったわけではないですが、確実に今は『デート』のような方法の作品が増えたという実感はあります。

担当　ライトノベルの立ち位置が変わってきたという理由もあるのかもしれないですね。漫画と一般小説との境界が薄うすれていって、ライトノベルがどちらの要素にも近づくことができるようになってきたような気がします。

草野　いずれにせよ、『デート』的なデザインは今やスタンダードですよね。選ぶ手法のうちの一つになった気がします。

──もはや『デート』のデザインは特別ではない、と。

担当　キャラクターがいて背景が切り抜ぬかれたデザインも、ロゴが自由に並べられたデザインも、よく見かけるようになりました。

草野　『俺の妹がこんなに可愛かわいいわけがない』のような手書き風タイトルや説明系の長いタイトルが一時期溢あふれていたように、シーンというのはそうやって形成されていくので、それが悪いとは思いませんが、停てい滞たいせずにやっていけたらいいですね。

担当　新しいフォーマットを提示したとしてもそれを続けるだけだと、やっぱり飽きられてしまいます。読者の方もとりあえず買うことだけで満足してしまうことがあると思うんです。それは言い換かえれば、買われなくなることにも繫がっていく。読んでいただく工く夫ふうというのは絶対に必要で、それは我々がしっかり考えていかなければならないことだと思います。

草野　もちろん、『デート』には『デート』の世界観があるので、新しいことを仕し掛かけるだけがよいことではありませんが、表紙や口絵、目次など一冊の本としてひとつひとつを丁てい寧ねいに作り上げ、そこに何かしら新しん鮮せんなアイデアを込こめていきたいですね。

──では、最後にデザイナーの立場として、今後注目してほしいポイントなどを教えてください。

草野　書体や帯のような普段だと読み流してしまうような部分ですね。何気なく書体を選んでいるわけではなく、作品の世界観を表すような工夫をしていますし、帯も含めて長く愛されるものを作っているつもりなので、ぜひ目を向けていただけたら嬉しいです。その部分にも文脈が用意されています。あと、３巻発売の頃に作ったキャンペーン用のブックレットのようなものにも期待していただきたいですね。というより、また作りたい（笑）。

担当　あれは、いい意味でめちゃくちゃなデザインでした（笑）。十香と折おり紙がみのふたりが表紙と背表紙になっているんですが、もともとはひとつのイラストだったんです。それをまさか別々に使うとは（笑）。でも、すごくいいブックレットになりましたし、おかげさまでご好評をいただきました。

草野　僕も楽しかったです。広告などもそうですが、『デート』は関連商品、関連媒体が本当に多いので、それぞれが面白いものになるように、新たなアイデアを投入しつつひとつひとつ丁寧に作っていけたらなと思います。

──ありがとうございました。











草くさ野の剛つよし

１９７３年生まれ東京都出身。株式会社アスキーを経て有限会社草野剛デザイン事務所を設立。武蔵野美術大学非常勤講師。グラフィックデザイン全般の制作を行う。




























【五いつ河か士し道どう　四月九日（日）一三時三〇分】






「ええと、あと足りないものは……っと」

　五河士道は自宅のリビングで左手の指を順に折りつつ、メモ用紙にシャープペンシルを走らせていた。

　四月九日、日曜日。

　春休み最終日であり、明日あしたから学校という日である。

　軽めの昼食を済ませた士道は、夕飯の買い物がてら、明日から始まる学校に備えて、足りない文ぶん房ぼう具ぐなどをピックアップしているのだった。

「シャーペンの芯しんにダブルクリップ、それにノート……おっと」

　と、左手の方に気がいってしまっていたためだろうか、文字を書き間ま違ちがえてしまう。

　士道は小さく息を吐はきながらペンケースの中から消しゴムを取り出そうとし、不意に眉まゆをひそめた。

「ん、消しゴムどこやったかな……」

　ペンケースを探さぐってみるが、見つからない。春休みが始まる前に学校で落としてきてしまったのだろうか。……実際、休みに入ってから一度もペンケースを開けていなかったため、今まで気付かなかった可能性は十分あった。仕方なく書き損じた箇か所しよに斜しや線せんを引いてから文字を書き直し、ついでにその下に『消しゴム』と書き込む。

「んー……こんなもんか」

　士道は頭をぽりぽりとかきながら、今し方記したメモに再度目を這はわせていった。

　そして頭の中でメモに不備がないことを確かく認にんし、よいしょと年寄り臭くさい声をあげてその場から立ち上がる。

「っと、そうだ」

　と、メモを片手にリビングを出た士道は、ふと足を止めた。

　そのまま顔を階段の方へ向け、のどを震ふるわせる。

「おーい、琴こと里りー。今から買い物行ってくるけど、何か必要なものあるかー？」

　叫さけび、二階の部屋にいる妹の琴里に呼びかけるも、返事はなかった。

　不ふ審しんに思い、もう一度、さらに音量を上げて声を響ひびかせる。

「琴里ー！　おぉぉぉいっ！」

　だが、やはり返事はない。

「……なんだ？　寝ねてんのか？」

　士道は眉をひそめながらふうと息を吐いた。

　ただでさえ暁あかつきを覚えぬ春の昼下がりである。先ほど士道渾こん身しんのふわとろオムライスデミグラスソース添ぞえを堪たん能のうしたばかりの琴里が、仄ほのかに香かおるバターの余よ韻いんとともに眠ねむりについてしまっていても不思議はなかった。

　とはいえ、琴里も明日から学校が始まるはずであるし、起きたあとに必要なものが判明しても二度手間である。今のうちに何か入り用がないか確認しておいた方がよいだろう。

「ったく……」

　士道はやれやれと肩かたをすくめると、ゆっくりと階段を上っていった。

　そしてお手製のネームプレートがかけられた扉とびらを、コンコンとノックする。

「琴里ー、寝てんのかー？　入るぞー」

　やはり返事はない。士道はノブを回すと扉を押し開けた。

　六畳じようほどのスペースに、ベッド、机、棚たななどが配置され、それぞれに可愛かわいらしいぬいぐるみや小物が飾かざられている。まさに女の子の部屋といった様相だ。

「ん……？」

　士道はそんな部屋をぐるりと見回し、首を傾かしげた。

　ベッドの上にも椅い子すの上にも、琴里の姿がなかったのである。

「なんだ？　トイレか……？」

　あごに手を当ててうなるが、それならば先ほど声をかけたときに返事をしていてもおかしくないはずである。琴里が、便座に腰こし掛かけながら眠ってしまっているという離はなれ業わざでもしていない限りは。

　一いつ瞬しゆん、それもなくはないかも、という考えが頭をかすめるが、さすがに琴里に失礼だろうと思い直す。

「だとすると……」

　士道は視線を鋭するどくすると、クローゼットをガバッと開けた。

　日ひ頃ごろから士道は、ご飯の前後におやつを食べてはいけないと言い聞かせているのだが、琴里は時折言いつけを破って大好物のチュッパチャプスを舐なめていることがあるのである。

　そんなとき士道に踏ふみ込まれると、焦あせった琴里は決まってここに身を隠かくすのだ。実際、今までも何度かそんなことがあった。

　だが……

「……あれ？」

　クローゼットの中にも、琴里の姿はなかった。代わりに、中に積まれていた服や雑誌、小物なんかが足元にくずれ落ちてくる。

「なんだ、本当にいないのかよ。どっかに出かけたのか……？」

　士道は再び眉をひそめて息を吐ついた。

　どこかに出かけるときは必ず一言残していく妹なのだが……そろそろ反はん抗こう期だろうか。

　そんな思考が頭を過よぎると同時、白いリボンのよく似合う、無む邪じや気きで脳天気な琴里の顔が思い出され、ははっ、と力ない笑えみが自然とこぼれる。

　なんというか、「琴里の反抗期」というものが、まったく想像できなかったのである。

　大方、士道が琴里の行ってきますを聞き逃のがしてしまっただけだろう。そう結論づけて、士道はクローゼットを閉めようとした。

　が、足元に散らばった雑誌や服などが引っかかり、扉が動かない。士道はため息を吐くと、その場に膝ひざを折ってそれらを拾い始めた。

「ったく、滅め茶ちや苦く茶ちやに詰つめ込みやがって。帰ってきたら片付けさせねえと……」

　と、しわだらけの服を綺き麗れいにたたみ始めた士道は、不意に眉の端はしをぴくりと動かした。

　ファッション誌や漫まん画がの間から、何やら見慣れぬ雑誌が顔を覗のぞかせていたのである。

「ん？　なんだこりゃ」

　士道は何とはなしにその雑誌を手にとり、その表紙に目をやった。




『大満足デートマップ　天てん宮ぐう市編』




「………………んん？」

　瞬間。頰ほおに汗あせが一すじ垂れ、表情が強こわばっていくのを感じた。

「……よし、落ち着こう、一いつ旦たん落ち着こうぜ士道、な？」

　なんて独り言を呟つぶやき、一度雑誌をその場に置いてから目を伏ふせ、大きく深呼吸。ごしごしと目元を擦こすってから頰を張り、よし！　と気合いを入れてから再度雑誌を手に取る。

　だが、当然のことながら雑誌のタイトルは変わっていなかった。

　頰をぴくぴくと動かしながら雑誌をパラパラと捲めくり……いかにも楽しそうなデートスポット紹しよう介かいを眺ながめてから、ごくりと唾だ液えきを飲み下す。

　士道の頭の中に、繁はん華か街がいで待ち合わせをする、琴里と見知らぬ少年の姿が想像された。




（ごめんごめん琴里ちゃん、待った？）

（ううん、今来たところだよー）

（それで、ドコ行こうか）

（うん、昨日チェックしてたお店があるんだ！　こっちこっち！）

（わっ、ちょっと待ってよ琴里ちゃん！）

（ふふっ、のんびりしてたらおいてっちゃうよー）

（あはははは）

（うふふふふ）




「い、いやいやいやいや……まさかな」

　士道はブンブンと首を振ふった。

　いきなりのことに少々驚おどろいたが……よく考えてみれば別におかしなことはない。こういった本は女友達のグループで遊びに行く場所を決めるのにも役立つだろうし、本を囲んでキャッキャと騒さわぐだけでも楽しいだろう。何も琴里にカレシがいるだとか、そんなことの証しよう左さになるはずがない。

「そうそう、そうに決まってるよな……いくらなんでもあの琴里にカレシだなんて」

　士道は乾かわいた笑みを浮うかべながら、自分に言い聞かせるようにうんうんとうなずいた。

　胸に手を置いて動どう悸きと呼吸を落ち着けてから、片付けを再開する。

　──だが、そこに積まれていたのはその本だけではなかった。

　次いで目に入った本のタイトルを認識し──士道はピタリと全身の挙動を止めた。




『ちょっと大人のデートコース　夜の街の楽しみ方』

『完全ラブホガイド』




「こ、これは……」

　先ほどのそれよりもそこはかとなくアダルティな雰ふん囲い気きの漂ただよう本を手に取り、士道は顔中にびっしりと汗を浮かべた。

　震える手でページを捲る。中には、小じゃれたバーや、ワンランク上の高級レストランの紹介記事、そして……一八歳未満立ち入り禁止の、ご休きゆう憩けいのあるホテルの紹介などが記されていた。

　しかもその中の一つ──士道たちの家からほど近い繁華街にある、お城のようなホテルに赤ペンで丸が付けてあったりする。

　士道は思わず雑誌のページに爪つめを突つき立てていた。

「クソがァッ！　どこの馬の骨だウチの琴里に手ェ出しやがったのはッ!!」

　目を血走らせながら叫び、血が出んばかりに歯を嚙かみしめる。

　士道の頭の中には、先ほどの想像の続きが展開されていた。琴里と少年（なぜか先ほどよりもチャラくなっている）が、ネオンに彩いろどられた夜の繁華街を歩いている。




（おっと……終電なくなっちまったな）

（えっ、もうそんな時間なの？　困ったな……おにーちゃんに怒おこられちゃう……）

（まあしょうがねーべ。ほら、とにかくもう今日は帰れねーんだから、泊とまってくしかねえだろ？）

（え、でもぉ……）

（ダイジョーブダイジョーブ！　何もしねーからさ！）

（本当……？）

（本当本当！　マジ俺真ま面じ目めな男よー）

（うーん……じゃあ……私、あのお城のところがいいな）




「くそッ、くそッ、くそッ……！　相手はどこのどいつだ……！　同じ中学のヤロウか!?　絶対探し出してブチ殺してやるッ！」

　琴里は中学二年生。まだ一三である。許されない。たとえ神が許しても士道が許さない。無む垢くな琴里を騙だまし誑たぶらかした男に制裁を……ッ！

　士道は悪あく魔まのような形相でクローゼットの中を漁あさり始めた。もしかしたら、その相手の情報がどこかにあるかもしれない。

　と、積まれた本の山を一冊ずつチェックしていた士道は、またも身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　新たに発はつ掘くつされた本。そのタイトルを目まの当たりにして。




『女の子の口く説どき方』

『実録！　最強ナンパ術』

『オンナゴコロを解き明かす一〇〇の方法』




「…………、え……？」

　士道はつい今し方までの怒ど気きを完全に失い、目を泳がせた。

「女、の子の……え……？」

　頰をぴくつかせながらその言葉を反はん芻すうし、混乱する思考を落ち着けるように側頭部をコンコンと数度叩たたく。

　士道は改めて前提条件を整理してみた。

　五河琴里は士道の妹である。

　そう、妹。

　自分より年下の、女性のきょうだいだ。

　これに関しては間ま違ちがいない。本当は琴里は男の子で、両親が何らかの事情でそれを隠して女子として育てていた……とかそんな事実はないはずだ。実際、幼少期に士道は何度も一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたのだから間違えようがない。

　ということは……

「……ドウイウコト？」

　士道はまんまるに目を見開き、想像を巡めぐらせた。

　琴里を連れてホテルに入った馬の骨くん（士道命名）が、部屋に入るなり首もとに手をやり、ぺりぺりと音を立てて顔から特とく殊しゆメイクのマスクを剝はがしていったのである。中からふぁさっと広がる長い髪かみ。端たん整せいなお顔。ついでにがばっと胸むな元もとをはだけると、そこにはサラシで抑よく圧あつされた大きな胸が隠されていた。




（ふぅ……男の真似まねも疲つかれるわね）

（お姉様、やっぱりそっちの方が素す敵てきです）

（ふふっ、琴里ちゃんたら、口が上手うまいんだから。嬉うれしいこと言ってくれるじゃない。さ……今日は楽しみましょう？）

（はい……でも……）

（大だい丈じよう夫ぶよ）

（お姉様、私……怖こわい……）

（心配ないわ。私に任せて……んっ）

（あむ……っ、ん、んん……っ）




　視界中に真っ白い百合ゆりの花が咲さき乱れる。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　士道は想像を振り払はらうように頭をブンブンと振った。

　と、その拍ひよう子しにまたも雑誌の山が崩くずれる。

　するとまたも、士道の見知らぬ本が散らばった。




『ゲシュタポ式拷ごう問もん術』

『縛しばり方百選』

『主従関係の作り方　マスターとスレイブの構造学』

『魔ま性しようの人心掌しよう握あく術～もうあなたなしでは生きられなくなる～』




「…………」

　士道の顔面に、困こん惑わくの色が浮かぶ。

　想像の中で『お姉様』に弄もてあそばれていた琴里が急にバサッとシーツを翻ひるがえしたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはその全身が、光こう沢たくのあるボンデージスーツに包まれていた。

　逆に、『お姉様』は身体を亀きつ甲こう縛しばりにされ、三角木馬に跨またがらされていたりする。




（……っ、な、何をするの、琴里ちゃん……！）

（琴里……ちゃん？）

　ピシィ！　琴里が（いつの間にか）手にしていた鞭むちで床ゆかを打つ。

（ひ、ひぃ……っ）

（もう一度言ってくれるかしら？）

（こ、琴里……様……）

（ふふ、偉えらいわねえ、理解の早い子は好きよ？）

　妖あやしい笑えみを浮かべた琴里が『お姉様』の頰ほおを優やさしく撫なでる。
















（は、はい……）

（偉い子にはご褒ほう美びをあげなくちゃね。ねぇ、嬉しい？）

（はい……っ、う、嬉しいです……）

（そう。それはよかった……わっ！）

　ピシィ！

（ひぃん！）

（あははははっ！　可愛かわいいわよお姉様ァ？　嬉しい？　ねえ嬉しいィ!?）

　ピシィ！　ピシィ！

（や……っ、あ、ああ……っ、う、嬉しいです！　嬉しいですからぁ……っ！）




「…………さ、さすがにそりゃねぇか……」

　度を越こした想像に、逆に冷静さを取り戻もどすことができた。

　力ない笑みを浮うかべながら、散らばった本を重ね始める。

　いくらなんでも士道の想像力が逞たくましすぎた。どう考えても性格が違いすぎる。あの脳天気で明るい妹が、一体何をしたらそんなスーパーサディスティックガールに変へん貌ぼうするというのか。

　あり得ない。あり得なさすぎる。もしそんなことが現実に起こったなら、士道は鼻でスパゲッティを食べ、目でピーナッツを嚙かむレベルである。

　きっとこの滅め茶ちや苦く茶ちやなチョイスの本も、友達が置いていったとか、どこかで拾ってきて枕まくら代がわりにしているとか、そんなところだろう。きっとそうに違いない。

　士道はそう納なつ得とくすることにして、本と服を綺き麗れいに並べ直し、クローゼットの扉とびらを閉めようとした。

　が、最後の最後で何かが引っかかって、扉が閉まりきらない。士道は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめながら扉の下部に目をやった。

「ん？　何だ……？」

　そして、表情を凍こおらせる。

　何しろそこにあったのは、ＳＭの女王様が愛用していそうな、漆しつ黒こくの鞭だったのだから。




　──翌日・四月一〇日。

　士道は今まで考えもしなかった世界の裏側を知り……ついでに、可愛い妹のもう一つの顔を知ることとなる。








【鳶とび一いち折おり紙がみ　四月九日（日）一四時二〇分】






　季節は春。時刻は昼下がり。天気は快晴。

　だというのに、そのマンションの一室は今、窓という窓をカーテンで覆おおわれており、まるで黄昏たそがれ時どきのように薄うす暗ぐらかった。

　とはいえ、この部屋の主あるじ──鳶一折紙は別に睡すい眠みんをとっているわけでもなければ、写真の現像をしているわけでもない。ただ部屋の隅すみに置かれたパソコンに向かいながら、部屋の中で唯ゆい一いつ光を放つディスプレイを真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめているだけだった。

「…………」

　無言のまま、二一・五インチの画面に所ところ狭せましと展開された幾いくつものウインドウと、そこに羅ら列れつされた複雑な文字列を目で追いながら、カチカチという断続的なクリック音を響ひびかせる。

　折紙は今、自分の通う都立来らい禅ぜん高校のローカルエリアネットワークに不正アクセスを試みている最中だった。

　昼間だというのにカーテンを閉め切っているのもそれが理由である。

　とはいえ、この部屋の窓ガラスは防ぼう弾だん処理が施ほどこされている上、覗のぞき見み防止用のフィルムを貼はってあるため、特殊な機材を用いない限りは盗とう撮さつなどできるはずもない。どちらかというと、この外界から隔かく絶ぜつされた空間を作った理由は、作業を安定させるための心理的要因の方が大きかった。

　パソコンの脇わきに置かれていたカロリーメイト（チーズ味）を昼食代わりに齧かじりながら、休みなく指と目と脳を稼か働どうさせる。

　と、幾度目かのトライの末、新たなウインドウが画面中央に表示される。折紙がマウスを操作すると、膨ぼう大だいな数字の羅列がめまぐるしく上方にスクロールしていき──幾つものフォルダが内包されたウインドウが展開された。

　どうやら、セキュリティを突とつ破ぱすることに成功したらしい。明確な敵を想定していない学校のセキュリティなど、折紙の手にかかればこんなものである。

「…………」

　声は発さず。表情も変えず。しかしぐっと手を拳こぶしの形にする。

　折紙は食べかけのカロリーメイトを口に押し込むと、もぐもぐと咀そ嚼しやくしながらマウスを操作した。

　恐おそらくファイルを作成した教きよう諭ゆがものぐさか、パソコンに疎うとかったりしたのだろう。フォルダの名めい称しようが『新しいフォルダ』『新しいフォルダ（２）』『新しいフォルダ（３）』……以下略となっており、一見しただけでは内容を知ることができない。

　とはいえ、ここまでくればあとは順に調べていくだけである。折紙はカーソルを『新しいフォルダ』に合わせてマウスをクリックした。

　中には、数枚の文書ファイルが保存されていた。

　一瞬『目的のもの』かと思ったが──違ちがう。どうやらそれは、新学年に上がった際に行われる実力テストの問題用紙のようだった。

「…………」

　興味なさげに息を吐はいて、フォルダを閉じる。

　普ふ通つうの生徒からしたなら喉のどから手が出るほどに欲ほしいファイルなのかもしれなかったが、折紙にとっては僅わずかばかりの興味さえも湧わかない路ろ傍ぼうの石の如ごとき情報にすぎなかった。こんなもののために何時間もかけてセキュリティを突破するくらいなら、その時間参考書でも読んでいた方が手っ取り早いし、何よりノーリスクだ。

　折紙が求めているのはそんなものではない。

　バレれば停学程度では済まぬやもしれないリスクを負ってでも得なければならない情報。それは──

「クラス表は……どこ」

　独り言を呟つぶやきながら、『新しいフォルダ（２）』を開く。

　そう──折紙が欲ほつしているのは、明日あした昇しよう降こう口に貼り出されるであろう新学年のクラス編成表なのだった。

　価値観は人それぞれである以上、そんなものに途と方ほうもない労力を傾かたむける折紙を異常という人間もいるやもしれないが、折紙にとってそれは、何の冗じよう談だんでもなく千金に値あたいするレベルの重要情報なのである。

　無論──それには理由があった。

　今からおよそ一年前。折紙が都立来禅高校に入学した頃ころ。

　入学式の新入生入場の際に、折紙は別のクラスに、ある少年を発見したのだ。

　そのときの折紙の衝しよう撃げきといったらない。

　精せい悍かんな顔つきに、誠実そうな眼差し。確かに顔立ちは少し大人びていたが……それは間違いなく、あのときの少年だったのである。

　だが予想外の再会を喜ぶ一方で、折紙の心には途方もない後こう悔かいの念が広がっていた。

　単純な理由である。せっかく同じ高校にいるというのに、よりにもよってクラスが別だったのだ。

　無論、部活や委員会など、高校生の学校活動は様々である。しかしなんだかんだ言っても、もっとも長い時間を過ごすのは自分のクラスに他ほかならない。

　事実、この一年間様々なアプローチを試みてきたものの、彼には一向に認にん識しきされずに終わってしまっていた。それもこれも全すべて、クラスが違うのがいけないのである。

　折紙にできたことといえば……終業式の教室移動の際、『戦利品』を手に入れることくらいだった。

「クラスさえ……同じなら」

　折紙はテーブルの上に置かれていた使いかけの消しゴムを撫なでながら言った。

　そう。クラスさえ同じなら、彼も折紙のアプローチに気付いてくれるはずである。

　否いな、それどころではない。もしかしたら向こうから告白してくる可能性だってある。そうだ。そうに違いない。

　だから今回、折紙はクラス編成の調整を試みていた。

　何も教諭に金を握にぎらせただとか、弱みを握って脅おどしただとかそういうことはしていない（無論、念には念を入れて十分な額の現金と、クラスを受け持つであろう教諭全ての盗撮写真は用意してあるが、それはあくまで最終手段である）。

　基本的にクラス編成は、まず生徒たちの選せん択たく科目によって大おお枠わくが決められる。

　そこで折紙は事前に入念な調査を繰くり返し、彼の選択科目を完かん璧ぺきに把は握あくした上で、自分の選択をそれに合わせて変へん更こうしていたのである。

　教師からは、受験のためにもちゃんと考えた方がいいとしつこく言われていたが、一いつ切さい聞く耳は持たなかった。もとより受験など、どの科目を選んでいようがどうにでもなる。

　芸術科目・美術、理科科目・物理のクラスは三組および四組。つまり、折紙と彼が一いつ緒しよのクラスになれる可能性は二分の一だ。

　要は、ここまでしても五〇パーセントは別のクラスになってしまう可能性があるのである。

　ゆえに、編成表が正式発表される前に、一度確認しておく必要があったのだ。

　細く息を吐きながら、順にフォルダを開いていく。

　保護者会のお知らせ……授業参観要よう項こう……部活動予算内訳……様々な書類が保存されているが、一向に目的のものが見当たらない。

　折紙はついに最後のフォルダ──『新しいフォルダ（９）』にカーソルを合わせた。

　と。

「…………！」

　そのフォルダをクリックしようとした瞬しゆん間かん、折紙はぴくりと肩かたを動かした。

　理由は単純。薄暗い部屋の中に、パソコンの駆く動どう音とマウスのクリック音以外の音が響き渡わたったからだ。

　ピンポ──ン、という、音が。

「…………」

　折紙はほんの少しだけ煩わずらわしげに息を吐くと、その場から立ち上がってインターホンの方に歩いていき、受話器を取った。

「はい」

『あ、どうも。田川急便です。鳶一さん……でよろしいですか？　折紙さん宛あてに小包が届いているのですが』

　小さな画面の中に映った宅配便の配送員が、手に持った小さなダンボール箱を示しながら言ってくる。

　一瞬のうちに記き憶おくを照合。そういえば二日ほど前ネット通つう販はんで注文した品物があったはずだった。

「どうぞ」

　折紙は短く応こたえると、エントランスの扉とびらを開けた。

　画面の中の配送員が小さく頭を下げてマンションの中に入ってくるのを目の端はしで確認しながら、折紙はゆっくりとした足取りで玄げん関かんの方へと歩いていった。

　そして、慣れた調子で、玄関の足元に張られていた赤外線センサーと、それに連動して発動する催さい涙るいスプレーの噴ふん霧む装置を停止させておく。

　無論、配送員が突とつ如じよ暴漢と化す可能性も捨てきれないため、レッグホルスターには常に９㎜拳けん銃じゆうが忍しのばせてある。女の子の一人暮らしは危険がいっぱいなのだ。これくらいは乙女おとめの嗜たしなみだろう。

　ほどなくして、ブー、と部屋の呼び出しブザーが鳴る。

　折紙はそれと同時にロックとチェーンを外し、扉を開けた。

「どうも、ここに判子かサインお願いします」

「…………」

　折紙は無言でポケットからペンを取りだし、サインをしたためると（無論、その間隙すきができないよう常に配送員に気を配っている）、荷物を受け取った。

「はい、ありがとうございまーす」

　言って、配送員が帽ぼう子しを軽く持ち上げて挨あい拶さつをし、去っていく。

　折紙はすぐにトラップを再稼働させると、ダンボール箱を抱かかえてリビングへと歩いていった。

　入念に中の安全を確かめてからガムテープを剝はがし、中身を確認する。

「…………」

　中には、梱こん包ぽう材にくるまれたシャープペンシルや定規、ノートなどの文ぶん房ぼう具ぐが収められていた。

　明日から新学年。そのための準備である。

　とはいえ、別に今まで使っていたペンや定規が破損したわけでも、ノートを使い切ってしまったわけでもない。

　これらの文房具は、彼が使っているそれと同じ種類のものなのである。

　別に、同じクラスになったからといって、隙を見て彼の文房具と自分のそれを入いれ替かえてしまおうだとか、そんなストーカーじみたことをするつもりはまったくない……こともないが、まあ、主な理由は別にあった。

　そう。たとえばもし同じクラス、しかも隣となりの席や同じ班、同じ係や委員会などに所属して、ともに授業を受けたり仕事をしたりする際、同じデザインの文房具を使っていたなら、それだけで会話の糸口を作ることが可能だろう。もしかしたら、彼の方が気付いて向こうから話しかけてきてくれるかもしれない。

「…………」

　折紙は無表情のままフスー、と興奮気味に鼻から息を吐き、それらの文房具を通学鞄かばんに収めていった。

　しかし、そんなウルトラハッピーイベントも、そもそも同じクラスになっていなければ起こり得ない。

　折紙は中断してしまっていた確認作業に戻もどるべく、再びパソコンの前に座った。

　そしてマウスをクリックし、最後のフォルダを開く。

「…………！」

　折紙はこくんと唾だ液えきを飲み込んだ。そのフォルダの中には、『二〇××年度クラス編成表』というタイトルのついたエクセルファイルが収められていたのである。

　遂ついに見つけた。緊きん張ちように乾かわく唇くちびるをぺろりと舐なめながらそのファイルを展開、画面を新二年生の欄らんまでスクロールさせた。

　そして、念のため一組から順に、生徒の名前を確認していく。

　一組、二組には折紙の名も彼の名も見当たらなかった。ここまでは予想通りである。

　問題はここからだ。折紙は三組の一覧を表示させるべく、マウスのホイールに人差し指を置いた。

　と、その瞬間、静かな部屋にピルルルルルル、という軽快な音が鳴り響ひびき、折紙の動作を一瞬停止させた。

「……？」

　折紙は微かすかに眉まゆをひそめながら首を後方に回した。聞き覚えのある音。折紙の携けい帯たい電話の着信音である。曲名は『着信音１』。買って以来一切設定を弄いじっていないため、初期設定のままになっているのだ。

　またいいところで邪じや魔まが入ってしまったが、仕方ない。折紙は椅い子すから立ち上がると、テーブルの上に放置されていた携帯電話を手に取った。

　画面に『藤ふじ村むら二に曹そう』の名が表示されているのを確認してから通話ボタンを押し、耳に押し当てる。

「もしもし」

『あー、もしもし？　オリガミですかー？　どもー、みんな大好きミリィさんですよー』

　トーンもテンションも甲かん高だかい声が、電話の向こうから聞こえてくる。

　折紙が所属する陸上自衛隊対精霊部隊ＡＳＴのメカニック、ミルドレッド・Ｆ・藤村二等陸曹だ。あまり人と関かかわらない折紙の、数少ない友人の一人である。

「なにか用？」

　折紙が煩わしそうな調子で訊きくと、ミリィが不満そうな声で返してきた。

『あー、何ですかその態度はー。せっかくオリガミに頼たのまれてた「例のモノ」が手に入ったから報告あげましたのにー』

「……！」

　その言葉に、折紙はぴくりと眉の端を動かした。

「手に入ったの？」

『苦労しましたよー。国によっては所持すら禁止されてるトコロもありますからねー』

「感謝する」

『いえいえー。ちゃんとお代はいただきますんでー』

「それで、使用法は？」

『ベリーイージーですよー。コーヒーか何かにでも溶とかして飲ませるだけで、もうビンビンのギンギン、一瞬のうちにお猿さるさんですよー。きゃー！　メチャクチャにしてー！』

　電話の向こうで身を捩よじっているのだろう、バタバタという音が聞こえてくる。

『ただ、一グラムで象さんを発情させちゃうくらいの超ちよう高純度品なんで、取り扱あつかいには注意してくださいねー。一度に使いすぎるとマジヤバいのでー』

「了りよう解かいした」

　折紙が短くそう言うと、ミリィが意味ありげな含ふくみ笑いを漏もらしてきた。

『くふふ……それでぇ、オリガミは一体誰だれと少子化対策しようってんですかー？　別にペットの繁はん殖しよくに使おうってんじゃないんでしょー？』

「……、使える状じよう況きようになるか否いなかを、今確かく認にんしている最中」

　言いながら、ちらとパソコンの方を一いち瞥べつする。

『きゃー！　勿もつ体たいぶっちゃってこのスケベ！　いいじゃないですのー、言ったんさい言ったんさい。一体──』

「…………」

　これは長くなるパターンだ。そう判断して、折紙は電話を切った。

　そして携帯電話をテーブルに置いて再びパソコンの方に歩いていき、椅子に腰こしを落ち着ける。

　二年三組クラス編成表。そこに記された名前の羅ら列れつを、慎しん重ちように一つずつ確認していく。

「…………」

　そして最後まで目を通し終えたのち、もう一度最初から舐めるように画面を見つめ──折紙は、無表情のままグッと拳こぶしを握にぎった。

　三組の一覧には、二人の名前はなかったのである。

　つまり──二人とも、二年四組に組み込まれている可能性が高い。

「……いや、まだ安心はできない」

　折紙は小こ躍おどりしてしまいそうな心地ここちを抑おさえ、再びマウスのホイールに指を置いた。

　そう。万が一ということもある。彼がギリギリで選せん択たく科目を変へん更こうしている可能性だってあるし、選択科目の希望者が多く、通常二クラスに分配されるべき生徒が、今年だけ三クラスに分けられていたりする可能性だって、絶対にないとは言い切れない。

　折紙と彼の名が記されているのをこの目で確認するまでは、喜びの舞まいはお預けである。

　画面をスクロールさせ、二年四組の一覧を表示させる。

　そして、先ほどと同じように最上部から慎重に視線を這はわせ──

「……ッ！」

　そこで、折紙は息を詰つまらせた。

　沈ちん黙もくに支配された部屋に響き渡る甲高い音。そう。三たび、邪魔が入ったのである。

　しかも今度の音は、来客を示すインターホンでも、私用の携帯電話の着信音でもなかった。

　──陸自ＡＳＴの専用通信端たん末まつが、ビーッ、ビーッと不ふ穏おんな騒そう音おんを響かせていたのである。

　さすがにそれを無視するわけにもいかない。折紙は速すみやかに席を立つと、通信端末のボタンを押した。

『……！　鳶一一曹、今天宮市の西部区域一帯に、空くう間かん震しん警報が発されました！　この反応は先月と同じ──恐おそらく〈プリンセス〉です！　至急出動願います！』

「…………」

『鳶一一曹？』

「……了解。今すぐ向かう」

　折紙は短く応こたえると、端末の通話を切った。

「…………精せい霊れい。こんなときに」

　そしてギリと奥歯を嚙かみしめると、パソコンをスリープ状態にしてから外に駆かけ出していった。




　──翌日・四月一〇日。

　折紙は彼──五河士道と同じクラスになった。

　そしてあまつさえ、戦場で士道と遭そう遇ぐうすることに、なった。








【五河琴里　四月九日（日）一四時三〇分】






「──待たせたわね」

　そう言いながら五河琴里がブリーフィングルームに入ると同時、部屋の中央に設しつらえられた円えん卓たくに着いていたクルーたちが、一いつ斉せいに立ち上がって敬礼を寄よ越こしてきた。

「いいわ、そのままで」

　そんな彼らの動きを制するように手をひらひらさせるも、クルーたちは姿勢を崩くずそうとはしなかった。小さく肩かたをすくめながら歩いていき、最さい奥おうの席に腰こし掛かける。するとようやく、クルーたちも席に着き直した。

　──傍はたから見たなら、それはさぞ異様な光景であったろう。

　琴里は自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らしてから、鏡面のように綺き麗れいに磨みがき上げられた手元のパーソナルディスプレイに視線を落とした。

　そこには、黒いリボンで長い髪かみを二つに括くくった、如何いかにも生意気そうな女の子が映り込んでいる。皆みなと色いろ違ちがいの深しん紅くのジャケットを肩掛かけにし、偉えらそうに足を組み、あまつさえ口にはチュッパチャプスまでくわえている。

　そんな無礼極きわまる小さな少女を、大の大人たちが恭うやうやしく敬礼までして迎むかえるというのだ。事情を知らぬ者──たとえば琴里の義兄である士道なんかが見たなら、驚きよう愕がくに言葉を失ってしまうやもしれなかった。

「……ふふっ」

　そんな詮せんない想像に、思わず唇の端はしを緩ゆるめてしまう。

　士道なら、ここを訪おとずれた段階で絶句してしまうに違いない。琴里は体重をかけるように背もたれに身体からだを押し付けた。

　普ふ通つうにしている分にはほとんどわからないが、意識を集中させると、小さな駆く動どう音と微び細さいな振しん動どうを感じ取ることができる。

　そう。このブリーフィングルームが存在しているのは、地面に聳そびえたビルディングや、地下に設えられたシェルターの中などではない。

　天宮市上空一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうした空中艦かん──〈フラクシナス〉。その直ただ中なかに位置しているのである。

　無論、普通に考えれば、全長二五〇メートルを超こえる巨きよ大だいな金属塊かいが、ここまでの静せい粛しゆく性と安定性を保って空中に静止し続けられるはずがない。明らかに、異常な水準の技術レベルである。

　だがそんな──人じん智ちを一つ二つ超えた程度の技術力を持っていてなお困難を極めるくらいに、琴里たちに与あたえられた任務は滅め茶ちや苦く茶ちやなものだった。

　と。

「──それでは、全員集まったところで、定例報告会を始めましょう」

　琴里の右みぎ隣どなりの席に腰掛けた副司令・神かん無な月づき恭きよう平へいがそう言うと同時、琴里の視界から自分の顔が消え去った。真っ暗だったディスプレイに、映像が映し出されたのである。

　それは、天宮市の一部を望遠で撮さつ影えいしたものだった。

　だが……それを天宮市の人々に見せたところで、自分の住んでいる街と認識できる者は少ないかもしれない。

　何しろ、地面は隕いん石せきでも衝しよう突とつしたかのように抉えぐれ、建造物は滅茶苦茶に破は壊かいされているのである。無む惨ざんに剝はがされた道路の舗ほ装そう。支柱だけが残った高こう架か橋。少なくとも、人間が安全且かつ文化的な生活を送れる街には見えない。

　加えて──

『──総員、攻こう撃げき開始！』

　部屋に設えられたスピーカーからそんな声が響ひびくと同時、ドドドドドドドドッ！　という騒音が轟とどろき渡わたり、画面内に凄すさまじい爆ばく発はつと煙けむりを巻き起こした。

　画面上部──空に、機械を纏まとった人間たちが浮遊している。今の攻撃は間違いなく、彼らの手によるものだった。

　陸上自衛隊ＡＳＴ。世界を蝕むしばむ災害『空間震』の原因を排はい斥せきするために組織された特とく殊しゆ部隊である。

　まるで映画のワンシーンのような光景。しかしこれは、ＣＧでも妄もう想そうでもなく、現実にこの日本国内で起きていることなのだ。

　だが、映像はそれで終わりではなかった。

　それはそうだ。彼らは何も、無む為いに弾だん薬やくや装備を消費するために出動しているわけではない。

『──』

　──ぃぃん、と、耳鳴りのような音が鳴る。

　それと同時に、画面内に満ちていた濃のう密みつな煙が真っ二つに断たち斬きられた。

　否、煙だけではない。地面や崩ほう落らくした建造物の残ざん骸がいまでもが滑なめらかな断面を晒さらし、更さらにはその延長線上にある空中にも剣けん圧あつの塊かたまりとも言うべき空気の線が伸のびていった。

　そこにいたＡＳＴ隊員が慌あわてて回かい避ひを行うも、装備の一部が削けずり取られ、しばらく滞たい空くうしたのち地面に落ちていく。

　そして煙が晴れ──その太刀たち筋すじの主あるじが姿を現した。

　そこに立っていたのは、冗じよう談だんとしか思えないくらいに綺麗な少女だった。

　ぼんやりとした不思議な輝かがやきを放つ光のドレスを身に纏い、右手に大きな幅はば広びろの剣を握っている。

　風に遊ぶ髪は漆しつ黒こくに近い夜の色。端たん整せいな貌かおの中央に鎮ちん座ざした双そう眸ぼうはまるで水すい晶しようのようである。

　だが、その美しい貌に浮うかんだ表情は、お世辞にも彼女の魅み力りよくを引き立てるものとは言い難がたかった。

　陰いん鬱うつそうに歪ゆがめられた眉まゆ。引き結ばれた唇くちびる。敵意と憎ぞう悪おに彩いろどられた目。

　それら全すべてが示すのは──途と方ほうもない倦けん怠たいと絶望に他ほかならなかった。

『……また、貴様等か』

　少女が吐はき捨てるように声を発し、剣の柄つかを握る手に力を入れる。

　次の瞬しゆん間かんには先ほどと同じように街が両断され、その景色を一瞬のうちにがらりと変えた。

　──圧あつ倒とう的にして、絶対的な力。

　見目こそ麗うるわしいものの、彼女は明らかに人間とは異なる存在だった。

　彼女こそが『空間震』の原因と目される、特殊災害指定生命体──通つう称しよう・精せい霊れいである。

「……あ、改めて見てみると、とんでもないですね」

　と、円卓に着いたクルーの一人──〈社長シヤチヨサン〉幹みき本もとが額に汗あせを垂らしながらうめくように呟つぶやく。

「本当に……可能なんでしょうか、こんな少女を相手取って──」

「今さら泣き言なんて聞きたくないわ」

　琴里は部下の弱音を切って捨てると、ふうと息を吐いてあごに手を置き、画面の中の少女を改めて見つめ直した。

　精霊。世界を殺す災さい厄やく。

　そんな物ぶつ騒そうな名前で呼ばれるにはあまりに美しく──痛ましい少女を。

「──私たちがやらなければ、何の冗談でもなく世界はそのうち滅ほろびてしまうわ。ＡＳＴを始めとする各国の対精霊部隊も頑がん張ばってはいるみたいだけれど、正直、相手になっていないのが現状。──それに」

　口にくわえたチュッパチャプスをガリ、と齧かじる。

「私たちが諦あきらめたら、その瞬間、彼女たちの救いはこの世からなくなるわ」

　琴里の言葉に、クルーたちはごくりと唾つばを吞のんだ。

　琴里たち〈ラタトスク機関〉の目的。

　それは──空間震の原因たる精霊を平和的手段で以もつて無力化し、普通の生活を送れるようにすることなのである。

　考えようによっては、単純な殲せん滅めつ作戦より遥はるかに難易度の高いミッションだ。

　だが、琴里たちがやらねば、彼女らは永えい劫ごう、人間に刃やいばを向けられながら生きねばならないのである。

　そんなことは……琴里には、決して許容できなかった。

　──一歩間違えば、琴里があの少女のようになっていたかもしれないのだから。

「…………っ」

　クルーたちの不思議そうな視線に、琴里は小さく息を詰つまらせた。もしかしたら、少し思い詰めた表情を作ってしまっていたかもしれない。

　気を取り直すようにブンブンと首を振ふる。偉そうなことを言っておきながら、自分が部下を不安がらせてどうするというのか。

「で、これはいつの映像だっけ？」

「……ん、今からおよそ三週間ほど前だね」

　琴里が問うと、左隣の席に腰掛けた女性が、分厚い隈くまに彩られた双眸を向けながら、眠ねむたげな声を上げてきた。

　村むら雨さめ令れい音ね。〈フラクシナス〉の解かい析せき官にして、琴里の友人である。

「三週間……ね。その前の現界は？」

「……それからさらにひと月ほど前だ。……あくまで、〈プリンセス〉に限っての話だが」

　令音の言葉に、琴里は腕うで組ぐみしながらキャンディの棒をピンと立てた。

「やっぱり、どんどん現界頻ひん度どが高まってるわね。──そろそろ、私たちも次の段階に移らないといけないかもしれないわ」

「……というと──ついに彼を？」

「ええ」

　琴里は唇の端を上げると、大おお仰ぎようにうなずいた。

　如何いかに高度な技術力を持つ〈ラタトスク〉とはいえ、それだけでは精霊を籠ろう絡らくすることなどできはしない。

　作戦成功の鍵かぎとなる人物──要は、精霊と直接接せつ触しよくする対話役が必要なのである。

　と。

「……ん？」

　琴里は微かすかに眉をひそめた。

　肩かた掛かけにしたジャケットに入れていた携けい帯たい電話が、不意に震ふるえだしたのである。

「ちょっと失礼するわよ」

　言ってポケットから携帯電話を取り出し、画面を確かく認にんしてみて、琴里は小さく肩をすくめた。

「噂うわさをすればなんとやら、ね」

「……？」

「件くだんの『秘密兵器』からよ」

　令音が首を傾かしげてくるのに返し、琴里は通話ボタンを押した。

　なぜか琴里の言葉を聞いた瞬間、令音がハッと肩を揺ゆらした気がしたが、さして気に留めず言葉を発する。

「もしもし？　どうしたのよ士道」

『…………ッ、こ、琴里……？　おまえ、本当に琴里か？』

　電話口の向こうから、兄・士道の声が聞こえてくる。なぜだろうか、妙みように戦せん慄りつした様子の、震えた声だった。まるで──そう、妹に電話をかけてみて、まったく知らない誰だれかが電話に出たなら、そんな調子になるかもしれない。

「？　一体何よその反応は。失礼ね。私だって忙いそがしいんだから、用件は手短に──」

「……琴里、琴里」

　と、ちょんちょん、と令音が琴里の肩をつついてくる。

　少々こそばゆかったが、令音は意味もなくこんな戯たわむれをするような人間ではない。何か理由があるのだろうと思い視線で問い掛ける。

　すると令音は無言で指をピンと立て、ちょいちょい、と琴里の頭を指し示してきた。

　正確には、琴里の側頭部で髪かみを括くくっているリボンを。

「……え？」

　琴里は訝いぶかしげに首を傾げ──

「──あ」

　令音の意図に気付いてハッと目を見開いた。

　髪を括るリボン。それは、琴里が用いるマインドセットのスイッチだった。

　白いリボンを着けているときは、無む邪じや気きで明るい士道の妹。

　黒いリボンを着けているときは、強気で苛か烈れつな司令官。

　そして士道は、後者の琴里のことを知らないのだった。

「やば……」

　どうせそのうち明かすことになる秘密だろうが、そのときが来る前に無用な詮せん索さくをされても具合が悪い。琴里は慌てて携帯電話をその場に置くと、手慣れた動作で一瞬のうちにリボンを付け替かえた。

　そしてコホンと咳せき払ばらいをしてから、再び電話を耳に押し当てる。

「おー！　どしたのおにーちゃん？」

　琴里がそんな甲かん高だかい声を上げてみせると、部屋に居並んだクルーたちが一様に苦笑いを浮かべた。

　だが、今の琴里にはそんなものさして気にならない。どちらかというと、電話口の向こうで『琴里が……琴里が俺のこと呼び捨て……？　い、いや待て……聞き間違いという可能性も……いやでもやっぱりあの本は……』と、ブツブツ呟いている士道の方が気にかかった。

「さっきからどーしたの？　なんか変だよー？」

『！　あ、ああ……いや……』

　琴里が問うと、士道は少ししどろもどろになってから言葉を続けてきた。

『琴里……おまえ今、どこにいるんだ？』

「え？」

　琴里はぐるりと眼球を動かし、部屋の全景を眺ながめてから唇を開いた。

「友達の家だよ？　なんでー？」

　まさか、天宮市上空一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうしている空中艦かんの中だなんて言うわけにはいかない。適当に出任せを言っておく。

『友達……』

　すると士道が、なぜか戦慄した様子でごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。

『琴里、その友達って、普ふ通つうの友達だよな……？』

「え？　普通のって……普通じゃない友達ってなーに？」

『いや……それは』

　士道は何やらモゴモゴと口ごもった。最初、司令官バージョンで士道を呼び捨てにしてしまったことを差し引いたとしても、明らかに様子がおかしかった。

　と、何やら思い立ったように、急に大きな声を響ひびかせてくる。

『そ、そうだ！　琴里、ちょっとその友達に電話を替わってくれないか？』

「えっ？」

　琴里はぴくりと眉まゆを動かした。

「な、なんでー？」

『いや……ほら、妹がお世話になってるんだから、挨あい拶さつくらいしとかないといけないだろ……!?』

「…………」

　今までも幾いく度どか友人宅で士道からの電話を受けたことはあったが……彼がこんなことを言うのは初めてのことだった。まさか、琴里の言葉が噓うそであると気付いているとでもいうのだろうか？

　とはいえ、ここで無下に断っていろいろ詮索されても面めん倒どうである。琴里は再び部屋の中を見回し──令音にアイコンタクトを送ってから口を動かした。

「んー、ちょっと待ってて」

　言ってから、「適当に話を合わせて」とジェスチャーで示し、令音に電話を手て渡わたす。

「……ん」

　令音は「任せたまえ」と言うように頷うなずいてから電話を手に取った。

「……お電話替わりました。はい……いつも琴里とは仲良くさせてもらっています」

　と、上手うまく応対していた令音が、不意に眉根を寄せた。

「……琴里との関係……？　ええ、友人ですが……」

　どうやら士道が、令音のことを不ふ審しんに思っているらしい。まあ、それも仕方ないことかもしれなかった。琴里の友人というには、少々声と口調が大人びすぎている感がある。

　かといって令音以外に電話を渡していたならそれこそ「こと」だった。何かの間ま違ちがいで神無月あたりが応対していたら、今日の晩ご飯前に緊きん急きゆう家族会議が開かれてしまうだろう。

「……？　他ほかに……ですか。はあ、まあ、上司と部下でもあるので……主従関係と言えないこともありませんが。……ええ、琴里が主です」

「……！」

　何やら琴里が思案をしている間に、令音が誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかっている気がした。慌あわてて電話を引ったくる。

「お、おにーちゃん？　もういいよねー？　あはは、面おも白しろい子でしょー？　もう、あの子ったら冗じよう談だんばっかり言うんだからー」

『……琴里』

　士道は、心配そうな語調のまま続けてきた。

『お、俺は……何があってもおまえの味方だからな？』

「えと……おにーちゃん？」

『だから、その……何か辛つらいこととか、悩なやんでることとかあったら、何でもにーちゃんに相談するんだぞ？　な？　俺はおまえの悩みを笑ったりしない。蔑さげすんだりしない。絶対にだ』

「べ、別に悩みなんてないよー……」

『ん……そ、そか。わかったよ。話したいときに話してくれればいいからな。──そ、そうだ！　琴里、今日何が食べたい？　何でも琴里の好きなもの作ってやるぞ！』

「え、えっと……」

　なんだか妙に士道が優やさしかった。琴里は困ったように苦く笑しようを浮うかべ──

　次の瞬しゆん間かん艦内に響き渡った緊急アラームによってその表情を搔かき消された。

「……！　司令、天宮市西部地区に空間震の予兆が確認された模様です！」

「空間震警報、発令されました！　住民の避ひ難なん始まります！」

「この波長は……恐おそらく〈プリンセス〉です！」

「ちょ──」

　琴里は泡あわを食って電話の下部を手で覆おおった。

　が、その騒そう音おんとクルーたちの声はしっかり聞こえてしまっていたらしい。士道が困こん惑わくした様子で声を発してくる。

『こ、琴里……？　今の音は……それに、なんかたくさんの人の声が……』

「えっと……そ、そう！　今ゲームしてる最中なんだよー！　ラスボス戦みたいだから切るねー！」

『ちょ、琴──』

　士道の呼びかけを無視して、通話を切る。

　ついでに携帯電話の電源も切ってジャケットのポケットに放ほうり込み、琴里は再度リボンを付け替えた。

「ったく……よりにもよってこんなタイミングで……！」

　頭をくしゃくしゃとかく。これは今日帰宅したあと、いろいろと士道に追つい及きゆうされてしまいそうだった。

　だが、今はそれどころではない。煩わずらわしい諸もろ々もろの事情を振ふり払はらうように首を振り、声を張り上げる。

「カメラ用意して！　作戦の本格始動までに、少しでも精せい霊れいの情報を集めておくわよ！」

『了りよう解かい！』

　琴里の号令に応じ、クルーたちが一いつ斉せいに声を上げてきた。




　──翌日・四月一〇日。

　琴里たちの作戦は、開始する。








【？？？　四月九日（日）一五時四五分】






　目を開くのと同時に、眠ねむるように混こん濁だくしていた意識が覚かく醒せいしていく。

　まるで視界に入り込んできた景色によって、目を覚まされるかのような感覚。実際、長らく閉じていた瞼まぶたの隙すき間まから流れ込んでくる風景は、それくらい鮮せん烈れつに彼女の心を揺ゆさぶった。

　最初に目に入ったのは空だった。青空に白い雲がたなびき、絶ぜつ妙みようなコントラストを作り出している。

　だが徐じよ々じよに視線を下げていくと──飽あくほどに見慣れた景色が彼女を待っていた。

「ぁ──」

　抉えぐり取られるように消しよう滅めつした大地。滅め茶ちや苦く茶ちやに破は砕さいされた建造物。空間そのものが意思を持って彼女の現界を拒きよ絶ぜつしているかのような、灰色の世界。

　それを目にした瞬間、彼女の全身がびくんと痙けい攣れんした。

　幾度目とも知れぬ現界の感覚。

　それは──望まぬ闘とう争そうの開始を示す合図でもあった。

「──目標、〈プリンセス〉を確かく認にん。攻こう撃げきを開始する」

　遥はるか上空からそんな声が聞こえると同時、彼女目がけて幾つもの円えん筒とう形の物体──確か、ミサイルとかいったか──が、火と煙けむりを吐はきながら迫せまってくる。

「…………」

　陰いん鬱うつな息を吐きながら、右手をゆらりと上方に掲かかげる。すると、彼女に迫っていた何発ものミサイルが空中で静止した。

　そして彼女がその手をきゅっと握にぎると同時、それらのミサイルが空中で爆ばく散さんする。

　否いな。爆散というのは語ご弊へいがあるかもしれなかった。何しろその魔ま力りよくの込こめられた炸さく薬やくの塊かたまりは、彼女の手の動きに合わせて、内部から重力に引っ張られるように自じ壊かいしていったのだから。

　……一体、これで何度目だろうか。

　不意に眠りから覚めると同時に、見知らぬ世界に放り出され──武装した人間たちに襲しゆう撃げきされる。

　そんなことを、彼女は何度も何度も繰くり返していたのだ。

　だが、上空に展開した人間たちはそんなことでは怯ひるまないようだった。またも懲こりずに、彼女に向かってミサイルや弾だん薬やくをばらまいてくる。

「……ふん」

　彼女は不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめてから、踵かかとを地面に突つき立てた。

「──〈鏖殺公サンダルフオン〉」

　そして静かにその名を呼ぶと同時──地面から彼女の身の丈たけを超こえる玉座が出現する。天使〈鏖殺公サンダルフオン〉。この世界で唯ゆい一いつ彼女を守ってくれる、『形ある奇き跡せき』である。

　彼女は玉座の手すりに足をかけると、その背もたれに収められていた剣けんの柄つかを握った。

　そして、一気にそれを引き抜ぬく。

　盾たてにさえ使えそうなくらい幅はば広ひろの刀身を持つ大剣。それは淡あわい輝かがやきを放ちながら、彼女の動きの軌き跡せきを描えがいていった。

「去いね、人間……ッ」

　彼女は憎にく々にくしげに吐き捨てると、ブンと大剣を振り下ろした。

　瞬間、彼女の太刀たち筋すじに沿うように空気が震ふるえ、その延長線上にあるものを薙なぎ払っていく。

　それは空中すらも例外ではない。機械を纏まとった人間たちが、慌てた様子で彼女の剣撃を回避していった。追撃を恐れてか、先ほどよりも距きよ離りを取って彼女の周囲を飛び回り始める。

　だが──

「ぬ……？」

　眉まゆ根ねを寄せる。彼女の斬ざん撃げきから逃にげまどう幾つものシルエットの中、一人の人間が彼女の前に降り立ったのである。

　他の人間と同じように、全身に機械の鎧よろいを纏った少女だ。戦場にいるのが似合わないくらいに綺き麗れいな顔立ちをしてはいるのだが……そこには表情らしきものが一いつ切さい見受けられなかった。

　確か名は……トビイチオリガミ。仲間にそう呼ばれているのを聞いたことがある。

「……貴様か」

　思わず顔をしかめる。彼女が人間たちの中でもっとも苦手としているのは、間違いなくこの少女だった。

　無論、力の差は歴然である。確かに人間たちの中でも戦闘技術には長たけた方らしかったが、それでも彼女の足元にすら及およぶまい。

　事実、幾度となく彼女に襲撃をかけていながら、折紙は彼女の霊れい装そうに傷を付けたことさえなかった。

　だが……

「…………」

　折紙が、双そう眸ぼうを刃やいばの如ごとく研とぎ澄すまし、彼女を刺さし殺すような視線を放ってくる。

「──っ」

　彼女は思わず息を吞のんだ。

　そう。人形のような……という彼女の形容に異を唱える者はいないだろうが、それは折紙からまったく感情が窺うかがい知れないことを示すわけではなかった。

　むしろ人間たちの中でもっとも強く、深く、激しく、その仮面の如き表情の隙間から、彼女に対する敵意を、悪意を、殺意を──痛いくらいに放ってきているのである。

「ぅ……」

　心臓が引き絞しぼられるような感覚に、眉をひそめる。

　──嗚呼ああ、駄だ目めだ。これは、嫌きらいだ。

　どんな強力な兵器であろうと、彼女の霊装を傷つけることは叶かなわない。

　しかし、音もなく発される敵意は。

　視線に込こめられた悪意は。

　彼女の存在を消し去ろうという殺意は。

　容易たやすく、彼女の心を引き裂さいた。

「……め、ろ……」

「…………」

　軋きしみを上げるほどに強く、大剣の柄を握りしめる。

「その目を──やめろぉぉっ！」

　叫さけぶと同時、彼女は手にした大剣を振り抜いた。先ほどと同じように、その太刀筋の延長線上に存在する瓦が礫れきが綺麗に両断されていく。

「……！」

　しかし折紙はそれを予測していたとでもいわんばかりに身を翻ひるがえし、その一撃を華か麗れいに避さけた。

　そして不自然な姿勢で空中に静止したまま、手にした巨きよ大だいな砲ほう門もんから、夥おびただしい数の弾薬をばらまいてくる。

「ふん……！」

　だがそんなものが彼女に届くはずもない。キッと視線を鋭するどくするだけで弾たまは彼女に触ふれる前に空中で弾はじけ飛んだ。

　が──恐おそらく、そんなことは折紙も承知していたのだろう。

「む……？」

　ぴくりと頰ほおを動かす。目の前に展開した弾幕の破は裂れつによって視界がちらついた瞬しゆん間かん、折紙の姿が霞かすみのように消えていたのである。

「──く……！」

　と、折紙の刺すような敵意を感じ、彼女は剣を振り上げた。

　次の瞬間。彼女の背後から現れた折紙が、奇き妙みような機械から現出させた光の刃を彼女に振り下ろしてきた。──要は、銃じゆう弾だんが彼女に通じぬことを知って、あえて目くらましに使ってきたようだ。

　彼女の〈鏖殺公サンダルフオン〉と折紙のレイザーブレイドが打ち合い、火花を散らす。

「舐なめるな……ッ！」

「──」

　彼女が柄を握る手に力を込め、そのまま一気に剣を振り抜くと同時、折紙は一瞬、レイザーブレイドから光の刃を消し去った。

「ぐ……っ!?」

　急に負ふ荷かがなくなり、姿勢を崩くずしてしまう。

　すると折紙が好機とばかりに、再度握った柄に光の刃を現出させ、彼女に剣撃を放ってくる。

「この……！」

　彼女は体重を右足に預け、左足を振ふり上げると、その靴くつ底ぞこで以もつて折紙のレイザーブレイドを受け止めた。

　バチバチという火花が散り、微び細さいな振しん動どうが霊装越ごしに伝わってくる。

「く──」

　さすがにこれ以上連撃を放ってくるつもりはないようだった。折紙が後方へ飛び退のき、距離を取る。

　彼女はフンと息を吐くと、振り上げていた左足を地面に打ち付けた。

　霊装を纏まとっている今の状態であれば、別に無防備な脇わき腹ばらに一撃をもらおうとさしたる痛つう痒ようもないはずだった。

　だが──それを理解してなお、この女に急所を晒さらすのを身体からだが躊躇ためらったのである。

　彼女は、未いまだ狂きよう気きにも近い敵意を放ってくる少女に目を向けた。

「……なぜ、だ」

　そして、幾いく度ど放ったとも知れない問いを、懲りずに発する。

「なぜ、貴様等は私に刃を向ける……ッ！　一体、私が何をしたと言うのだ！」

「……なぜ？」
















　言うと、折紙は油断無く光の剣けんを構えたまま声を発してきた。

「あなたは災さい厄やく。あなたは害悪。そこに『いる』だけで世界に不和を生じさせる。──〈プリンセス〉、あなたが存在することは許容されない」

　折紙の言葉に、彼女はギリと歯を嚙かみしめた。

　意味のわからない問答だけではない。──〈プリンセス〉。その呼こ称しようが、彼女の心をざわつかせた。

　その言葉が彼女を示していることにはなんとなく察しが付いていた。識別名。彼女を攻こう撃げき目標と断ずるための記号。

　その名で呼ばれると、彼女自身も自分を無機質な殲せん滅めつ対象と認にん識しきしてしまいそうになるのである。

「……その〈プリンセス〉というのを、やめろ」

「あなたにそんな権限はない。〈プリンセス〉」

　折紙が構わず呼称を続けてくる。彼女は足を踏ふみしめ、拳こぶしを握にぎった。

「やめろと言っているだろう！　私は〈プリンセス〉ではない！　私は──」

　そこで。彼女は、言葉を止めた。

　──止めざるを、得なかった。

「わ、たしは……」

　非常に単純。且かつ残ざん酷こくな理由。

　彼女には──名前が、なかったのである。

　初めから持ち合わせていなかったのか。それとも忘れてしまったのか。記き憶おくの中に、己おのれを示す語句が見当たらない。

　いや、そんなこと、今までもわかっていたはずなのだ。だが、改めてそれを認識すると──灰色の世界に自分が一人、取り残されてしまったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれるのだった。

「っ、……わた、し……は──」

　呆ぼう然ぜんと、声を発する。そんな隙すきを、折紙が見み逃のがすはずはなかった。完全なノーモーションでその場に飛び上がり、そのまま彼女にレイザーブレイドを振り下ろしてくる。

「はぁッ！」

「ぐ……」

　一瞬、防ぼう御ぎよが遅おくれる。折紙の剣が彼女の胸を深々と抉えぐった。

　無論、最強の鎧よろいたる霊装には傷一つ付いていない。彼女自身も、微かすかな負荷を感じたくらいで、ダメージなどは負っていなかった。

　だが──

「──ああああああああああああああああああッ！」

　彼女は絶ぜつ叫きようを上げると、〈鏖殺公サンダルフオン〉を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り回した。

「消えろッ！　消えろッ！　消えろッ！　私の前から消え失うせろ……ッ！」

　四方八方に剣撃が放たれ、目に映る景色を一瞬ごとに様変わりさせていく。

「く……」

　さすがに折紙も避けきれないと判断したのだろう。地を蹴けって空中へと飛び退く。

　だがそんなもの、もう彼女には関係なかった。ただがむしゃらに、〈鏖殺公サンダルフオン〉で風景を切り刻んでいく。

「ぅ、ぁ、ああ、ぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああぁぁぁあ──ッ！」

　それは、誰だれにも解されることのない──

　悲痛な、「助けて」の叫びだった。




　──そして翌日・四月一〇日。

　彼女は、一人の少年と出会う。








【五河士道　四月九日（日）一五時五五分】






「──え？」

　不意に。五河士道は振り返った。

　そのまま視線を巡めぐらせて周囲の様子を見取るが──何もおかしなことはない。

　士道の視界に映るのは見慣れた五河家のリビングの壁かべであり、士道の鼓こ膜まくを震ふるわせるのは、遠くから聞こえる鳥のさえずりと、時折響ひびく車の駆く動どう音のみだった。

「……おかしいな」

　ぽりぽりと後頭部をかきながら眉まゆをひそめ、首を元の位置に戻もどす。

　なぜだろうか──別にどこからも声など聞こえていなかったのだが……誰かに呼ばれた気がしたのである。

「…………」

　何というか、少し自分の感覚器が心配になって、耳に水が入ったときのように二、三度耳を叩たたいてみる。だがやはり、耳に異常は見受けられなかった。

　まあ、気のせいだろう。士道はそう結論づけて、テーブルの上に広げられた本の誌面に視線を戻した。




『子供が非行に走ったら』

『性同一性障害を受け入れる』

『褒ほめて正す子供の道』




「……やっぱり、俺が狼狽うろたえちゃいけないよな」

　両親は今日の朝から海外出張で家を空けてしまっている。今琴里を見てやれるのは士道しかいないのだ。

　士道は先ほどの妙みような感覚を不思議に思いながらも、とりあえず今日の夕食は琴里の大好物で揃そろえてみようと心に決めた。



















　ある日の放課後。

　来らい禅ぜん高校東校舎四階に位置する物理準備室で課題の採点をしていた村むら雨さめ令れい音ねは、不意にふっと顔を上げた。

　分厚い隈くまに飾かざられた双そう眸ぼうをぱちぱちとしばたたかせ、小さく首を傾かしげる。

　理由は単純。扉とびらの外から、何やら廊ろう下かを爆ばく走そうするような凄すさまじい騒そう音おんが聞こえてきたのである。

「……何だ？」

　ぽつりと呟つぶやき、赤ペンを机の上に置く。

　と、その瞬しゆん間かん、物理準備室の扉が勢いよく開け放たれ、一人の女子生徒が顔を出した。

「れ……ッ、令音！　いるか!?」

「……十とお香か？」

　その少女の容よう貌ぼうを見て、令音は首を傾げた。

　腰こしまであろうかという夜色の髪かみに、白磁の肌はだ。ひとたび街を歩けば誰もが振ふり返るような美少女である。

　だがその髪は今、振り乱したかのようにくしゃくしゃで、肌にはところどころ引っ搔かき傷がついていた。制服もたいそう乱れ、ブレザーのボタンが取れかかっている。

　──まるで、今し方何者かに襲われたような有様だった。

「おお令音、いてくれたか！　たっ、助けてくれ！」

　不ふ穏おんな言葉に、令音は眉根を寄せた。

「……穏おだやかじゃないな。一体何があったんだい？」

　問うと、十香は興奮した調子で口を開いた。

「お、おたふくの倒たおし方を教えてくれ！」

「……ふむ？」

　十香の発した言葉の意味がわからず、令音は頰ほおをかいた。

　そして椅い子すから腰を上げ、ゆっくりと十香の方に歩いていくと、扉から顔を出して左右の廊下に目をやった。

　……だが無論のこと、十香を襲うおたふくの怪かい物ぶつなどは確認できなかった。

「令音？　何をしているのだ？」

「……いや。まあとりあえず座ってくれ」

「む──うむ」

　令音が言うと、十香は大人しく近くにあった椅子に腰掛かけた。

「……それで。今ひとつ話が見えないのだが、説明してくれるかな？」

「う、うむ……！」

　十香は深くうなずくと、心しん拍ぱくを落ち着けるように深呼吸してから話を始めた。







　その日の朝。夜や刀と神がみ十香は、落ち着かない様子で教室の入り口に視線を送っていた。

「むう……遅おそい。何かあったのか……？」

　呟きながら、黒板の上に設しつらえられた時計に目をやる。

　短針が八と九の間を、長針が六を指し示そうとしている。もう朝のホームルームが始まってしまう時間だった。

　だというのに──十香の左ひだり隣どなりの席には、まだ五いつ河か士し道どうの姿がなかったのである。

「シドー……」

　微かにのどを震わせ、誰にも聞こえないくらいの声を発する。

　五河士道。十香のクラスメートであり──恩人。

　いつもなら、十香よりも早く学校に来ているのだが……

「……ぬ」

　と、そこで十香は眉をひそめた。

　士道の席のさらに一つ奥に座っていた少女と、目が合ったのである。

　肩かた口ぐちをくすぐるくらいの髪に、無機的な双眸。その顔には、およそ表情と呼べるものが見受けられない。まるで人形のような少女だった。

「…………」

　少女──鳶とび一いち折おり紙がみが、無言で十香から視線を外し、顔を前に向ける。

　なんだか面おも白しろくない。十香もフンと鼻を鳴らすと、視線を逸そらした。

　と、それに合わせたかのようなタイミングで辺りにチャイムの音が鳴り響き、教室に小こ柄がらな担任教きよう諭ゆが入ってくる。

　社会科担当の岡おか峰みね珠たま恵え教諭、通つう称しようタマちゃんは、いつものように出しゆつ席せき簿ぼを教きよう卓たくに落ち着け、にこりと笑って唇くちびるを開いた。

「はい、みなさんおはよぉござ──」

「タマちゃん先生！」

　と、その挨あい拶さつを遮さえぎるように、十香は机を叩いて立ち上がった。

「え？　え？　な、なんですか？」

　急なことに驚おどろいたのか、タマちゃん教諭が目を丸くする。

「シドーがまだ来ていないのだが……」

　十香が士道の机を指さしながら言うと、珠恵は「ああ」とうなずいた。

「五河君なら、連れん絡らくを受けてますよ」

「な……、何かあったのか!?」

「ええ、おたふく風邪かぜだそうです」

「おたふく……？」

　と、そこでガタッ、と椅子を揺ゆらすような音が聞こえてくる。

　ちらと目をやると、折紙が珍めずらしく机の上に握にぎりしめた拳こぶしを置いているのが見えた。

「なんだ貴様、何か知っているのか」

「別に」

　折紙が、呟くように言う。

　気にはなったが、これ以上絡からんでいても仕方がない。十香は視線を戻もどした。

「それで、そのおたふくがシドーに何をしたのだ？」

「え、ええと……要は病気で身体からだの調子が悪いから、今日は学校に来られないってことです」

「な、なんと……」

　十香は目を見開くと、しょんぼりと椅子に腰を戻した。







「と、いうわけだ」

「……ああ、なるほど。おたふく風邪のことか」

　令音は小さくうなずいた。そういえば、今朝方令音の上官である五河琴こと里りが、そんなことを言っていた気がする。

　なるほど『倒し方』とは十香らしい表現ではあった。要は、士道の風邪を治してやりたいのだろう。

「……しかし」

　令音は顔を動かすと、再び十香に視線を送った。

「……ならどうしたんだい、その格好は」

　令音が十香の乱れた髪や服を見ながら言うと、十香は不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせた。

「ん……これはだな」







　十香が士道の欠席を知らされてから、およそ七時間。

　二年四組の教室では、帰りのホームルームが行われていた。保護者会のお知らせなどのプリントを四枚ほど配ったのち、珠恵が様々な連絡事じ項こうを口頭で説明している。

「……むー……」

　しかし十香は、机にへばりつくような格好で、珠恵の声を聞き流していた。

　どうにか六限分の授業に耐たえきったものの……やはり士道がいない学校は、何か感じが違ちがう気がする。

　実際あまり食欲も湧わかず、昼休みに購こう買ばいで買ったパンも、わずか一〇個しか食べられなかった。

「ええと、では、以上です」

　珠恵が小さく咳せき払ばらいをしてからそう言う。どうやら、連絡事項の通達が終わったらしい。

　と、珠恵は何かに気づいたように言葉を続けた。

「あ、そうだ。今日のプリントなんですけど、誰だれか五河君の家に届け──」

「──おお!?」

　鼓こ膜まくがその言葉を捉とらえた瞬間、十香はスライムのように机の上に貼はり付けていた上体を起こした。

「行く！　私が行くぞ！」

　叫さけび、右手をピンと挙げる。

　だが。

「え、えぇと……」

　珠恵はずれかけた眼鏡を直しながら、困ったように頰に汗あせを滲にじませた。

　理由は単純。十香が顔を上げたときにはすでに、鳶一折紙が士道の机の上に手を伸のばし、そこに重ねられていたプリントを手にしていたからだ。

「きっ、貴様、何の真似まねだ！」

「これは私が届ける」

　十香が抗こう議ぎの声を上げると、折紙は平然とした様子で声を発した。

「な……！　何を勝手な！　渡わたせ！」

　十香がプリントを奪うばおうとその場に立ち上がって手を伸ばすと、折紙はひょい、とプリントを持った手を横へ動かした。

「ぐぬ……っ」

「あなたでは力不足」

「な、何だと!?　プリントを届けるくらい私にだって──」

「私にはプリントを届けたあと、彼を看病する備えがある。彼の両親は今海外出張中のため、食事は全すべて彼が作っている。とても困っているはず」

「な、なぜそんなことまで知っているのだ……？」

「それは今重要ではない」

　十香が怪け訝げんそうに言うも、折紙は平然と返してきた。

　だが、十香とてそんなものでは引き下がれない。

「看病とやらも私がする！　夕ゆう餉げも私がなんとかするっ！」

「現実的でない。──それに、これは彼だけの問題ではない。私にとっても看過することのできない重大な事案」

「何だと……？」

　少し今までと違う様子で声を発した折紙に、訝いぶかしげな視線を向ける。

　すると折紙は、ふっと目を細めて唇を動かしてきた。

「流行性耳じ下か腺せん炎えん、通称おたふく風邪は、ムンプスウイルスの感染によって引き起こされるウイルス性の病気」

「ぬ？」

　いきなりぺらぺらと捲まくし立てられ、十香は眉まゆをひそめた。

　だが、折紙は気にする様子もなく続ける。

「幼年期に発はつ症しようするケースが多いけれど、もし青年期を越こえた男性が発症した場合、睾こう丸がん炎えんなどを併へい発はつし、生せい殖しよく機能に深刻なダメージを受けてしまう可能性がある」

「な、何を言っているのだ……？」

「私たちの将来のため、看過することはできない」

「…………？」

　正直後半は何を言っているのかよくわからなかったが、まあ折紙が十香にとって面白い話をするはずはない。どうせろくでもないことだろう。

　十香は足をくっと曲げると、折紙に飛びかかるようにして手を伸ばした。

「とうっ！」

「……っ！」

　さすがにこれは予想外だったらしい。十香の体重に押され、折紙が身体を仰のけ反ぞらせる。

　と、その拍ひよう子しに、折紙が持っていたプリント四枚が、開いていた窓からひらひらと外に飛んでいってしまった。

「く──」

　次の瞬しゆん間かん、折紙は窓のサッシを摑つかむと、バッ！　と身体を空に躍おどらせた。

　背後から、クラスメートたちの『おおッ……!?』という声が響ひびく。

　そして折紙は、風に舞まうプリントを二枚空中で摑んだのち、転がるように受け身を取って、地面に着地した。

「な……っ！」

　十香は驚きよう愕がくに目を見開いた。

　だが、そんなことをしている時間はなかった。残るプリントも、ゆっくりと重力に従って地面に落ちつつある。このままでは、折紙の手に全てのプリントが渡ってしまうだろう。

「そうはさせるか……っ！」

　十香はそう叫ぶと、折紙と同じように窓から身を躍らせ、折紙の手に渡る寸前で、残りの二枚をキャッチした。

　ちなみに受け身の取り方など知らないので、強ごう引いんに両足で着地する。

「いぃ……ッ……」

　教室の場所は三階である。ちょっと涙なみだが出ちゃうくらい痛かった。

　しかしいつまでもそうしてはいられない。先に着地していた折紙が、十香の持つプリントを狙ねらって、手を伸ばしてきたのである。

「──！」

「く……っ！」

　すんでのところでそれをかわし、逆に折紙が左手にキープしているプリントに手を伸ばす。

　だが折紙も甘くはない。すぐに身をひねり、十香の攻こう撃げきをかわした。

「おとなしくそれを渡すべき」

「それはこちらの台詞せりふだ！　シドーのもとへは私が行く！」

　もとより、互たがいに話し合いでの解決が不可能なことはわかっていた。

　二人はじりじりと間合いを取り合うと、どちらからともなく地を蹴けった。







「……と、まあ、そんなわけだ」

　言うと、十香はくしゃくしゃになったプリント二枚をスカートのポケットから取り出し、机の上に広げた。……どうやら、結果は引き分けだったようだ。

「……なるほど」

　まあ、とりあえず理解はできた。裁さい縫ほうセットで十香のブレザーを繕つくろいながら、小さくうなずく。

　と、その動作に合わせるように扉とびらがコンコン、とノックされ、物理準備室に二人目の来訪者が訪おとずれた。

「令音、入るわよ？」

　口にチュッパチャプスをくわえたツインテールの少女が、部屋の中を覗のぞき込んでくる。

　──五河琴里。令音の上官であり、件くだんのおたふく患かん者じや・士道の妹である。中学校の制服に来らい賓ひん用のスリッパという出いで立たちで、手には通学鞄かばんを握にぎっていた。

　琴里は部屋に入るなり、どんぐりみたいな丸っこい目を見開いて十香を見た。

「あれ？　十香もいたの」

「おお、琴里ではないか」

「珍めずらしいじゃない。何かあったの？」

　言うと、琴里は十香ではなく令音の方にちらと視線を送ってきた。令音の方が手早く説明が済むと思ったのだろう。

「……ああ、実は」

　令音が簡潔に、先ほど十香に聞いた話を説明すると、琴里ははふうと吐と息いきして肩かたをすくめた。

「なるほど。さっき精神状態が乱れかけてたって報告があったのはそういうわけね」

「……？　せいしんじょうたい？」

「ああ、気にしないで」

　十香が首を傾かしげるのに、琴里が手をひらひらさせて返す。

「んー……」

　そして琴里はふうむと考え込む仕草を見せてから、ピンと指を立てた。

「まあ──そういうことなら十香、士道を看病してあげてくれる？」

　琴里が言うと、十香はパアッと顔を輝かがやかせた。

「いいのか!?」

「ええ。今家には士道一人だし、いろいろと不便だと思うのよね。私は仕事があるから遅おそくなるし……お願いできるかしら？」

「おお！　任せろ！」

　十香はバッと立ち上がると、ドン！　と胸を叩たたいた。

「…………」

　そんな二人のやりとりを見て、無言で頰ほおをかく。まあ……だが、琴里がいいと言っているのだ。令音が今口を出すことでもないだろう。

　と、自信満々といった調子で言った十香だったが、すぐ「あ」と呟つぶやくと、椅い子すに座り直して令音と琴里を見てきた。

「む……すまんが、看病というのはどうすればいいのだ？」

「そうねえ……寝ね汗あせかいてるだろうから着き替がえ用意してあげたり、お粥かゆ作ってあげたり……まあ、その辺は士道に直接、何かして欲しいことがないか訊きいてみてちょうだい」

「ん、わかった」

　十香が深くうなずく。と、琴里が何かを思いだしたように手を打った。

「あ、そうそう。十香、あなた一人で買い物をしたことはあったっけ？」

「ぬ？　レジでお金を払はらうあれか？」

「それそれ。もしできるなら、途と中ちゆうのスーパーで買い物していってあげてもらえるかしら」

「おお、いいぞ。何を買えばいいのだ？」

　訊たずねられ、琴里はふうむと腕うで組ぐみした。

「そうね……風邪かぜのときは何がいいかしら」

　言いながら、琴里がちらと令音を見てくる。

「……ん、そうだね、やはり胃に負担のかからない、消化のいいものがいいだろう」

「ああ、そうね。お粥の材料くらいはうちにあるし……ベタだけどモモの缶かん詰づめとかいいんじゃない？」

「ふむ……何か書くものはあるか？」

　十香がペンを握るような動作をしながら辺りを見回す。

「……ん、これでいいかい」

「おお、助かる」

　令音がメモとペンを差し出してやると、十香はわかりやすく表情を明るくし、メモに下手くそな字で『もものかんずめ』と書いた。

　琴里が苦く笑しようしながらそれを眺ながめ、言葉を続ける。

「あとは……カップスープとかレトルト系とか、手の掛かからないものでいいから、何か身体からだの温まるようなものを適当にいくつか買っていってあげて」

「ぬ……身体が温まるものだな」

　言われて、十香がメモに追記する。

「──あ、それと、ネギなんてどう？」

「ネギ？　あの長い野菜か？」

「ええ。あれを首に巻いてると熱が下がるって言わない？　ま、民間療りよう法ほうなんだろうけど、病やまいは気からっていうし」

「ふむ……」

　十香はメモにペンを走らせる（というよりは歩かせる、くらいのスピードだったが）と、したためた文字列に目を這はわせ、「うむ」とうなずいた。

「モモの缶詰に、身体の温まるもの、それにネギだな」

「ええ。まあそれだけあればとりあえずいいんじゃないかしら」

「わかった、では行ってくる！」

　十香は元気よく言うと、メモを二つ折りにしてスカートのポケットにしまい込んだ。

　そして令音からブレザーを受け取り、机の上に広げていた士道のプリントを手に取ると、軽い足取りで物理準備室を出ていった。

「……よかったのかい、琴里」

　十香の姿が見えなくなってから数秒後。令音は口を開いた。

「な、何がよ」

　琴里が小さく肩を揺ゆらし、返してくる。

「……いや、本当は琴里が看病をするつもりだったんじゃないかと思ってね」

「ッ、ば、馬ば鹿か言わないでちょうだい。なんで私がそんな真似まね」

「……ではなんでまた今日は学校に？　私はてっきりプリントを取りに来たのかと」

「違ちがうわよ。今日は──その、令音とお話しに来たの！」

「……そうか。まあ、琴里がそう言うならいいのだが」

　令音が言うと、琴里はわざとらしく咳せき払ばらいをし、奥の椅子にどっかと座り込んだ。

「──それより令音。カメラ飛ばせる？　一応十香が何かやらかさないかチェックしておきたいのだけれど」

「……ん、可能だよ。ちょっと待ってくれ」

　令音はそう言うと、白衣の裾すそを揺らしながら元いた席に戻もどった。




　　　　◇




「ふむ……」

　学校と住宅街の間に位置するスーパーで、十香は左手に買い物カゴを提さげながら、右手に持ったメモを凝ぎよう視ししていた。

　缶詰がずらりと並んだエリアに足を踏ふみ入れ、左右に視線を振ふる。

「ええと、まずはモモの缶詰──む、これか？」

　十香はその場に屈かがみ込むと、小さなプルトップ式の缶詰を手に取った。

「よし、ではこれを一つ……」

　と、その瞬しゆん間かん、十香のお腹なかがぐうと鳴る。

「……では足りないかもしれんな！　うん、士道がもっと食べたいと言うかもしれないからな！」

　自分に言い聞かせるように言いながら、同じ缶詰を一〇個ほどカゴに放ほうり込む。

「そして……次は身体の温まるものか」

　売場を歩きながらメモに視線を這わせ、呟く。

　と、そこで十香は視線を上げ、棚たなに陳ちん列れつしてあった品物を手に取った。

「む、これは……」

　パッケージに覚えがある。確か、テレビでとても身体が温まると言っていたものだ。まさに今の士道に打って付けだろう。

　そしてまたしばらく棚を眺めながら歩くと、またもちょうどいいものを発見した。

「おお、確かこれも、身体が温まると言っていたな」

　小さくうなずき、その小こ瓶びんをカゴに放り込む。

「よし、あとはネギだけだな」

　言いながら野菜売場に足を向け、通路沿いの冷蔵棚だなにネギと書かれたプレートを発見する。

　だがそこには『大特価！　広告の品』というカラフルな紙が貼はられており、目的のものはもう一本しか残されていなかった。

「おお……ギリギリセーフだな！」

　ほうと息を吐つき、ネギに手を伸のばす。

　──が。

「ぬ？」

　十香は思わず声を上げた。十香がネギを摑つかむのと同時に、隣となりから伸びてきたもう一本の手が、ネギの緑色の部分をがっしと摑んだのだ。

「む……すまんが、このネギは──」

　と、十香はそこで言葉を止めた。

　なぜなら──

「と、鳶一折紙……ッ!?」

「……夜刀神十香」

　十香が目を見開いて名を呼ぶと、ネギを握にぎった少女は表情を変えないまま、抑よく揚ようのない声を発してきた。







「ん、スーパーに着いたみたいね」

　琴里は物理準備室に設しつらえられたパソコンのディスプレイを眺めながら、くわえていたチュッパチャプスの棒をぴこぴこと動かした。

　画面には、先ほどこの部屋を出ていった十香の姿が映し出されている。彼女を追うように飛ばされた小型の自律カメラが、リアルタイムで映像を送ってきているのである。

「……ん？」

　と、隣に座っていた令音が声を上げる。

「どうしたのよ、令音」

「……いや、十香が持っているものなんだが」

「え？」

　言われて、琴里は、缶詰売場にいる十香の手元を凝視した。何かを発見した様子でその場に屈み込んだものだから、モモの缶詰を手に取ったと思ったのだが……違う。大きな円えん筒とう形のモモ缶ではなく、もっと小さい、プルトップ式の──

「……なんでやきとり缶？」

　琴里は眉まゆをひそめて頰をかいた。

　そう。なぜか自信満々で十香が手に取ったのは、甘あま辛からく味付けした鶏とり肉にくが詰つめられたやきとり缶だったのだ。しかも追加で、一〇個ばかりカゴに放り込んでいる。

「……ふむ、モモ肉と間違えたのかもしれないな」

「ええ、そんなベタな……」

　頭をぽりぽりとかく。……だがそういえば、十香はまだ果くだ物もののモモを食べたことがなかったかもしれない。

　と、次いで十香は場所を移動すると、棚から大きな紙パックを手に取った。

「あれは……お酒？」

　目を細めて画面を見つめながら、呟く。詳くわしいラベル情報は見取れなかったが、それは明らかに日本酒のパックだった。

「え、なんでお酒？　士道に飲ませる気？」

「……いや、もしかしたらたまご酒でも作るつもりなのかもしれない」

「そ、そうかしら……？」

　……十香がそんなものの作り方を知っているのだろうか。

　琴里が眉根を寄せていると、今度は十香が調味料コーナーの棚から、一味唐とう辛がら子しの小瓶を手に取った。

「やっぱり違うわ完全に晩ばん酌しやくする気だわ。やきとりにちょい足しして美味おいしいおつまみにする気満々でしょあれ」

　なんともオヤジ臭くさいチョイスに、頰ほおをぴくつかせながら額を押さえる。

　だが琴里はすぐにその表情を変えさせられた。

　画面の中で野菜売場に向かった十香が、天敵と鉢はち合あわせしてしまったのである。







「……その手を離はなしてもらおうか」

「それはこちらの台詞せりふ」

　十香が視線を鋭するどくして言うと、折紙もまた刺さすような眼光を放ちながら、静かな声を響ひびかせてきた。

「これはおたふくを倒たおしてシドーを助けるために必要なのだ！　絶対貴様には渡わたさんぞ！」

　十香が叫さけび、ネギを引っ張る。だが折紙はネギを離そうとしなかった。

「士道の看病は私がすると言ったはず」

「な──貴様、まだ諦あきらめていなかったのか!?」

　言いながら折紙の手元に目をやると、彼女も十香と同じように買い物カゴを提げていることがわかった。中には様々な食材が入れられている。どうやら折紙も、士道の看病用に買い物をしにきたらしい。

「当然。──あなたに、彼の看病ができるとは思えない」

「そんなことはない！　私にだってできるぞ！」

「では、具体的に何をするの」

「ぬ……っ？」

　言われて、十香は視線を上にやった。先ほど琴里に聞いたことをどうにか思い出す。

「そ、そうだ！　きっと寝ね汗あせをかいているから、着き替がえを用意してあげるのだ！」

「…………」

　しかし折紙は、目を伏ふせて首を横に振った。

「配はい慮りよが足りない」

「な、なんだと!?　ではどうするというのだ！」

　十香が問うと、折紙はさも当然といったように唇くちびるを開いた。

「流行性耳じ下か腺せん炎えんに冒おかされているとなれば、非常に高い熱が出ていることが考えられる。つまり、自分一人で着替えることが困難である可能性が高い。着替えを用意するだけでは不十分。服を脱ぬがせ、タオル等で丹たん念ねんに全身を拭ふいたのち、着替えさせる必要がある。もちろんその際に起きる様々な出来事は全すべて完全に不ふ可か抗こう力りよく」

「ぐ……ぐぐ……っ」

　よくわからないが、妙みような説得力があった。忌いま々いましげに奥歯をギリと鳴らす。

　だが、看病はそれだけではないはずだった。琴里の言葉を思い出す。

「お、お粥かゆだって作ってあげられるのだ！」

　……本当は作り方はよく知らないのだが、というかお粥というものが具体的にどんなものかわからないのだが──まあ、細かいことは士道に訊きけばいいだろう。十香は声を上げた。

「それでは不十分」

「な、なにっ!?」

「確かにお粥は消化によく、体調が悪い際の食事として優ゆう秀しゆう。ただし先ほども言ったとおり、高熱を出している場合は食事を摂とるのも困難なはず」

「つ、つまりどうするというのだ」

「口移しをするのが、たったひとつの冴さえたやりかた」

「く……口移し……？」

「一度自分の口に含ふくんだものを、相手の口に直接移し入れること」

「ちょ、直接だと……!?」

　十香は顔を真っ赤に染め、ごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。……ま、まさかそんなことが必要だとは。

　折紙はさらに続ける。

「さらに大事なのは、士道を不安がらせないこと」

「ど、どういうことだ！」

「病気にかかっているときは、どうしても心細くなることが多い。心が弱っていては、治るものも治らない」

「ふ、ふん！　それくらいなら私だって考えている！　士道が眠ねむるまで、ずっと一いつ緒しよにいてやるのだ！」

「話にならない」

　折紙がバサッと切って捨てる。

「なんだと!?　で、では貴様はどうするというのだ！」

「究極の安心感。それは人ひと肌はだ。生まれたままの姿で、士道にぴったりと寄り添そうように添い寝するのが正解」

「な……っ!?」

　十香は、さらに顔を赤くした。

「それができないのなら、あなたは大人しく身を引くべき」

　言って、折紙がネギを思い切り引っ張ってくる。

「さ、させるか……ッ！」

　しかし、これを奪うばわれるわけにはいかない。負けじと十香も手に力を込こめた。

　と──再び膠こう着ちやく状態が作られようとしたその瞬しゆん間かん、折紙が買い物カゴを床ゆかに落とし、自由になった片手で十香の手首に手刀を放ってくる。

「ぐ……!?」

　思わず、手から力が抜ぬけてしまう。

　その隙すきを衝つくように折紙がネギを引っ張る──が、十香もやられっぱなしではいられなかった。左手にぐっと力を入れ、提さげていた買い物カゴを折紙の方に放ほうる。

「──っ」

　そして折紙がそれを受け止めている隙に、十香は再度ネギを握った。

「…………」

「…………」

　ネギを握りながら無言で、十香と折紙は視線を交じらせる。

　そして、どちらからともなく──空いている方の手が、ぐっと拳こぶしの形に握られた。







「あーもう、何やってるのよ二人とも……！」

　画面の中で始まってしまったストリートファイトを見ながら、令音の隣となりに座った琴里が前まえ髪がみをくしゃくしゃとやった。

　十香と折紙が、スーパーの野菜売場で、凄すさまじい拳と蹴けりの応おう酬しゆうをしている。……なぜか、片手にネギを握りながら。

　騒さわぎに気付いた周りの買い物客がざわめきだし、徐じよ々じよに人だかりができていく。あまり放っておくと警察を呼ばれかねなかった。

　いつもなら琴里がインカムで指示を飛ばして士道に止めさせるのだが──さすがに今はそういうわけにもいかない。

「……ったくもう、仕方ないわね。一いつ旦たん〈フラクシナス〉に戻もどってどうにか──」

　言って、琴里が苛いら立だたしげに席を立つ。

　だが、令音はそこで、琴里を引き止めるように袖そでをくっと引っ張った。

「ん？　どうしたの、令音」

「……あとは私がやっておくよ。琴里は一足早く家に帰るといい」

「へ……？」

　琴里が首を傾かしげる。……が、一いつ拍ぱく置いてから令音の意図するところに気付いたらしい。ほんのりと頰を赤くした。

「ぐ……しつこいわよ、令音」

「……性しよう分ぶんでね」

　小さく肩かたをすくめながら、続ける。

「……だが、琴里の手を煩わずらわす必要がないというのも事実だろう。止めに入るにしても、女子中学生より彼女らの副担任である私の方が説得力がある」

「…………」

　琴里はむう、とうなってからしばしの間考えを巡めぐらせる仕草を見せ──令音の方に理があると判断してか、はあとため息を吐ついた。

「……じゃあ、任せるわ。あとはお願いね、令音」

「……ああ。任せてくれ」

　令音が言うと、琴里は鞄かばんを手にとって物理準備室を出ていった。

　だが、数秒後、琴里は再び扉とびらを数センチばかり開けると、そこから部屋の中を覗のぞき込んできて──

「………………ありがと、令音」

　と、小さな声で言って去っていった。

「…………」

　そんな言葉を聞いてから、軽く伸のびをし、視線をくっと上の方にやる。

「……まあ、たまには君が当たりを引いても、罰ばちは当たらないだろうさ」

　令音は小さくうなると、スーパーで乱らん闘とうを繰くり広げているリトルモンスターたちを止めるために椅い子すから立ち上がった。



















『──きゃぁっ！』

　ある日の夜。士し道どうがお風ふ呂ろに浸つかっていると、リビングの方からそんな悲鳴が聞こえてきた。

「ん……？　なんだ、一体」

　不ふ審しんに思って湯船から上がる。今の声は恐おそらく四よ糸し乃ののものだろう。……引っ込み思案で物静かなあの四糸乃があんなにも大きな声を上げるだなんて、一体何があったのだろうか。

　とはいえ、濡ぬれた身体からだのまま様子を見にいくわけにもいかない。それに、リビングには十とお香かと琴こと里りもいるはずである。きっと二人が何とかしてくれるだろう。そう思い直して再び湯船に身体を沈しずみ込ませる。

　だが──

「ひゃふっ!?」

　士道は思わず悲鳴を上げた。今の今まで入っていたぽかぽかお風呂が、心臓が止まりそうな冷水になってしまっていたのである。

「つ、冷た……ッ！」

　士道は慌あわててバスタブから出ると、身体をガタガタ震ふるわせながらシャワーのコックを捻ひねった。

　だが、お湯は出なかった。急に断水でもされてしまったかのように、ホースの中に残った水がぽたりぽたりとこぼれるのみである。これでは身体を温めようがない。

「これは、まさか……」

　士道は頭の中を過よぎった可能性に眉まゆをひそめると、慌てて風呂場から出た。







「……で、十香の食べてたアイスがよしのんに落ちて、思わず驚おどろいてしまったと」

　士道は、コミカルな意い匠しようの施ほどこされたウサギのパペット『よしのん』の頭を濡れ布ぶ巾きんで拭ぬぐいながら、大きなため息を吐いた。

「すいません……士道さん」

　言って、そのパペットを左手に装着した小こ柄がらな少女──四糸乃が、申し訳なさそうに顔をうつむかせた。蒼玉サフアイアのような瞳ひとみには、未いまだうっすらと涙なみだが滲にじんでいる。

　先ほどの異常な事態は、士道の予想通り四糸乃が原因だった。

　水と冷気を操あやつる精せい霊れいである四糸乃は、霊力を封ふう印いんされた今でも、精神状態が著いちじるしく乱れると、辺りの気温を急激に下げたり、水を凍こおり付かせたりしてしまうのである。

　特に今は、天てん宮ぐう市全域が謎なぞの結界に包まれ、精霊たちの力が不安定になっている状じよう況きようである。逆にこれくらいで済んだのは不幸中の幸いなのかもしれなかった。

「いや……私が不注意だったのだ。許してくれ、四糸乃、よしのん」

　次いで、四糸乃の隣に神しん妙みような面おも持もちで正座をした十香が、四糸乃と『よしのん』に頭を下げる。

　長い夜色の髪かみに、水すい晶しようのような瞳を備えた少女である。しかし今その顔は、いやにしゅんとした表情に彩いろどられていた。

「いえ、そんな……」

『そうよー、気にしないで十香ちゃん。悪気があったわけじゃないんだしー。四糸乃もちょっと驚いちゃっただけなのよー』

　四糸乃が手を振ふり、『よしのん』がわははと笑う。しかし十香は「む、むぅ……」と申し訳なさそうに肩をすぼめた。

「しかし、私のせいでシドーにまで迷めい惑わくをかけてしまった」

「え？」

　急に名を呼ばれ、士道は顔を上げた。

「はは……別に俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。たかだかお風──ふ、ふぇっくしょん！」

「し、シドー！」

　思いの外ほか、身体が冷えてしまっていたのだろうか、大きなくしゃみをしてしまう。十香が心配そうな顔をして身を乗り出してきた。

「ああ、悪い悪い。大丈夫だか……らぁッ!?」

　と、そこで突とつ然ぜん背中を蹴けられ、士道は前方に突つっ伏ぷした。

「いてて……何すんだよ！」

　言いながらも……なんとなく犯人の目星はついていた。床ゆかに打ち付けた額をさすりながら後方に振り向く。

　そこには髪を黒いリボンで二つに括くくった妹様が、片足を上げながら立っていた。

　しかし犯人──琴里は悪びれるふうもなく、口にくわえてたチュッパチャプスをピンと立てながら腕うで組ぐみしてくる。

「四糸乃に続いて十香まで不安がらせてどうするのよ。今はただでさえ精霊の力が逆流しやすいんだから、くしゃみくらい根こん性じようで堪こらえなさいっての」

「お、おまえなあ……」

　眉をひそめ、恨うらみがましい視線を琴里に向ける。

　だが、士道は琴里に異議を唱えはしなかった。ちょうどそのとき、士道の言葉を遮さえぎるようにして、ピンポーン、と玄げん関かんのチャイムが鳴ったのである。

「ん……？」

　来客だろうか。士道は視線を琴里から外の方に向けた。

　すると、まるでそんな士道の仕草を察するかのように、がちゃりと玄関が開けられる音と、トントンと廊ろう下かを歩く音が聞こえてくる。どうやら家主の返事を待たず勝手に入ってきたらしい。

　普ふ通つうの客がそんなことをするはずがない。やたらアグレッシブな泥どろ棒ぼうか、気の早い酔よっ払ぱらいでなければ、その足音の主は恐らく──

「士道、いるー？」

　そんな声とともにリビングの扉とびらが開かれる。

　ゆるいウェーブのかかったセミロングの髪を揺ゆらしながら顔を出したのは、士道の予想通りの人物だった。

　一言で言うなら、柔やわらかそうな少女である。

　それには無論物理的な意味も含ふくまれてはいるのだが……とにかくその表情や物もの腰ごし、声に至るまでが、対面しているだけで思わずふにゃっと緊きん張ちよう感かんを解いてしまうような柔にゆう和わさに溢あふれているのだ。彼女と話していると、まるでふかふかのお布ふ団とんにくるまれているような気分になる……とは十香の弁である。実際、人見知りの激しい四糸乃ですら、彼女にだけは早々に懐なついていた。

　園その神がみ凜りん祢ね。五いつ河か家の隣となりの家に住む少女にして、士道のクラスメート。そして──士道の『幼なじみ』である。

「凜祢。どうしたんだ？」

「うん、実は……って、士道こそどうしたのこの状況」

　凜祢が首を傾かしげ……はっと何かに気づいたように肩かたを揺らす。

「もしかして士道、十香ちゃんと四糸乃ちゃんに何かしたの？」

「いや、なんでそうなるん……」

　言いかけて、言葉を止める。

　今リビングには、正座した十香と四糸乃に、床に這はい蹲つくばった士道、そして仁に王おう立だちする琴里という、一見すると、士道が琴里に怒おこられて十香と四糸乃に平謝りしているような光景が展開されていたのだ。ついでに十香と四糸乃は目にうっすら涙を浮うかべているときている。凜祢が戸と惑まどうのも無理のないことだった。

「だめだよ士道。女の子には優やさしくしなくっちゃ！　一体何したの？　正直に言ってみて。私も一いつ緒しよに謝ってあげるから……」

「何盛せい大だいに勘かん違ちがいしたまま話進めてんだよ！　誤解だっての！」

　士道は叫さけぶと、身を起こして凜祢にことのあらましを説明した。……無論、四糸乃の霊力や精霊云うん々ぬんは上手うまく誤ご魔ま化かして。

「なーんだ、そうだったんだ。……あ、私は士道を信じてたよ？」

「……真っ先に疑ってたのはどこのどいつだよ」

　士道は半眼を作りながら凜祢を睨にらんだ。あはは、と凜祢が頰ほおに汗あせを浮かばせながら頭をかく。相変わらず調子のいい奴やつである。凜祢は昔からこうなのだ。そう、それこそ士道たちが小学校に入る前か、ら──

「……ん？」

　士道は小さく首を捻った。なぜだろうか、昔のことを思い出そうとした瞬しゆん間かん、思考にノイズがかかるような感覚に襲おそわれたのである。

「？　どうしたの？」

「いや……何でもない。それより、何か用だったんじゃないのか？」

　まあ、何年も前の話である。よく覚えていないのも当然だろう。士道はそう結論づけて、凜祢に向き直った。

「ああ、そうそう。実は……」

　言って、凜祢が手にしていたものを示してきた。シャンプーや石けんなどが入れられた洗面器に、着き替がえが入っていると思おぼしき布ぬの袋ぶくろである。

「お風呂を溜ためようとしたんだけど、なぜかお湯が出なくなっちゃって……。ちょっとお風呂貸してくれないかなって」

「え……」

　士道は目を見開き、琴里の方を向いた。すると琴里がすっと膝ひざを折り、凜祢に聞こえないくらいの声で囁ささやいてくる。

「……どうやら、さっきので水道管の一部が凍とう結けつしちゃったみたいね。別に霊れい装そうまで顕けん現げんしたわけじゃなし、被ひ害がい規模はそこまで大きくないと思うけど……お隣さんじゃとばっちりを受けてても不思議じゃないわ」

「マジか……」

　と、士道と琴里の会話が漏もれ聞こえたのだろうか、十香と四糸乃がさらに申し訳なさそうに肩をすぼませる。

　士道はそんな二人に苦く笑しようしながら、凜祢に視線を戻もどした。

「悪い、実はうちも今水が出なくなっちまってるんだ」

「ええっ、そうなの？　困ったな……」

　凜祢があごに指を当て、眉を八の字に歪ゆがめる。

　実際、困っているのは士道たちも同じだった。士道は入浴を中断させられ身体からだが冷えてしまったし、他の三人はまだ風ふ呂ろに入ってもいない。シャワーも出ないままの状態では、汗を流すこともできないだろう。

　と、士道がううむと唸うなっていると、凜祢が何かを思い出したかのように「あ」と声を発した。

「ねえ、みんなはもうお風呂入ったの？」

「ぬ……？　いや、まだだが」

　十香が首を振る。それに同調するように、琴里と四糸乃もまた凜祢に目を向けた。

「そっか。それならこんなのはどうかな？」

　凜祢は、指を一本ピンと立てた。







　それから十数分後。士道たちは五河家をあとにしていた。

　凜祢の提案は単純明快。みんなお風呂に入れなくて困っているのなら、一緒に銭湯にでも行こうというものだったのである。

　水が出るようになるまでどれくらいかかるかわからない以上、是ぜ非ひもない。士道たちは凜祢と同じように替えの下着やタオルなどを小さなバッグに詰つめ、街灯に照らされた仄ほの暗ぐらい道を歩いていた。

「しかし銭湯ってのも久々だな。随ずい分ぶん行ってない気がするんだが……ていうか、そもそもあの銭湯、まだ残ってるのか？」

　まだ士道が小学生だった頃ころ、両親や琴里とともに近所の銭湯に行ったときのことを思い出す。その時点で相当客数が少なかったと思うのだが……

　士道が言うと、前を歩いていた凜祢が小さく首を回してきた。

「うん、年季は入ってるけど、まだまだ現げん役えきだよ。っていうかあの銭湯、地主のおばあちゃんが趣しゆ味みでやってるようなものだから、極きよく端たんな話常連さんが入りに来てくれれば十分らしいんだよね」

「はー……なるほど」

　士道は感かん嘆たんするように小さくうなずいた。趣味人のおばあちゃんと常連さんのおかげで温かいお風呂にありつけるのだ。感謝せねばなるまい。

「でもそっか、士道も行ったことあったんだね、あの銭湯」

「ああ、随分昔だけどな。あの頃はまだ琴里も小さかったから、『おにーちゃんと一緒に入る！』ってきかなくて──ぐえッ!?」

　士道は言葉の途と中ちゆうで珍ちん妙みような悲鳴を上げた。突然背中に鋭するどいキックが叩たたき込まれたのである。犯人は考えるまでもない。──琴里だ。

「こ、琴里、てめ、何すんだよ！」

「うるさいっ！　何適当なこと言ってくれてんのよ！」

　琴里が顔を真っ赤にしながら叫び、ふんと息を吐はいてのしのしと歩いていってしまう。適当も何も、士道が言ったことは純然たる事実だったのだが……また蹴られそうなので黙だまっておいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、士道」

「ああ……」

「さっきから気になってたんだけど、なんか琴里ちゃん、いつもと雰ふん囲い気き違ちがわない？　反はん抗こう期……？」

「あー……まあ、そんなもんだ」

　心配そうに言ってくる凜祢に、適当に返す。

　実際琴里はつけているリボンの色によって強固なマインドセットを自分に施ほどこしているのだが……まあ、その辺は説明するとややこしいことになりそうだった。

　と、どれくらい歩いた頃だろうか、なぜか妙みように戦せん慄りつした面持ちの十香が、士道の腕うでをつついてきた。

「シドー。……やはりもう一度しっかりと準備をした方がよいのではないか？」

「ん？　何か忘れ物でもしたのか？」

　士道は首を傾げ、十香に視線をやった。十香や四糸乃の持ち物は家を出る前に凜祢と琴里に確かく認にんしてもらったのだが……何か見落としがあったのだろうか。

　しかし十香は、ぶんぶんと首を振ふった。

「忘れ物以前の問題だ。このような軽装では、いざというとき生き残れんぞ」

「えっ？」

「ぬ？」

　十香の言っていることが今ひとつわからず、眉まゆをひそめると、十香も同じように困こん惑わくした顔で士道を見返してきた。

「……今から戦せん闘とうに赴おもむくのではないのか？」

「イントネーションが違う。銭湯ってのはまあ……簡単にいうとでっかいお風呂のことだよ」

「大きな風呂……温泉か!?」

　十香が目を見開き、驚おどろいたような声を発する。家で準備をしているときからやけに険しい顔をしていると思ったら、ずっと勘違いをしていたらしい。

「いや、温泉とはまた違うんだけどな。ま、行ってみればわかるさ」

「むう……そうか、大きい風呂か。うむ、それは、なんだ、いいと思うぞ！」

「おう。楽しみにしてな」

　士道はうなずき、視線を前方に戻した。士道の記き憶おくが確かなら、そろそろ件くだんの銭湯に着くはずである。

「あれ？」

　と、そこで前方を歩いていた凜祢が不意に声を発した。

　不思議に思った士道だが……理由はすぐに知れた。士道の記憶通り、前方に古めかしい銭湯が見えてきたのだが、その前に、一人の少女が立っていたのだ。

　肩かた口ぐちをくすぐる髪かみに、端たん整せいな、しかし表情のない顔。士道のクラスメート、鳶とび一いち折おり紙がみである。

　偶ぐう然ぜんそこを歩いていたという感じではない。まるで、その場所で誰だれかを待っていたかのような様子だ。

「むっ」

「ひっ……」

「…………」

　彼女の顔を確認した瞬間、皆みながぴくりと表情を動かした。十香が不ふ機き嫌げんそうに腕組みし、四糸乃が士道の後ろに身を隠かくし──琴里が、何やら複雑そうに眉をひそめる。

　何かと皆と因いん縁ねん深い少女である。実際、折紙に敵対心や苦手意識を持っていないのは、この中では士道と凜祢くらいのものだった。

「折紙？　なんでこんなところに」

　士道が問うと、折紙は手にしていたポーチを掲かかげてみせた。

「部屋のお風呂の給湯器が壊こわれてしまったので、銭湯にきた」

「え……？」

　士道は思わず眉根を寄せた。まさか、四糸乃の余波が折紙の家まで……？

　しかし、すぐに思い直す。折紙の住んでいるマンションは、確か士道の家から相当離はなれているはずだ。もしそんなところまで被害が及およんでいるとしたなら、もっと大きな騒そう動どうになっているだろう。

「そ、そうか……偶然だな」

「偶然」

　折紙がこくりとうなずく。

「ところで……折紙のマンションの近くにはもっと大きな健康ランドがあった気がしたんだが、なんでわざわざこっちの銭湯に？」

「気分」

「……なんで銭湯の前で立ち止まってたんだ？」

「鳶一家には、銭湯に入る際は一いつ旦たん立ち止まらねばならないという教えがある」

「…………」

　士道は無言でぽりぽりと頰ほおをかいた。いろいろと腑ふに落ちないことはあったが……まあ詮せん索さくしても仕方ないだろう。折紙がいつどんな理由で銭湯に来ようと、それは折紙の自由である。

　とはいえ……折紙もお風呂に入りにきたとなると、無む性しように女湯の方が不安になるのだった。

　何しろ折紙は陸上自衛隊対精霊部隊ＡＳＴ──要は、十香たち精霊を倒たおすことを目的とした組織に所属している魔術師ウイザードなのである。言うまでもなく十香とは犬けん猿えんの仲であるし、四糸乃もまた、折紙を怖こわがっているところがある。琴里に至っては、ついこの前大立ち回りを演じたばかりだ。そんな面子メンツが仲良く入浴している絵え面づらなど、まったく想像できない士道だった。

　だが、

「わっ！　鳶一さんもお風呂なんだ。ね、一いつ緒しよに入ろう？」

　凜祢が屈くつ託たくのない笑え顔がおでそう言って、折紙の手を取る。十香、四糸乃、琴里が目を丸くした。

「あ……ごめんなさい。一人で盛り上がっちゃって。迷めい惑わく……だったかな？」

　折紙の反応がないのを不安がってか、凜祢が上うわ目め遣づかいになりながら尋たずねる。すると折紙はしばしの無言のあと、小さく吐と息いきをした。

「……別に。構わない」

「！　やったぁ！　ね、みんなもいい？　一緒の方が楽しいもんね」

「し、しかしこやつは……」

　十香が眉をひそめ、折紙を指さす。だがその瞬しゆん間かん、凜祢が悲しそうな顔になるのを見て、「う……っ」と息を詰まらせた。

「駄だ目め……かな？」

「う、うむぅ……」

　十香は困り切った様子でうなると、頭をわしわしとかき、再び折紙に指を突つきつけた。

「勘かん違ちがいするな!?　凜祢が言うから仕方なくだぞ！」

「…………」

「この……！」

　折紙がぷいっと顔を背そむける。無論のこと十香はいきり立ったが、凜祢によしよしと頭を撫なでられると、「うぐ……」とうなり、どうにか矛ほこを収めた。

「はは……」

　どうやら、凜祢がいれば安心のようだった。士道は苦く笑しようしてから皆を促うながし、銭湯に入っていった。

　そして番台に座っていたおばあちゃんに人数分の入浴料を支し払はらい、男湯の方に足を向ける。

「じゃあみんな、またあとでな。一時間後にここでいいか？」

　言いながら手を振ると、皆がそれに応ずるように首しゆ肯こうしてきた。

「うん、じゃあね、士道」

「うむ。ではまた後ほどだ」

「はい……」

「覗のぞくんじゃないわよ。家でならいざ知らず、こんなところでやったら一瞬で豚ぶた箱ばこコースだからね」

「家でもやっとらんわ！」

　琴里の軽口に返し、やれやれと息を吐きながら『男』と書かれた藍あい色いろののれんをくぐっていく。

　と、そこで。

「…………」

「……えと、何してるんですか折紙サン」

　士道のあとにぴったりとくっついて男湯の脱だつ衣い所に足を踏ふみ入れてきた折紙に気づき、頰に汗あせを垂らす。

「気にしないで」

「気になるわっ！」

　士道が叫さけぶと、のれんがバサッと翻ひるがえり、泡あわを食った様子で十香が男湯に入ってきた。

「鳶一折紙！　何をしている！　貴様はこちらだろう！」

　だが折紙は慌あわてるでも悪びれるでもなく、至し極ごく落ち着いた様子で十香を見返した。そしてビッと十香を指さし、言う。

「──変質者」

「な、なんだとっ!?」

　さすがに予想外だったのだろう、十香がその不ふ名めい誉よ極きわまる呼こ称しように肩を揺ゆらす。しかし折紙は、淡たん々たんとした様子であとを続けた。

「あなたは女。なのに男湯に入ってきた。異性が衣服を脱ぬぎ局部を晒さらすこの脱衣所に足を踏み入れた。この上なく破は廉れん恥ち。ピーピング十香」

「ぐ、ぐぬぬ……っ」

　十香は悔くやしそうにうめき──すぐにハッと目を見開いた。

「待て！　貴様だって入っているではないか！」

「私は士道の付き添そいなので問題ない」

「ふ、ふざけるなッ！」

　と、十香が折紙に飛びかかろうとしたところで、今度は凜祢が入ってきた。

「はいはい二人とも、銭湯に迷惑かけちゃ駄目だよ」

「凜祢!?　し、しかしこやつが……！」

「あなたには関係の──」

　言いかけたところで、凜祢が二人の手をがっしと摑つかんだ。

「だ・め・だ・よ？」

「う、うぬ……っ」

「…………」

　十香と、未練がましい視線を士道に送る折紙が、凜祢の手によって女湯の方に連行されていく。なんだか幼よう稚ち園えん児じと引いん率そつの先生みたいだなあと思う士道だった。

　この凜祢という少女、性格は穏おだやかで物もの腰ごしも柔やわらかいのだが……それだけに彼女に窘たしなめられると、なんだかとても悪いことをしているような気分になるのだ。

　どうやらそれは十香や折紙も例外ではないらしい。世界を殺す災さい厄やく『精霊』と、人間を超こえた人間『魔術師ウイザード』が、揃そろって何も言えずに連れていかれるというのは、なんだか不思議な光景だった。

「ったく……」

　士道は小さく息を吐はきながら、改めて脱衣所の中を見み渡わたした。もし人がいたなら、騒々しくしたことを詫わびねばなるまい。

　だが、その心配は無用のようだった。見る限り、士道以外に人ひと影かげはなく、脱衣カゴも使われていない。どうやら男湯には今、士道一人しかいないらしい。

　幸いなことに、四糸乃の冷気はそう広い範はん囲いに影えい響きようを及ぼしたわけではなかったようだ。もし広範囲にわたって水道管が凍とう結けつしていたなら、お風ふ呂ろが使えなくなった家の住人たちがもっとここを訪おとずれているはずである。

「はは、貸し切り状態ってか」

　言いながら、士道は手近な脱衣カゴの前に立ち、服を脱いでいった。

　そして手早く脱衣を終え、タオルを片手に、風呂場に歩いて行く。扉とびらを開けると、もわっと白い湯気が視界いっぱいに広がった。

　相当年数の経たっている建物のはずだが、中は存外綺き麗れいに保たれている。ずらりと並んだ洗い場の先に広い湯船が見え、壁かべには富士山が描えがかれていた。

　やはり、風呂場にも客の姿はない。士道は適当な洗い場で身体からだを洗うと、湯船に歩いていって身体を浸つからせた。

「あぁー……」

　畳たたんだタオルを頭にのせながら、年寄り臭くさい声を響ひびかせる。

　湯は少し熱めだったが、水風呂に浸かり夜道を歩いてきた士道にはむしろ心地ここちよかった。背を壁につけて手足をぐぐっと伸のばす。弛し緩かんした関節にじんわりと熱が染しみ渡るような感覚。これも、自宅用のバスタブではできない贅ぜい沢たくである。

「あー……気持ちいい。身体伸ばせるってだけでこんなに違ちがうのか。広い風呂ってのもいいもんだな」

　と、士道が独り言を呟つぶやいていると、背を預けている壁の方から、何やらガラガラっという音が聞こえてきた。

「ん……？」

　不ふ審しんに思い辺りを見回すが……その原因はすぐに知れた。

『おおっ、本当に広いな！　とうっ！』

『あっ、駄目だよ十香ちゃん。みんなが入るお風呂なんだから、身体を洗ってから、ね？』

『ぬ、うむ、そうだったな！』

　ぺたぺたという足音に次いで、くぐもった声が聞こえてきたのである。どうやら女湯の物音や声が、こちらまで響いてきているらしかった。

「な……おいおい、壁薄うすすぎだろここ……」

　士道が頰ほおをかきながら眉まゆをひそめていると、壁の向こうの女子軍が身体を洗い終え、風呂に入ってきたようだった。琴里の声が反響してくる。

『あー、いいお湯ね。今日はお風呂抜ぬきになると思ってたから特に』

『す、すみません……』

『だから、気にしないでって。むしろ四糸乃のおかげでここに来れたってことでいいじゃない』

『そうだよ四ー糸乃。みんなでお風呂楽しいじゃなーい』

『う……うん、そうだね、よしのん』

『ほらほら、せっかくだからみんなの光子力ミサイルをよーく観察しておくんだよー？　敵情視察は重要だし、明確な目標があると成長しやすいっていうじゃなーい？　そうねー、よしのん的オススメは、形と大きさは十香ちゃん、触さわり心地は──』

『……っ！』

　四糸乃が息を詰つまらせると同時、何やらぱしゃぱしゃという音が響き、それきり『よしのん』の声が聞こえなくなった。

『す、すいません……、よしのんが変なことを……』

　四糸乃が焦あせったように言うと、あははっという朗ほがらかな笑い声が聞こえてきた。──凜祢だ。

『いいってば。女の子だけなんだし。それに実際……』

『ぬ、どうした凜祢』

　凜祢が言葉を切ったかと思うと、十香の不思議そうな声が聞こえてくる。
















『……改めて見てみると、なんていうか、十香ちゃん本当にすごいなあって……』

『すごい？　何がだ？』

『いや、それは……ほら、ねえ』

　凜祢が言うと、他の面子メンツが皆みなうなずく様子がわかった。

『ぬぅ、一体何なのだ？　皆で何を納なつ得とくしてい……るッ!?　な、なぜお湯を飛ばしてくるのだ鳶一折紙！』

『別に』

『おのれ貴様、許さんぞ！』

『ふふ、まあ落ち着いて落ち着いて。ほら、鳶一さんも。鳶一さんだってスタイルいいじゃない』

「…………」

　なんだろうか、妙みように顔が熱くなるのを感じる士道だった。

　きっと風呂が熱すぎるせいだろう。士道は頭の中でそう結論づけて、ぬるめの湯が張られている浴よく槽そうに向かおうとした。

　しかし、そこで。

『ねえ……みんな。ちょっと話は変わるんだけど』

　凜祢が、静かにそう言った。

『──士道のこと、どう思う？』







「む……？」

　不意に凜祢が発した問いに、十香は目を丸くした。

　今女湯には、十香たち五人と一いつ匹ぴきしかいない。十香の右手に凜祢、左手に四糸乃、向かいに、なぜか風呂だというのにリボンをつけたままの琴里という配置で湯に浸かっており、そこから少し離はなれた位置で、折紙が壁に背をつけていた。

　そんな中、凜祢が先ほどの言葉を発したのである。

　十香はその質問の意図がよくわからず、首を傾かしげながら凜祢の方に目をやり、皆の反応を見るように順じゆん繰ぐりに視線を移動させていった。

　風呂に入っているのだから、無論のこと皆全ぜん裸らである。よく見てみると、服の上からではわかりづらかった各おの々おのの体型の違いが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　まず凜祢であるが、彼女はなんというか『ほにょほわっ』で『きゅっ』という感じで、抱だきつくと幸せな気分になりそうだった。そう。シルエットはほっそりしているのに、なんだか無む性しように『ほにょ』感があるのだ。その『ほにょ』感といったらもう、マシュマロに匹ひつ敵てきするレベルである。

　四糸乃はどちらかというと『ぷりょむ』からの『ぴちっ』だろうか。『ほにょ』感では凜祢に劣おとるものの、また違った魅み力りよくがある。まるでゼラチン多めで固められたゼリーのように、瑞みず々みずしい『ぷりょ』感があるのだ。

　反して琴里は、四糸乃と同じくらいの体格ながら、逆に『さらっ』ときて『ぷにゃっ』だろう。四糸乃がゼリーなら琴里の『ぷにゃ』感は歯ごたえのあるグミといったところだろうか。好みの差こそあれ、どちらも美味おいし……もとい、可愛かわいらしかった。

　最後に折紙であるが、『しゃすとん』、そして『しゅぱっ』という感じだ。たとえるならば爽そう快かい感かんのあるミント味のキャンディである。まこと不本意ではあるが、最悪の人間性に反して、彼女の身体は格好がよかった。華きや奢しやながらもほどよくついた筋肉が、『しゃっ』感を増しているのだ。

　しかし十香は、そこで思い直すように小さく首を振ふった。

　見慣れぬ自分以外の身体につい目がいってしまっていたが、今重要なのはそれではなく、凜祢の問いであったのだ。

「シドーのこと？」

　十香が首を傾げながら問うと、凜祢はいつもの如ごとく優やさしく微笑ほほえんだ。

「うん。十香ちゃんは、どう思ってるの？」

「どう……というと」

　十香はううむとうなりながらあごに手を当てた。すると、凜祢が微び笑しようのまま言葉を続けてくる。

「つまりね──十香ちゃんは士道のこと、好きなの？」

『……!?』

　なぜだろうか、凜祢がそう言った瞬しゆん間かん、皆の表情がぴくりと変わった気がした。

　だが、考え込まねばならないような問いではない。

「うむ、当然だ」

　大きく首しゆ肯こうして、続ける。

「──シドーは私を救ってくれた。シドーが私に居場所をくれた。今の私があるのは、シドーがいてくれたからだ。この恩は、一生をかけて返すつもりだ」

　十香が答えると、凜祢は「うーん」と頰をかいた。

「んー……そういう感じとはまたニュアンスが違うんだけどね。──じゃあ訊きき方を変えよっか。十香ちゃんは、士道といると楽しい？」

「うむ！　とても楽しいぞ！」

「士道と一いつ緒しよにいると、ドキドキしたりする？」

「ドキドキ……うむ、するな。なぜ知っているのだ？」

「ふふ、なんでだろうね」

　十香が言うと、凜祢は再びニコッと微笑んだ。そしてそのまま、十香の隣となりに視線を移動させる。

　そこには、髪かみをまとめ上げた四糸乃と、全身をビニールで覆おおわれた『よしのん』の姿があった。







「四糸乃ちゃんは……どう？」

「え……っ？」

　急に凜祢に話を振られ、四糸乃はビクッと肩かたを揺ゆらした。その際、押さえていた『よしのん』の口が自由になってしまう。

『ぷはっ、もー、何するのさー。ひどいなあ四糸乃ー』

『よしのん』が防水用のビニールウェアをくねらせながら不満を漏もらしてくるが、四糸乃はそれに返すこともできなかった。

　凜祢の質問。「どう？」とは……つまり十香にした質問と同じことを訊かれているのだろう。

　つまり……士道が好きか、と。

「わ、私は……その……」

　四糸乃はしどろもどろになりながら顔を真っ赤に染めた。好きか否いなかと問われたなら、それは、あれだが、この面子の中でそんなことをはっきりと言えるはずがない。

　と、そんな四糸乃の耳元に、『よしのん』が顔を近づけ、皆に伝わらぬくらいの声で話しかけてきた。

『凜祢ちゃん、攻せめてきたねー。負けちゃ駄だ目めだよ四糸乃。ここは一発、ガツンとかましちゃおう』

「そ、そんな……」

　言いながら、凜祢の方をちらと見やる。しっとりと濡ぬれた髪が張り付いた首元から身体からだに向けて、彼女の性格と同じく柔やわらかそうなラインが描えがかれていた。まさに「女の子っ」という感じの可愛らしい肢し体たいである。四糸乃に勝ち目なんてあるわけがない。

　次いで、四糸乃は十香に目を向け……ごくりと唾だ液えきを飲み下した。

　……完かん璧ぺき、だったのである。形のよい乳ち房ぶさに、柔らかいながらも引き締しまったウエスト。すらりと伸のびた脚あし。男性が想像する理想の女の子と、女の子が憧あこがれる理想の女の子のちょうど交点に位置する、造物主に愛されたとしか思えない身体。……嗚呼ああ、やはり、四糸乃なんかが挑いどめるような相手ではない。

　皆の輪から離れたところにいる折紙もまた、胸のサイズこそ十香に劣るものの、どこか狼おおかみを思わせるような、すらっと美しい身体をしている。二の腕うでやお腹なかがぷにっぷにな四糸乃ではとてもとても太刀たち打うちできない。

　四糸乃は縋すがるような思いで、自分の左手──琴里を見やった。

　前の二人よりはずっと四糸乃に近い体格をしている琴里である。実際、身長もスリーサイズもそう変わらないはずだった。……だが、その肌はだのきめ細かさといったらどうだろう。ほんのり桜色になった滑なめらかな肌の表面を、水すい滴てきがするりと落ちていく様といったら、思わず息を吞のむ美しさである。……なんだか泣きたくなってくる四糸乃だった。

　周りを見回してみて、皆と自分との落差に改めて愕がく然ぜんとする。やはりこんなメンバーの中で、凜祢の問いに「はい」だなんて言えるはずがない。適当に言葉を濁にごそうと、震ふるえる唇くちびるを動かそうとする。

　だがそのとき、煮にえ切らない四糸乃を見かねてか、左手の『よしのん』が身体をくねらせながら口を開いた。

『あー、四糸乃は自分からはあんまり言わないけど、士道くんのこと大好きよー？「十香さんは士道さんに話しかけられていいなあ」とか、「琴里さんは士道さんといつも一緒にいられていいなあ」とか、いーっつも言ってるし』

「っ!?　よ、よしのん……っ！」

　四糸乃は慌あわてて『よしのん』の口を押さえようとした。

　だが、『よしのん』はひらりと身をかわすと、さらに言葉を続ける。

『いやホントホント。今日は士道さんと手を繫つなげてよかったとか、明日あしたは何回お話できるかなとか毎晩のように聞かされるしー。士道くんちに行くときなんかは熱心にお洋服選んだり、鏡の前で笑え顔がおの練習を──』

「……っ！」

　四糸乃は顔を真っ赤にして息を詰つまらせると、右手で自分の左腕──要は『よしのん』の足元を押さえ、そのまま湯船の中に引きずり込んだ。

〈ラタトスク〉に拵こしらえてもらった、『よしのん』専用防水ビニールウェアを着ているため濡れることはないだろうが、途と端たんに『よしのん』の声が聞こえなくなる。

「え、えっと……その、き、気にしないでください……っ」

　四糸乃はあわあわとした調子で言い、再び顔をうつむけた。

『よしのん』の言ったことは全部でたらめ……とは言えなかった。……実際、どれも本当のことだったのである。

　だが、まさかこんなタイミングで皆みなにそれをばらされるとは思ってもいなかった。恥はずかしいやら恐おそろしいやらで頭がこんがらがり、目がぐるぐると回る。

「ふふっ、そっか」

　凜祢はそんな四糸乃の様子を見て微笑のまま小さく首肯すると、今度はその隣──琴里に目を向けた。







「…………」

　凜祢が十香や四糸乃と話している最中、琴里は周囲に目をやり、日ひ頃ごろは目にすることができない少女たちの裸ら体たいを観察していた。

　……なんというか、眼福である。同性の琴里でさえそう思うのだから、男──たとえば士道がこの輪の中に急に現れたとしたなら、もう大変なことになるだろう。

　だが、それは同時に、琴里にとって非常に深刻な問題をはらんでもいた。

　無言で、視線を数度下へ。そこには無論、一糸纏まとわぬ少女たちのたわわに実った二つの果実が鎮ちん座ざしている。

　まずは凜祢だ。正確に測ったわけではないが、琴里より一〇センチ弱上といったところだろうか。年ねん齢れい差三歳ということを考えれば、今後の展開次し第だいで到とう達たつ可能な領域だ。琴里の当面の目標は彼女ということができた。

　次に、十香。彼女の数値は、〈ラタトスク〉で詳しよう細さいに調べたためよく知っていた。バスト八四センチ。数字だけを見ると少し大きいかな、くらいだが、十香の場合身長との比率が曲くせ者ものなのだ。十香の身長から算出した平均値と比べると、実に三センチものアドバンテージを有している。琴里にとってはもはや怪かい物ぶつである。

　そんな中、一服の清せい涼りよう剤ざいが鳶一折紙だった。琴里と年が三歳離はなれ、身長差もあるというのに、数センチほどしかサイズが変わらないのだ。とはいえ無論彼女には、それを補って余りあるスレンダーな魅み力りよくがあるわけなので、油断はできないのであるが。

　……そして、最後。

　琴里の心をもっともざわつかせるのは、意外にも四糸乃だった。

　十香と同じように、琴里は四糸乃の身体データも詳細に計測していた。だからこそ、知っている。──四糸乃は、琴里よりも身長が一センチ低いというのに、バストサイズが一センチ大きいのである。ジーザス。なんてこった。神は死んだ。それを知ったときの琴里の衝しよう撃げきといったらない。その晩は〈フラクシナス〉のバーカウンターでファンタに溺おぼれたくらいだ。

　認めたくない事実。……琴里は今ここにいるメンバーの中で、『よしのん』の次に×乳（琴里の自尊心のため検けん閲えつ）さんだったのだ。

「──琴里ちゃんは？」

「……っ、な、何が!?」

　不意に問われて──琴里はビクッと肩を動かした。

　だがそこですぐに、十香や四糸乃にしていた質問が、琴里に回ってきたのだと理解する。

「別に。士道はただの兄よ。それ以上でもそれ以下でもないわ」

　ふふんと鼻を鳴らし、悠ゆう然ぜんと腕を組みながら返す。きっぱり言い切ってしまえば、凜祢もそれ以上追つい及きゆうはしてこないだろう。

　だが、琴里がそう言った瞬しゆん間かん。湯船に浸つかっていた凜祢、十香、四糸乃が、一様に『えっ？』という顔をして琴里を見てきた。

「な、何よ、その顔は……」

　すると皆が顔を見合わせてから、再び琴里に目を向けてくる。

「だって……ねえ」

「何を言っているのだ？　琴里はシドーが大好きではないか」

「えと……私も、そうかと思ってました……」

『んもー、琴里ちゃんたら素す直なおじゃないんだからー』

「んな……ッ」

　琴里は頰ほおを真っ赤に染めて目を見開いた。

「じ、冗じよう談だんはよしてよね！　誰だれもそんなこと言ってないでしょ！」

　ぱしゃん！　と水面を叩たたきながら抗こう議ぎの声を上げる。日頃あれだけ士道に対してクールに振ふる舞まっているというのに、なぜ彼女たちからそんな感想が出てくるのかが理解できなかった。

　しかし、皆は琴里のそんな反応こそが理解できないといった様子で、さらに訝いぶかしげな顔をしてくる。凜祢が新たな意見を求めてか、んー、と小さくうなってから折紙の方を向いた。

「鳶一さんはどう思う？　琴里ちゃんのこと」

「…………」

　問われると、折紙はゆらりと琴里の方を一いち瞥べつしてから、凜祢に視線をやった。

　その視線に反応して、琴里は小さく眉まゆを歪ゆがめた。誤解ということで決着がついたとはいえ、折紙は一時、琴里を両親の仇かたきと疑っていた時期があったのだ。互たがいの間に、複雑な感情が介かい在ざいするのは否定できなかった。

　そんな事情を知るはずもない凜祢が折紙に声をかけたのは仕方ないにしても──折紙が何らかの回答を返してくるとは考えづらかった。琴里は小さく息を吐はくと凜祢の方に向き直り──

「士道はロリコンとシスコンを自じ称しようしていた。五河琴里は乗り越こえねばならない大きな障害の一つ」

　不意に折紙が放った言葉に思わず咳せき込んだ。

「な、なにを……！」

　言いかけたが、思い当たる節がないでもなかった。確か、折紙に士道を嫌きらってもらおうと逆デートを企くわだてたとき、士道にさせた発言の一部だ。……まあ、結果は見ての通り失敗に終わったのであるが。

　とはいえ、〈ラタトスク〉のことを凜祢や折紙に知られるわけにいかない以上、そのときの真相を琴里が明かすわけにもいかなかった。弁明しようとしてぐっと堪こらえる。

　だがその発言に驚おどろいたのは琴里だけではなかった。凜祢が目を丸くし、口をぽかんと開ける。

「えっ、な、し、士道がそう言ってたの……？」

「そう」

「冗談とかじゃなくて？」

「真しん剣けんな眼まな差ざしで」

「…………」

　凜祢はしばしの間黙だまり込むと、がしっと琴里の肩かたを摑つかんできた。

「ねえ、琴里ちゃん。お風ふ呂ろ上あがりに士道の視線を感じるとか、やたら身体を触さわろうとしてくるとかあったら、いつでもうちに泊とまりにきていいからね？」

「なんでそうなるのよっ！」

　琴里が頰を染めながら叫さけぶと、凜祢は苦く笑しようを浮うかべた。

「あはは……冗談冗談。さすがに士道もそこまでしないよね……？」

　なんだか自分に言い聞かせるようにそう言ってから、凜祢は次いで折紙に目を向けた。







「鳶一さんは……どう？　士道のこと、どう思ってる？」

「生しよう涯がいの伴はん侶りよ」

　間かん髪はつ入れずに答える。すると凜祢が驚いたように目を丸くし、同時に琴里と十香が「な……っ」と眉をひそめた。ちなみに、四糸乃はボンッと顔を赤くして口元までを湯に浸け、ぶくぶくーと泡あわを発していた。

「ち、ちょっと待ちなさいよ！　何勝手なこと言ってるの!?」

「そうだ！　ふざけるのも大たい概がいにするのだ！」

　琴里と十香がいきり立つように声を上げてくる。

　が、どんな反応をされようと、他ほかに言いようがなかったし、言葉を撤てつ回かいするつもりもなかった。士道は折紙と将来を誓ちかい合った恋こい人びと同士なのだ。

　とはいえ無論、油断はできない。凜祢に、十香に、琴里に、四糸乃。今風呂に浸かっている面子メンツは、皆虎こ視し眈たん々たんと士道を狙ねらっている狡こう猾かつな女め狐ぎつねたちなのだ。いくら士道が折紙への愛を貫つらぬこうとしても、彼女たちが卑ひ劣れつな妨ぼう害がいをしてくるのは目に見えていた。

　折紙は凜祢に目を向け、心中で歯は嚙がみした。きっとこの女、幼なじみというポジションをフル活用して不意を衝つき、その肢し体たいを使って純じゆん朴ぼくな士道を籠ろう絡らくするつもりに違ちがいない。日頃見慣れていたはずの幼なじみが、不意に見せる女の顔に士道はドキドキである。穏おん和わそうな顔をしてなんと恐おそろしい女だろうか。まるで女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もである。

　次いで折紙は、最も憎にくらしく、最も鬱うつ陶とうしい女に目を向けた。夜や刀と神がみ十香。折紙の士道に無許可でベタベタくっつく害虫である。

　普ふ通つうに考えれば士道がそんな女に振り向くはずはないのだが……問題は、その見目の麗うるわしさと、胸むな元もとにぶら下がった下品な脂し肪ぼうの塊かたまりだった。士道の男としての本能を衝いた、卑劣極きわまる手段である。細心の注意を払はらわねば、士道はその胸に引き寄せられ、そのままパクッと食べられてしまうだろう。なんと忌いまわしい。まるでチョウチンアンコウのような女だ。

　反して、そういった武器を持っていないにも拘かかわらず、強きよう烈れつな存在感を示す女がいる。そう。『義理の妹』五河琴里だ。

　むしろ、凜祢のふかふかボディや十香の備えた二つの提ちよう灯ちんよりも、彼女の発展途と上じようボディをこそ注意すべきなのかもしれない。何しろ士道はロリコンとシスコンを自称しているのである。一いつ緒しよに暮らしている中で間違いが起こってしまう可能性も十分あった。日常に潜ひそむ脅きよう威い。まるでカメレオンだ。

　同じ理由で、〈ハーミット〉四糸乃も油断できなかった。琴里とはまた異なる、マニア受けしそうなぷにぷにの肉体。こんな凶きよう器き、何があっても士道の前に晒さらすわけにはいかない。

　しかもその気弱そうな外見がまた曲くせ者ものだった。こういう女が一番恐ろしいのだ。男心をくすぐる術すべを心得ている。まるで食虫植物。怪かい奇きウツボカズラ女である。

　しかし。折紙は首を振った。どんな女が相手だろうと、士道を渡わたすわけにはいかない。

「士道は私の運命の人。何があろうとそれは変わらない」

　折紙が言うと、琴里と十香がまたも反論してこようとした。

　が、凜祢が手を広げてそんな二人を制すると、皆みなのときと同じように微笑ほほえんでみせた。

「そっか。鳶一さんも好きなんだね、士道のこと」

「…………」

　折紙は無言でうなずいたのち──凜祢に睨にらむような視線を送った。

「なぜ、急にそんなことを訊きくの？」

「え？」

　折紙に訊たずねられ、凜祢が目を丸くする。

　どうやらその疑問は十香や琴里、四糸乃も持っていたらしい。とりあえず折紙への抗議を止やめ、凜祢に目を向けた。

「ええと……別に深い意味はないんだけどね。女の子だけで集まる機会もあんまりないし、せっかくだからと思って」

「そう」

　折紙は深く追及もせず、そう言った。実際、女子高生が色恋の話を始めるのに明確な理由などはないだろう。

　だが、一つ無視できないことはあった。静かに唇くちびるを開く。

「──それで、あなたはどうなの。園神凜祢」







「え？」

　折紙の質問を受けて、凜祢が素すっ頓とん狂きような声を上げる。どうやら、自分にその問いが返ってくるとは思っていなかったらしい。

　だが、それは十香にとっても興味深い問いだった。こくりとうなずき、口を開く。

「うむ、確かに凜祢の答えはまだだったな。どうなのだ？　凜祢は、シドーのことをどう思っているのだ？」

　十香が不本意ながら折紙に同調するように言うと、琴里と四糸乃も興味深そうにうんうんとうなずいた。

　凜祢が、困ってしまったような笑えみを浮かべながら頰をかく。だが、やがて皆の視線の前に折れたのだろう、小さく息を吐くと、ゆっくりと唇を動かしてきた。




「──好きだよ。もちろん」




　言って、いつものように優やさしげに微笑む。

　その反応を見て、折紙と琴里が唇を引き結び、四糸乃がさらに頰を赤くしてまじまじと凜祢を見た。

　十香としては……まあ、別にさほどの驚きはなかった。凜祢が士道を大切に思っているのは、日々の様子を見ていればなんとなく察しが付いていたし、十香は凜祢のことも大事な友人と思っている。そんな凜祢が十香と同じように士道を好いていてくれるのは、とても喜ばしいことのはずだった。

　だが──なぜだろうか。

「む……」

　頭ではそう理解できていても……凜祢の口からその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、なんだか胸の中を猫ねこじゃらしでくすぐられるような、奇き妙みような感覚が生まれたのである。

「念のため訊いておく」

　と、折紙が凜祢の顔をジッと見み据すえながら、言葉を続ける。

「それは、幼なじみとしてではなく、男として、という意味？」

　その問いに、皆が一いつ斉せいに息を吞のむ。

　凜祢はしばしの間考えを巡めぐらせるように視線を上にやってから、それに答えた。

「うーん……どっちも、かな」

「そう」

　折紙が短く言って、小さくうなずく。

「それならば、あなたも私の敵。士道は絶対に渡さない」

「な……」

　折紙の言葉に、十香は眉をひそめた。二人の間で交かわされたやりとりはともかくとして、「士道は絶対に渡さない」という点は聞き過ごせなかった。湯船から立ち上がり、折紙に食ってかかろうとする。

　だが、その行動はすんでのところで止められた。

　凜祢が手を広げて十香と折紙の間を遮さえぎりながら、否定を示すように首をゆっくりと横に振ふったからだ。

「ううん、そういうことにはならないと思う。どっちも、っていうのは、どっちも兼かねてるってことじゃなくて……どっちにもなれるって意味に近いから」

「……どういうこと？」

　折紙が怪け訝げんそうに返す。すると、凜祢はまたもうっすらと笑みを浮かべながら続けた。

「私はね、士道が好き。大好き。もしかしたら、この中で一番かもしれないくらいに」

「……っ」

　凜祢の言葉に、十香は息を詰つまらせた。

　それは折紙や琴里、四糸乃も同じだったらしい。皆が表情をぴくりと動かし、否定の声を上げようとしてか唇を動かしかけた。

　だが、それよりも早く、凜祢があとを続けてくる。

「もし士道が私を求めるのなら、私はその全すべてに応じるよ。恋人になって、キスをして、交わって、結けつ婚こんをして、士道が望むだけ子供を産んで、一緒に老いていくつもり。──でも、もし士道が他の人を選んだとしても、私は構わないの」

「……とても信じられない」

　折紙が言うと、凜祢はさらに笑みを濃こくした。

「ふふ、そうかもね。でも、本当だよ？」

　言って、指をピンと立てる。

「たとえば──士道が鳶一さんと結婚したいと思ったなら、私は心からそれを祝福する。もちろん、それは他の人でも同じ。士道が十香ちゃんを選んでも。琴里ちゃんを選んでも、四糸乃ちゃんを選んでも、あるいは私の知らない誰だれかを選んでも」

　凜祢が、続ける。

　まるで、歌うように。

「もちろん、誰も選ばなくても構わない。逆に、全員を手に入れたいっていうならそれも応おう援えんするよ。士道が幸せなら、私はなんでもしてあげる。士道が望むなら、私がなんでも叶かなえてあげる。私は士道の幼なじみでも、恋人でも、妻でも、妹でも、姉でも、母でも、娘むすめでも、上司でも、部下でも、敵でも、仇かたきでも、他人でも、構わないの。──士道が幸せなら、それで」

「凜、祢……？」

　十香は微かすかに眉まゆをひそめ、凜祢の名を呼んだ。

　表情が変わったわけでもない。声が変わったわけでもない。口調が変わったわけでもない。

　だというのに──十香は一瞬、凜祢の優しい笑顔に、何か恐きよう怖ふのようなものを覚えてしまったのである。

　熱いお風ふ呂ろに入っているというのに、背筋に冷たいものが走るかのような感覚。

　凜祢の言動が怖こわいだとか、気持ち悪いと思ったわけではない。そんなものより、もっと異質で、もっと根元的な──

「あ……」

　と、凜祢が皆の表情に気付いたかのように小さく声を発した。その瞬間、今し方感じていた妙みような感覚が噓うそのように消え去る。

「……あ、いけない。ちょっと話し過ぎちゃったかな。ごめんねみんな。一人で盛り上がっちゃって。──でも、士道が誰を選んでも文句はないっていうのは本当だよ」

　そして、あははと苦く笑しようする。張り詰めていた空気がとけ、皆が息を吐はくのがなんとなくわかった。

　だが、

「──今度は、注意しないと」

「ぬ……？」

　十香は小さく眉まゆ根ねを寄せた。他の皆は気付いていないようだったが、凜祢が何かを言うのが聞こえたのである。

　しかし、十香がそれを凜祢に訊ねるより早く、壁かべ際ぎわにいた折紙が声を発してきた。

「……あなたの価値観は不可解。しかし、士道の幸せを願うというただ一点においては、私も同じ気持ち。──安心してほしい。士道はきっと、私が幸せにする」

「ち、ちょっと待て！」

　十香はたまらず、凜祢に向けかけていた顔を折紙の方にやった。

「勝手に決めるな！　貴様がシドーを幸せにできるはずがない！」

「では、誰なら幸せにできるというの」

「それは……わ、私なら──」

「はっ」

　十香が言いかけると、折紙がやれやれといった様子でため息を吐ついた。

「あなたには不可能。あなたには欠けつ陥かんしかない。あなたのような女を伴はん侶りよにしたなら、士道は一生苦しむことになる」

「な、なんだと!?」

　十香はぱしゃりとお湯を弾はじきながら、折紙に向かって足を踏ふみ出した。







「凜祢……？」

　壁の向こうから断だん片ぺん的に漏もれ聞こえてくる言葉を聞いて、士道は困こん惑わくしたように表情を歪ゆがめた。

　先ほどまで、まさかのガールズトークを耳にしてしまい、顔を真っ赤にしていた士道だったのだが……凜祢が話し始めてから、何だか女湯の様子が変わったように感じたのである。

「何……言ってるんだ？」

　ごくりと唾だ液えきを飲み下す。

　明らかに、凜祢の様子がおかしかったのである。

　まるで何かに取り憑つかれたような調子で、滔とう々とうと士道への想おもいを語っていく。だがその内容は、思わず眉をひそめてしまうようなものだったのである。

　──士道が幸せならば、構わない。

　そんな、献けん身しんというには度の過ぎたことを言い始めたのだ。

　先ほど、確かに凜祢は、士道のことを好きと言ってくれた。

　士道が望むのなら恋こい人びとになり、結婚もすると言った。

　とはいえそれは、幼なじみ特有の軽口のようなものだろうとすぐに察しが付いていた。実際、凜祢は小さい頃ころから、ことあるごとに「士道のお嫁よめさんになる」みたいなことを言って──

「……あれ？」

　頭の中に静電気が走るかのような感覚が生まれ、士道は額を押さえた。

　先刻。凜祢が五河家を訪ねてきたときと似たような感覚。昔のことを思い出そうとした瞬間、急に思考にノイズがかかったのである。

　否いな──より正確に言うのであれば。

　昔のこと……ではなく、凜祢と過ごした日々の記き憶おくを思い起こそうとすると、その感覚が襲おそってくるのだ。

「なんだ……これ」

　凜祢は、幼なじみで、ずっと士道の家の隣となりに住んでいたはずだ。そう。それこそ一〇年以上は前から。学校もクラスもずっと同じで、毎朝一いつ緒しよに登校していた。確か士道が来らい禅ぜん高校を志望したのだって、凜祢が行くと聞いたから……だった、気が、する。

「そう……だよ、な？」

　士道は自問するかのように呟つぶやいた。曖あい昧まいなビジョン。覚えているはずなのに、覚えていない気がする。知っているはずなのに、知らない気がする。

　だが、凜祢という少女が存在しているのはまぎれもない事実なのである。間ま違ちがっているとすれば、それは士道の……

『ちょっと、十香！　落ち着きなさい！　こんなところで──』

　と、そこで、壁の向こうから琴里の声が聞こえてきて、士道はハッと顔を上げた。何やら、女湯でいざこざが起きているらしい。琴里の声に被かぶって、十香と折紙が言い合いをするような声が聞こえてきた。

「あ──」

　しかし。士道はさらに激しい頭痛に襲われ、顔をしかめた。

　何が起こっているのかは気にかかったが、琴里の声を聞いた瞬間、とあることが思い起こされたのである。

　──琴里は五年前、ノイズのような『何か』によって霊れい力りよくを与あたえられ、精霊にされた。

　そして、当時士道たちの住んでいた街に大火事を起こしてしまったのである。

　そう。士道たちは五年前まで、今の家とは別の場所に住んでいたのだ。ならば、凜祢は……？　凜祢も士道たちと同じように、南なん甲こう町から今の場所に引っ越こしてきたのだったろうか？　偶ぐう然ぜんまた、隣の家に？

「ぐ……」

　思考にかかったノイズが大きくなっていって、士道は苦しげにうめいた。……どうしても、思い出せない。何か重要なことがある気がするのだが、どうしてもそれ以上は記憶が探さぐれなかった。

　と──

『おのれ、言わせておけば！　もう容よう赦しやせんぞ！』

　そんな十香の叫さけびが響ひびいたかと思うと、次いで何やら、みし、という音が聞こえ、壁にヒビが入った。

「え？」

　そして士道が目を見開き、そう言った瞬しゆん間かん、そのヒビはどんどん広がっていき──ついには、盛せい大だいに破は片へんを散らしながら、古めかしい壁に大きな穴があいた。

「な……っ」

　穴の向こうには、右手を拳こぶしの形にしてこちらに突つき出した十香の姿が見受けられた。どうやら十香が壁を殴なぐりつけ、崩ほう落らくさせてしまったらしい。

　それも大変な出来事ではある。恐おそらく何らかの原因で十香の精神状態が乱れ、霊力が逆流してしまったのだろう。

　だが今の士道にとっては、それすら些さ細さいな問題に過ぎなかった。

　理由は単純。当然といえば当然のことだったが、壁の向こうは女湯で、十香たちは士道と同じく入浴中であったわけだから──皆、その身に何も纏まとっていなかったのだ。

「うひあッ!?」

「なっ、シドー!?　なぜこんなところに！」

　慌あわてた様子で身を竦すくませ、両りよう腕うでで健康的な肢し体たいを覆おおい隠かくすようにしながら十香が叫んでくる。その後方には、同じく一糸纏わぬ姿の凜祢や琴里、四糸乃の姿があった。

　一瞬のうちに混浴状態である。士道はどうしたらいいのかわからず、あわあわと辺りを見回した。

　と、そうしていると、男湯と女湯の間にできた大穴からすすすっと人ひと影かげが越えつ境きようしてきて、士道の背にぴたっと張り付いた。──折紙だ。

「おッ、折紙!?」

「夜刀神十香に襲われている。気を付けて。あれは恐ろしい女」

「きッ、貴様！　何をしているのだ！」

　だが、そんな行動を十香が許すはずがなかった。胸むな元もとと下腹を手で覆い隠しながら、十香が叫びを上げてくる。

「獰どう猛もうな精霊から逃のがれるための緊きん急きゆう避ひ難なん。これは不ふ可か抗こう力りよく」

「誰だれが獰猛だっ！　そもそも貴様が──」

「士道。助けて」

　言うほどに切せつ迫ぱくした様子のない淡たん々たんとした声で言いながら、折紙がさらにぐぐっと身を寄せてくる。背に柔やわらかいものが触ふれ、士道は思わず顔を赤くした。

「ひ、ひゃっ！」

「鳶一折紙、貴様……ッ！」

　十香が歯を食いしばり、足を踏み出してくる。

　だが、両手で身体からだを覆い隠すという不自然な体勢で、不安定な足場の上を歩いたからだろうか、士道に至る寸前で盛大に足を滑すべらせ、そのまま士道の方に倒たおれ込んできた。

「わっ、わわっ！」

「……ッ!?」

　その際、慌ててバランスを取ろうとしてか、十香が手をジタバタさせたものだから、士道の目に、一瞬ではあるが、しっかとその美しい身体が映り込んだ。

　──もっとも、およそ二秒後には、頭部を十香の頭と湯船の底にサンドイッチされた士道は、その光景をあまり覚えていなかったのだが。




　　　　◇




　ひんやりとした空気が、湯上がりの火ほ照てった身体の表面を撫なでていく。

　あのあとどうにか事態を収め（といっても、士道は気を失ってしまっていたのであまり覚えていないのだが）、士道たちは銭湯から帰路についていた。

「シドー……すまん」

　背後から、十香のすまなそうな声が聞こえてくる。どうやら、まだあのことを気にしているらしい。士道は苦く笑しようしながらひらひらと手を振ふった。

「あんまり気にしすぎるなよ。挑ちよう発はつした折紙だって悪かったんだし」

「う、うむ……」

　言って、十香が小さくうなずく。

　銭湯の修しゆう繕ぜんは、〈ラタトスク〉が責任を持ってやってくれるということである。おばあちゃんは大層驚おどろいていたようだったが、まあ古くなってたしねぇ、と勝手に納なつ得とくしてくれたので大いに助かった。

　ちなみに今、夜道を歩いているのは、士道、十香、凜祢、琴里、四糸乃の五人だった。折紙は帰り道が違うということで、銭湯の前で別れたのだ。まあ、正確に言うと士道の家までついてこようとしていたところを、凜祢が説得したのではあるが。

　やがて五河家の前まで差し掛かかり、凜祢が隣の家へと足を向ける。

「じゃあ、また明日あしたね、士道」

「おう。今日はありがとな」

「ううん、こっちこそ。久々の銭湯、楽しかったよ」

「はは……そうだな。また機会があったらみんなで行ってみるか」

　と、何とはなしに士道が言うと、凜祢はふっと口元を弛ゆるませた。




「うん──そうだね。今度もきっと、行こうね」




「……？」

　その言葉に、士道は小さく首を傾かしげた。何だか少し言い回しが奇き妙みような気がしたのだ。

　だが、士道がその疑問を口にするより早く、凜祢は自分の家に歩いていってしまった。

「ま……いいか」

　どうせ明日また学校で会うだろう。そのときにでも訊きけばいい。

　士道はそう判断して、十香たちと一緒に家に戻もどっていった。



















「『デート・ア・ライブ』ヒロイン調査を行いますわー！」

　茫ぼう洋ようと広がる影かげの中。時とき崎さき狂くる三みが、高らかにそう宣言した。

　漆しつ黒こくの髪かみに白磁の肌はだ、そして時計のように時を刻む左目という、一目見たなら決して忘れ得ないような特とく徴ちようを有した少女である。今はいつものような霊れい装そうやドレスではなく、キャリアウーマン然としたスーツに身を包み、縁ふちの細い眼鏡をかけている。

「……むう」

　そんな狂三に、十とお香かは怪け訝げんそうな視線を向けた。

　否いな、十香だけではない。十香と同じくここに集められた面々は、皆みな同じような顔をしていた。

　左から順に、十香、四よ糸し乃の、琴こと里り、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、美み九く、七な罪つみ、そして折おり紙がみ。その全員が、馬ば蹄てい形けいのテーブルに着き、ジッと狂三を見つめている。

　しかし、それも当然だ。普ふ通つうに道を歩いていたら『影』の中に落とされ、突とつ然ぜんそんなことを言われて、ニコニコしていられるような者はそういるまい。

「……ヒロイン調査？　何なのよそれは」

　沈ちん黙もくを裂さいたのは琴里だった。苛いら立だたしげに腕うで組ぐみしながら、口にくわえていたチュッパチャプスの棒を小刻みに上下させる。

　その問いは、琴里以外の面々の頭の中にも浮うかんでいたことだった。同調するように、耶俱矢と夕弦が首しゆ肯こうする。

「そうだ。説明をせぬか説明を。我らをわざわざこのようなところに呼び寄せて、つまらぬ用事ではあるまいな」

「同意。そもそも『デート・ア・ライブ』とは」

「そこは説明が長くなりそうなので割かつ愛あいしますわ」

　夕弦の言葉に、狂三が「しいっ」と指を一本立てる。……正直そこが一番気になるところだったのだが、なぜだか深く聞いてはいけない気がした。

「で、それって具体的に何をするんですかー？」

　美九が小さく手を挙げながら問う。すると狂三が、かけていた眼鏡の位置をクイと直しながら口を開いた。

「読んで字の通り、ですわ。『デート』はもう一一巻。短編集まで含ふくめると実に一四冊。士し道どうさんの周りには精霊さんが日増しに増えるばかり……。少々、ヒロインが多すぎるとは思いませんこと？」

　どこか芝しば居いがかった調子で、狂三がすらすらと文言を並べ立てる。

「このままでは士道さんも大変。我々も一人当たりの出番が減るばかり。今回のように一度にたくさんのキャラクターが登場するときは、外見描びよう写しやさえ省略される始末……」

「……最後のがよくわかんないんだけど……」

　端はしの席に座っていた七罪が半眼で言うも、狂三は聞いていないようだった。オーバーリアクション気味に手て振ぶりを交えながら、あとを続ける。

「──今日集まっていただいたのは他ほかでもありませんわ。今日は、皆さんが本当にヒロインに相応ふさわしいかを調査し、人員整理をさせていただこうと思っておりますの！」

『な……!?』

　狂三の宣言に、精霊たちは一いつ斉せいに息を詰つまらせた。

　そんな反応を楽しむかのように、狂三がくすくすと笑う。

「ああ、もちろん調査の結果ヒロインと認められれば、今まで通りシリーズに登場していただいて構いませんので、ご安心くださいまし」

「ちょっと待ちなさいよ。何勝手なこと言ってるの！」

　狂三の言葉に、琴里がテーブルを叩たたきながら立ち上がった。

　しかしそれも当然である。ヒロインと認められれば……ということは、万一ヒロインと認められなかった場合は、今までのように士道の側そばにいられなくなるということだ。

「ふざけるんじゃないわよ、なんであなたにそんなこと決められなきゃならないの！　一体何の権限があってそんな──」

　しかし、狂三は不敵に笑うと、クリップボードにペンを走らせるようなジェスチャーをしてみせた。

「あらあら、いけませんわよ、琴里さん。調査員への反はん抗こう的な態度は減点対象ですわ」

「な……っ!?」

　琴里は肩かたを揺ゆらすと、頰ほおに汗あせを垂らした。だがそれも無理からぬことだろう。今の狂三には、いつもの彼女とはまた違った凄すごみというか、有う無むを言わせぬ威い圧あつ感かんがあったのである。

「こ、琴里さん……」

　琴里の隣となりに座っていた四糸乃が、微かすかに震ふるえた声で言う。琴里は悔くやしげに歯をぎりと嚙かみしめた。

「……くっ、わかったわよ。でも、調査内容への異議申し立ては正当な権利として認めてもらうわよ」

「ええ、もちろんですわ」

「ふん……！」

　琴里が苛立たしげに鼻を鳴らし、ぼすん、と椅い子すに座り直す。

　狂三は満足げにうなずくと、手にしていた書類を一枚捲めくった。

「さて……では早さつ速そく始めましょう」

　そして──調査員・狂三による、恐きよう怖ふのヒロイン調査が幕を開けた。







「最初は──十香さんですわ」

「む……私からか」

　十香は微かな緊きん張ちように顔を強こわばらせながら狂三に視線をやった。すると狂三が、面おも白しろがるように笑えみを浮かべてくる。

「うふふ、そんなに構えなくても大だい丈じよう夫ぶですわよ。別に取って食べようというわけではございませんわ。もっとリラックスしてくださいまし」

　言いながら、狂三が書類に視線を落とし、眼鏡をクイと上げる。

「──ふむ、十香さんは『デート』１巻から登場しているだけあって、正統派ヒロインといった印象が強いですわね。挫くじけそうになった士道さんを支えたり、７巻では囚とらわれのお姫ひめ様さままで演じるという隙すきのなさ」

「む……？　褒ほめられているのか？」

「ええ、素す晴ばらしいですわ。さすがは『デート』の表紙やキービジュアルを多数飾かざっているだけのことはありますわね」

「そ、そうか？」

　意外ではあったが、褒められて悪い気はしない。十香は思わず頰を赤らめた。

「──ですけれど」

　だが、狂三がそこで終わるわけはなかった。笑顔を崩くずさぬまま、にこやかにあとを続けてくる。

「やはり十香さんのヒロイン適性を見るに当たって避さけて通れないのは、『十香さん食べ過ぎ問題』ですわね」

「た、食べ過ぎ？」

「ええ。十香さん、あなた少々、ご飯を食べ過ぎなのではありませんこと？　戦隊ヒーローで言うのなら、初期イエローのポジションですわよ。これは金銭的にも体力的にも、間ま違ちがいなく士道さんの負担になっていますわ」

「そんな……！」

　まさか、自分の食事が士道の負担になっていただなんて。十香は悲ひ愴そうな表情をして肩を震わせた。

「だが、シドーはいっぱい食べる私が好きだと言ってくれたぞ？」

「ええ、確かにそれはその通りでしょう。ですが、それにより十香さんの登場シーンのうち数割が食事に割さかれてしまっていることは見過ごせませんわ。この出版不ふ況きようの昨今、ヒロインたる者、ご飯を食べるよりサービスシーンの一つも差し挟はさんでいただきませんと」

「む、むう……」

　十香は頰にひとすじ汗を垂らして唸うなった。狂三の言うサービスとやらがどんなものなのかは、今ひとつよくわからなかったが、それがヒロインにとって極きわめて重要なものであるということはなんとなく知れたのだ。

「では、一体どうすればよいのだ？」

「そうですわねえ……せめて、ご飯を食べるシーンを色っぽくしていただくとか」

「色っぽく？」

「ええ、たとえば……」

　言って、狂三がパチンと指を鳴らす。すると、影の中からもう一人『狂三』が現れ、スーツの狂三にアイスキャンディを手て渡わたして再び影に消えていった。──狂三が天使〈刻々帝ザフキエル〉の能力で作り出した分身体である。

「これを、こう……」

　狂三が分身体から受け取ったアイスキャンディを掲かかげながら、唇くちびるから舌先を覗のぞかせる。そして、とろんとした眼まな差ざしを作りながら、それを下から上にゆっくりと舐なめ上げた。頂点まで達した狂三の舌がアイスキャンディから離はなされると同時、溶とけたアイスキャンディと唾だ液えきが混じり合った液体が、てらてらと光る線を引く。

『……っ』

　そのあまりに淫いん蕩とうな様に、居並んだ精霊たちは一斉に息を吞のんだ。一人、「きゃー！」と嬌きよう声せいを上げる者さえいた。美九だった。

「──という具合ですわ」

「ふむ……わかった、やってみるぞ！」

　十香が大きくうなずくと、今度は十香の背後に狂三の分身体が現れ、アイスキャンディを手渡して消えていった。

「よし、見ていてくれ！」

　十香は元気よく言うと、先ほどの狂三のように、アイスキャンディをペロペロ舐めた。

　が。

「……あー」

「これは色っぽいっていうか……」

「指し摘てき。犬っぽい……ですね」

　そんな十香を見て皆みなが作った表情は、やけに苦く笑しようじみたものだった。一人「きゃー！」と嬌声を上げた者はいた。美九だった。

「ふむ……やはり、十香さんには荷が重かったようですわね」

　ふうという吐と息いきとともに、狂三が半眼を作る。

　その表情に不ふ穏おんなものを感じ取ったのか、琴里が声を上げた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。今挙がったのは、十香の良さでもあるじゃない！　まさかそんな理由で十香をリストラするだなんて言わないでしょうね!?」

　泡あわを食った様子の琴里の言葉に、狂三はにこやかに笑った。

「いくらわたくしでも、それだけで十香さんをヒロインの資格なしだなんて申しませんわ。──ただ、多少の異動というか、配はい置ち換がえはあってもよいと思いますけれど」

「配置換え……？」

　十香が不思議そうに首を傾かしげると、狂三は「ええ」と首肯した。

「十香さんが、今よりもさらに輝かがやけるポジションをご提案させていただければと」

「む……それは一体どんなポジションなのだ？」

「そうですわねえ……」

　十香の問いに、狂三はピンと指を立てた。

「これからは、『セントバーナードの十香ちゃん』として、士道さんのお側にいる……というのはいかがでしょう」

『…………ッ!?』

　狂三の提案に、精せい霊れいたちが顔を戦せん慄りつの色に染めた。

　が、当の十香は今ひとつ意味がわからなかった。首を傾げながら、狂三に聞き返す。

「せんとばーなーど……なんだそれは？　なんだか凄そうな名前だな」

「ええ！　とっても可愛かわいくて、パワフルですわ」

「ふむ……それになれば、シドーと一いつ緒しよにいられるのか？」

「もちろんですわ。むしろ、今よりも一緒にいられる時間は増えるかもしれませんわよ。それに、これならばご飯をいっぱい食べてもオーケーですわ」

「なんと……！　いいことずくめではないか！」

　十香は目をキラキラさせながら立ち上がった。が、なぜかそんな十香に、四糸乃や琴里が心配そうな視線を向けてくる。

「あ、あの、十香さん……」

「あのね十香、セントバーナードっていうのは──」

「さあ、では十香さんは解決！　次の方に参りますわー！」

　琴里の言葉をかき消すように、狂三が高らかに声を上げた。







「さ、では次は……四糸乃さんに参りましょう」

「……っ！」

　狂三に名を呼ばれ、四糸乃がビクッと肩かたを震わせた。それとは対照的に、左手に装着されたウサギのパペット『よしのん』が軽快に手を動かしながら口をパクパクさせる。

『やーん、お手て柔やわらかにお願いね～』

「うふふ、どうしましょうかしら」

　コミカルな調子で言う『よしのん』に、狂三がおどけた様子で返す。意外と、この二人は相あい性しようが悪くないのかもしれなかった。

「さて、四糸乃さんは十香さんに次いで登場の早い精霊さんですわね。──まあ、琴里さんや折紙さんという例外はおられますけれど。非常に心の優やさしい精霊として知られ、士道さんをして『俺のオアシス』とまで言われているとか」

「あ、あの……」

　四糸乃が、かぁっと頰ほおを赤くしながら肩をすぼませる。とはいえそれは、嫌いやがっているというよりも、恥はずかしくてたまらないといった様子に見えた。

「さらに、特筆すべきはその不可思議な色いろ香かですわね。十香さんよりも明らかに年若いというのに、要所でポイントを押さえているのは素晴らしいですわ。十香さん、折紙さんを交えた水着対決で勝利を攫さらった手管といい、『アンコール』収録の短編で、雨に濡ぬれた浴衣ゆかたを捲り上げてお尻しりペンペンといい……あれはさすがのわたくしもやられたと思いましたわ。四糸乃さん……恐おそろしい子」

「う、うぅぅ……」

　四糸乃が頰をさらに真っ赤にし、顔をうつむかせてしまう。

「む？　呼んだか？」

　ちなみに、名前を出された十香は、先ほど狂三の分身体に貰もらったアイスキャンディを、練習も兼かねてペロペロ舐めていた。だが、狂三の分身体に首輪なぞつけられていたものだから、犬っぽさがさらに増していた。

　なんでもないよー、というように、四糸乃の左手の『よしのん』がひらひらと手を振ふってから、狂三の方を向く。

『んもー、狂三ちゃんたらぁ。四糸乃を褒ほめてくれるのは嬉うれしいけど、あんまりいじめちゃ駄だ目めだよー？』

　と、『よしのん』がそう言った瞬しゆん間かん、狂三がビッと『よしのん』を指さした。

「それですわ」

『えっ？』

『よしのん』が、動かないはずの顔のパーツで、器用に表情を作る。

「四糸乃さんの欠点、それは、凄すさまじいポテンシャルを持ちながら、それをアピールする機会を逃のがしていることにありますわ」

「……っ、そ、それは……」

『うーん、でもさぁ狂三ちゃん、あんまりアピールし過ぎも嫌きらわれない？　よしのん的には、四糸乃は今くらいのバランスがちょうどいいと思うんだけどー』

「確かにそれも一理ありますわ。時代が移り変わったとはいえ、殿との方がたは奥ゆかしい乙女おとめに胸ときめくもの……その点でも、四糸乃さんは素晴らしいものを持っていると言えますわ。先行き恐ろしい魔ま性しようの女ですわ」

『きゃー！　狂三ちゃんたらわかってるぅ！』

　両手をコミカルに動かし、『よしのん』が言う。

　だが狂三は間かん髪はつ入れず、「ですが」と言葉を付け足した。

「よく考えてみてくださいまし。もしこのお話の媒ばい体たいが漫まん画がであれば、その理論も成り立ったでしょう。誰だれかが会話を交かわしている側そばにいるだけで、読者の皆さんに可愛らしさをお届けすることができますわ。しかし、『デート・ア・ライブ』は小説。自ら会話に入っていかねば、その姿は描びよう写しやすらされないのですわ！」

『な、なんだってー!?』

　あまりにメタな会話であったが、『よしのん』は素直に驚おどろいた様子で両手を上げた。

「四糸乃さんに必要なのは、『奥ゆかしさのアピール』という、一見相反する要素の両立なのですわ！　それなくして、この群ぐん雄ゆう割かつ拠きよのヒロイン時代を生き抜ぬいていくことはできませんわ！」

「あ、あうぅ……」

　狂三の高らかな宣言に、四糸乃は怯おびえたように目を潤うるませながら全身を小刻みに震ふるわせた。

　それを見てか、狂三がふうと息を吐はく。

「──とはいえ、先ほども申しました通り、四糸乃さんのもつ潜せん在ざい能力はかなりのもの。それを捨ててしまうのはあまりに惜おしいですわ。それに、大人しいのは裏を返せば聞き上手でもあるということ。アクの強い登場人物たちに疲つかれた士道さんの心を癒いやす役割も、確かに必要でしょう。──そこで」

　言って、狂三が指を一本立てる。

「四糸乃さんには、スナック『オアシス』の四糸乃ママになっていただき、士道さんの愚ぐ痴ちを聞いていただくという方針で」

「……四糸乃ママ!?」

　裏返った声を上げたのは七罪だった。その語感に何か思うところでもあったのか、頰にたらりと汗あせを垂らす。

『ちょーっと待ってよ狂三ちゃーん。士道くんまだ未成年だし、スナックなんて作中に出せないじゃなーい』

「そうでもありませんわよ。あるではありませんの。必ず毎巻枠わくが用意され、なおかつ、本編の設定に縛しばられない自由な場所が」

「あ、あの、それって……」

　四糸乃が、不安げに視線を上げる。すると狂三は、にこっと満面の笑えみを作った。

「ええ。あとがきですわ」

『あとがきッ!?』

　皆の声が、影かげの中にこだました。







「さて……では次は琴里さんに移らせていただきますわ」

　狂三が、書類を捲めくりながら琴里に視線を送る。すると琴里は、受けて立つと言わんばかりに胸を反らしてみせた。

「ふん、望むところよ。むしろ、私にヒロインとしての落ち度があるなら言ってほしいものね。このツインテール！　ニーソックス！　そして義ぎ妹まいという最強のポジション！　ケチをつけられるものならつけてみなさいッ！」

　琴里が高らかに宣言するように言う。その自信に溢あふれた様子に、十香たちは思わず『おおー』と拍はく手しゆをしてしまった。

「すごい……です」

『うんうん、さすがだねー』

　四糸乃が羨せん望ぼうすら交じった眼まな差ざしで琴里を見、『よしのん』が腕うで組ぐみしながらうんうんとうなずく。ちなみに今四糸乃は和服を、『よしのん』はバーテンダーのような服を着せられていたので、そこだけ夜のお店感が漂ただよっていた。

「ふむ……確かに過か剰じようなまでのヒロインポイントですわね。その上リボンチェンジによる素す直なおな妹と強気な司令官の使い分けと、少し属性を盛りすぎなレベルですわ」

「う、うるさいわね。足りないよりはいいじゃない」

「まあ、それはそうですけれど……で、琴里さん。白と黒、どちらが素なんですの？」

「へ？」

　狂三の問いに、琴里が目を丸くする。

「いや……別にどっちがとかないわよ。どっちも私だし」

「ふむ、では訊きき方を変えてみましょう。白、黒以外の色のリボンを付けたら一体どうなるんですの？」

「そ、そんなこと──」

「とうっ」

　と、そこで狂三の分身体が琴里の背後に現れたかと思うと、目にも留まらぬ速さで、リボンを青色に付け替かえていった。

「突とつ然ぜん何をするんですか、非常識ですね」

　すると、琴里が急に目をキリッとさせ、かけていない眼鏡の位置を直すような仕草をしながらそう言った。

「まあっ、クールキャラに！　では……」

　狂三がパチンと指を鳴らすと、今度は分身体が、リボンを黄色に替えていった。

「狂三ちゃんてー、なんていうかフォンダンショコラさんだよねー。ふふ、甘くてちょっぴり苦いのー」

「まあっ、不思議ちゃんに！　では……」

　狂三の合図で、今度はリボンがピンクに替えられる。

「やぁ……おにぃちゃん……琴里、もう我が慢まんできないのぉ……って、何やらせんのよこらぁぁぁぁッ！」

　琴里が、狂三の分身体の首根っこを摑つかみ、黒リボンを取り返したのち、叫さけぶ。その様子を見て狂三がからからと笑った。

「うふふ、ノリのいい方は嫌いではありませんわよ。やはり、ヒロインポイントは十分ですわね」

「……ったく」

　黒リボンに戻もどった琴里が、やれやれと吐と息いきする。

　だが、狂三は小さく唸うなりながら書類に視線を落とすと、肩をすくめながら呟つぶやいた。

「でも、琴里さん。残念ですけれど……琴里さん自じ慢まんの『最強のポジション』が問題ですわね」

「は……はぁっ!?」

　まさかそんなことを言われるとは予想外だったのだろう。琴里が目を見開く。

「ど、どういうことよ！　義妹といえば、ヒロインには必要不可欠な面子メンツじゃないの！　兄妹きようだいなんだけど、血が繫つながっていない！　血が繫がっていないけど、兄妹！　この背徳感がたまらないんじゃないの！　長年受け継つがれてきた鉄板属性よ!?　それを──」

「東京都青少年健全育成条例というものがございまして」

「は……ッ!?」

　狂三の発した単語に、琴里はビクッと身体からだを震わせた。

「ご存じのこととは思いますけれど、彼かの条例は特に近親者同士の関係を厳しく規制しておりますわ。ですので、士道さんの妹君でいらっしゃられる琴里さんは、そもそもヒロインの土俵に上がってはいけないということに……」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　だから、義理だって言ってるでしょ!?　法律上結けつ婚こんだってできるのよ!?　その条例だって、婚こん姻いんが許されない近親者同士の行こう為い描写がアウトなだけのはずよ！」

「あら、詳くわしいんですのね。もしかしてお調べになりましたの？」

「…………ッ!!」

　狂三の言葉に、琴里が頰ほおをカァッと赤くする。

　だが、琴里はすぐ思い直すように咳せき払ばらいをすると、テーブルをバン！　と叩たたいて声を上げた。

「と、とにかく、異議を申し立てるわ！　妹ってだけでヒロインの資格なしだなんて認めないんだから！」

「そう申されましても。今はデリケートな時期ですわ。作中に火種を残したままにしておくのは、琴里さんとしても本意ではないのでは？」

「それは……」

「とにかく、琴里さんには選んでいただかねばなりませんわ。士道さんの妹というポジションを取るのか、ヒロインとしての自分を取るのか」

「う、ぐ、ぐぅぅぅ……ッ！」

　琴里が苦しげに唸り、顔を俯うつむかせてがしがしと髪かみを搔かき毟むしる。

　だが、しばしの沈ちん黙もくのあと、琴里は顔を上げた。

「……っざけんじゃないわよ」

「はい？」

　狂三があごに指を当てながら首を傾かしげる。すると、琴里がダン！　とテーブルに拳こぶしを打ち付けた。

「勝手に決めてんじゃないわよ！　妹かヒロインかどちらかを選べ……？　ふざけるな。私は五いつ河か琴里。おにーちゃんの妹であり、ヒロインよ！　文句のある奴やつは全員灰にしてあげるわッ！」

　叫び、琴里がお昼時には放送できないようなハンドサインを作って狂三を睨にらみ付ける。

　狂三は数すう瞬しゆん惚ほうけたように目を丸くしていたが、すぐに口元を緩ゆるめると、ぱちぱちと拍手をし始めた。

「素晴らしいですわ」

「は……？」

　意外に過ぎる言葉に、琴里が意気をそがれたように眉まゆをひそめる。すると狂三が琴里にゆっくりと歩み寄り、その手を握にぎった。

「よく言ってくださいました。それでこそ琴里さんですわ。もしもわたくしの言うとおり、妹かヒロインのどちらかを選んでいたのなら、わたくしは琴里さんに幻げん滅めつしてしまっていたでしょう」

　狂三が、感極きわまったように熱っぽく続ける。

「しかし、琴里さんはそうはしなかった。妹でありながらヒロインを貫つらぬくと、力強く宣言してみせた。その気け高だかい決意に、賛辞を」

「狂三……」

　琴里は、小さな声で狂三の名を呼んだ。怒ど気きに染まっていた顔から、険しさが抜ぬけていく。

　だが。

「──ということで、琴里さんには都政に打って出ていただき、史上初の女性都知事を目指していただくという方針で」

「よし！　任せ──って……はぁッ!?」

　狂三がこともなげに言った言葉に、琴里は再び声を荒あららげた。

「ちょ、ちょっと！　何さらっと言ってるのよ！　どうしてそうなるの!?」

「仕方がないではありませんの。琴里さんは士道さんの妹でいたい。でもヒロインでもありたい。その相反する二つを両立させるためには、ルールそのものを変えねばなりませんわ」

「だからって、発想が飛ひ躍やくしすぎでしょ！　だいいち、都道府県知事に立候補できるのは満三〇歳からで──」

「わたくしたち一同、琴里さんのご当選を心よりお祈いのり申し上げておりますわー」

「話を聞きなさぁぁぁぁぁぁぁいッ!!」

　琴里は悲鳴じみた叫びを上げたが、狂三はもう聞いていなかった。







「では次は、耶俱矢さんと夕弦さんに移らせていただきますわ」

　未いまだがなり立てる琴里を無視して、狂三が隣となり合って座った八や舞まい姉し妹まいに視線を向ける。

　すると耶俱矢がふふんと不敵に微笑ほほえみ、悠ゆう然ぜんと構えてみせた。

「我らの番か。くく……颶ぐ風ふうの御み子こたる我ら八舞を試ためそうとは、天に唾つばするに等しき愚ぐ行こうよ。その蛮ばん勇ゆうが、己おのが身を焦こがさぬことを祈るのだな」

「耶俱矢さんはとりあえず、その言い回しが面めん倒どうくさいですわ」

「め、面倒くさいだと!?」

　初手からばっさりと切り捨てられ、耶俱矢が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「く、くく……何を言うかと思ってみれば。この我の──」

「だから、無理しなくていいですわよ。一いち人にん称しようや難しい漢字で差別化を図はかっているようですけれど、古風なしゃべり方は十香さんで間に合っていますし」

「ちょっと私のときだけなんか辛しん辣らつじゃない!?　他のみんなのときはとりあえず褒ほめてたじゃん！」

　たまらずといった様子で耶俱矢が叫びを上げる。

「ほら、普ふ通つうにしゃべれるではありませんの。なぜわざわざもったいぶったような言い回しをするんですの？」

「べ、別にいいじゃない！」

　まさかそこを掘ほり下げられるとは思っていなかったのか、耶俱矢が頰を赤く染めながら叫ぶ。

　すると狂三は、顔からふっと笑みを消し、真しん剣けんな表情を作った。

「いいですか、耶俱矢さん。人は成長すると同時に様々な言葉や事象を覚えていきますわ。その過程でいっとき、難しい言葉を使うのが格好いいと錯さつ覚かくしたり、自分は周りの皆みなとは違ちがう特別な存在なのだと、おかしな行動を取ってしまうことがありますの。でも、冷静になってくださいまし。数年後、今のご自分を思い出して恥はずかしい思いをするのは、耶俱矢さん自身なのですわよ」

　狂三が静かに、しかし有う無むを言わせぬ調子で耶俱矢に詰つめ寄る。そのあまりに真ま面じ目めな様子に、耶俱矢は一歩後ずさった。

「な、何よう……まるで自分でも経験したことがあるみたいに……」

「そんなことはありませんわ。ありえませんわ。あくまで一いつ般ぱん論ろんを語っただけですわ」

　なぜか抑よく揚ようなく狂三が言う。耶俱矢は頰にひとすじ汗あせを垂らした。

　と、そんな二人のやりとりを見てか、耶俱矢の隣となりに座っていた夕弦が面おも白しろそうに息を漏もらす。

「微び笑しよう。耶俱矢がやり込められています。プークスクス」

「！　ゆ、夕弦！　あんたねえ……」

　耶俱矢が唇くちびるを尖とがらせる。と、狂三が何かを思い出したように、眉をぴくりと動かした。

「あ、夕弦さん。夕弦さんも台詞せりふ面で一つ、あるのですけれど」

「疑問。なんでしょうか」

「その台詞の前につく二字熟語、何なんですの？」

「説明。それは……癖くせのようなものです」

　夕弦が言うと、狂三は難しげな顔をしてあごに手を当てた。

「ふむ……なるほど。夕弦さんに関しては、前々から少し気にかかっていることがございまして」

「質問。気になっていることとは」

「耶俱矢さんの大おお仰ぎような話し方は演技ですわ。事実、素が出た際は普通のしゃべり方になられますし」

「え、演技じゃないし！　[image: ]ほとばしる私の威い容ようが漏れ出てるだけだし！」

　耶俱矢が抗こう議ぎするように叫さけぶ。少なくとも、その言葉から威容は感じられなかった。狂三が華か麗れいにスルーして言葉を続ける。

「ですが、夕弦さんはどんな状じよう況きように陥おちいろうとも、台詞の前には熟語をつけておられます。八舞姉妹といえば、基本的に中二病な耶俱矢さんとローテンションな夕弦さんというバランスと思われておりますけれど、中二病の病びよう巣そうが根深いのは、もしかしたら夕弦さんの方なのではありませんの？　耶俱矢さんが養よう殖しよくだとするなら、夕弦さんは天然というか」

「否定。そんなことは……」

「それに、そもそもの問題として、お二人のしゃべり方は考えるのが少々面倒なのですわ。時間もかかりますし、誌面を無む駄だに圧あつ迫ぱくしてしまいますし。しかも、それが二人で倍。回転を加えることによってさらに倍ですわ」

「か、考えるのが面倒って……別に私たちがしゃべってるだけなんだから、関係ないでしょ？　ていうか回転って何……？」

　耶俱矢が頰に汗を垂らしながら眉をひそめる。

「耶俱矢さんは上うわっ面つらだけだからまだしも」

「う、上っ面とか言うなし！」

「夕弦さんの場合は、台詞のたびに熟語がつくため、このままではいずれ破は綻たんしてしまう可能性がありますわ」

「○○。何を言っているのかわかりま──はっ」

　言いかけた夕弦が、息を詰まらせる。

「○○。なんですか、この『○○』というのは」

「ゆ、夕弦、何かさっきから、放送禁止用語言ってるみたいに聞こえるんだけど……」

　困こん惑わくした様子で、耶俱矢が言う。すると狂三が、中指で眼鏡のブリッジを押し上げた。

「お気づきになられましたか。──それは、『締しめ切きりが近いときの初しよ稿こう版ばん』ですわ」

「○○。意味がわかりません」

「その名の通りですわ。夕弦さんの熟語は考えるのが面倒なため、急いでいるときは仮で『○○』と入れてあるのですわ」

　狂三の言葉に、夕弦の頰に汗が伝う。

「このように、ただでさえ面倒なしゃべり方のヒロインが二人、しかも掛かけ合いが頻ひん繁ぱんに行われる……これは非常に大きな負担となりますわ」

　誰だれの負担になるのかは言わなかったが、なぜかそこは深く訊きいてはいけないような気がした。

「緊きん張ちよう。……では、どうしろと」

　夕弦が深刻そうな顔で問う。熟語はもとに戻もどっていた。

「そうですわね、耶俱矢さんと夕弦さんは、合わせて一人になっていただくという方針で」

「異議あり！　調査員の提案は、対象者の人権を著いちじるしく侵しん害がいしているわ！」

　と、ビッと手を挙げて叫んだのは琴里だった。知事選の候補者よろしく『いつか　ことり』と書かれたたすきをかけているのだが、その振ふる舞まいは知事というより弁護士のそれのようだった。

「同調。そうです。確かに夕弦たちは、もともと一人の八舞になるために戦っていました。ですが……」

「そうよ！　私たちは士道に救われて、二人で生きることに決めたんだから！　それを今さら、一人だけ生き残るだなんて──」

「落ち着いてくださいまし。何も、片方を犠ぎ牲せいにしろだなんて言うつもりはございませんわ」

　狂三が目を伏ふせて首を振る。耶俱矢と夕弦は目を丸くした。

「え……？」

「疑念。では、どうするのですか」

「お二人には、右耶俱矢さん、左夕弦さんの、正義のヒーロー『ヤマイダー』になっていただくということで」

「ヤマイダー!?」

「戦せん慄りつ。身体からだを半分にしたら死んでしまいます……！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。そこは考えてありますので」

　二人の驚きよう愕がくに満ちた声を無視し、狂三はにこりと微笑んだ。







「さあ、次は美九さんですわね」

「あ、私の番ですかー？」

　狂三の言葉に、美九が間延びした声を響ひびかせる。今までの面々とは異なり、あまり緊張はしていないようだった。

「うふふ、落ち着いていらっしゃいますわね。さすが、年長者の余よ裕ゆうといったところですかしら」

「そういうわけでもないんですけどねー。まあ、皆みなさんより選ばれる場面っていうのに慣れてるところはあるかもしれませんけど」

　言って、気楽そうに手をひらひらさせる。美九は今をときめくトップアイドルである。

　オーディションなどの場でこういった緊張感には慣れているのかもしれなかった。

「さて、美九さんの講評に移らせていただきますわ。精せい霊れいでありながら、絶大なる人気を誇ほこるアイドル。そして、精霊の中でもっとも身長が高く、もっともバストが大きく、唯ゆい一いつ士道さんの上級生。しかも一人別の学校に所属しているという、他ヒロインとのバランスも考えられた優ゆう秀しゆうなキャラクターですわね。まさに痒かゆいところに手が届くというところでしょうか。ポジショニングは完かん璧ぺきですわ」

「あはは、そんなに褒められると照れちゃいますよー」

　美九が頰ほおを緩ゆるめながら後頭部に手をやる。

「──ですけれど」

　だが。狂三はクリップボードに留められた書類を捲めくりながら、眉まゆを動かした。

「一つ気になるのは、やはり、美九さんの性せい癖へきでしょうか。男おとこ嫌ぎらいという点に関しては克こく服ふくしつつあるようですし、何より士道さんは例外のようですからよしとしますけれど……女の子好きの百合ゆり属性はなんとかなりませんの？」

「なりません」

　キリッ。という擬ぎ音おんが聞こえてきそうなくらいきっぱりと美九が言った。今までの間延びした調子が噓うそのようである。その清すが々すがしいまでの開き直りっぷりに、他の面々のみならず狂三でさえ額に汗を浮うかべていた。

「そうですの。でも、このままではヒロインというよりも、士道さんと女の子を奪うばい合うライバルのようになってしまいますわよ。ここ最近の巻の挿さし絵えを見てくださいまし。美九さん、目を輝かがやかせている場面ばかりではありませんの」

　狂三が言うと、美九は目を伏せ、「ちっちっち」と不敵に指を振った。

「どうやら、狂三さんは大きな勘かん違ちがいをしているようですねー」

「勘違い……ですの？」

　狂三が首を傾かしげる。美九は大仰にうなずくと、バッと両手を広げながらその場に立ち上がった。

「そう！　私は確かにかわいい女の子が大好きです！　でも、それがだーりんに敵対することになるとは微み塵じんも思っていません！　なぜなら！　だーりんもまた、私のヒロインだからですっ！」

　グッと拳こぶしを握にぎり、政治家が演説をぶつように高らかに宣言する美九。

　言っていることは滅め茶ちや苦く茶ちやなのだが、なぜか妙みように説得力があった。琴里のときのように、一同からぱちぱちと拍はく手しゆが漏れる。

「……なんか、あそこまで言い切られると気持ちいいわね」

「首しゆ肯こう。ある意味男らしいです」

　そう言う八舞姉妹は今、椅い子すから立って横並びになり、変身ポーズの練習をしているところだった。『ヤマイダー』は物理的に困難ということで、代案として狂三から何やらＵＳＢメモリを二本装着できそうな変身ベルトを支給されていたのだが、それが二人の心に火をつけてしまったらしい。先ほどから「くく……さあ、おまえの罪を」「呼応。数えてください」と台詞まで練習していた。ちなみにその台詞が発されるたび、七罪が名前を呼ばれたと勘違いしてビクッとしていた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　街宣車から手を振るように、美九が皆に笑え顔がおを振りまく。

　だがそんな中、一人ぽりぽりと頰をかく者がいた。──狂三だ。

「ええと……それですと、美九さんは必然的にヒロインではない、ということになってしまいますわね。なら、美九さんのポジションは今後──」

　と、狂三が言いかけたところで、美九が言葉を遮さえぎるようにバッと手を広げた。

「待ってください！」

「あら、あら」

　美九の反応を受けてか、狂三が愉ゆ快かいそうに唇くちびるを歪ゆがめる。

「威い勢せいのいいことを仰おつしやられていたようですけれど、やはりヒロインのポジションが惜おしくなりましたの？　うふふ、責めはしませ──」

「私、ヒロイン枠わくから外れるならやりたいことがあるんです！　これってこっちからの提案でもいいんですよね!?」

「へ……っ？」

　美九の言葉があまりに予想外だったのだろう。狂三が目を丸くする。

「私、だーりんを含ふくめた皆さんをプロデュースします！　私服のコーディネートから萌もえるシチュエーションまで、全部お任せくださいっ！」

「あの、美九さん」

「あ、もちろん詳しよう細さいな数値を知るために、きっちりばっちり採寸させていただきますからねぇ～！」

「だから、ちょっと、美九さん……」

「そして夜は皆さん専属の抱だき枕まくらの中身として、ベッドのお供をさせていただきますっ！　ああっ！　完璧です！　楽園はここにあったんですね！　ここが私のユートピア！」

　美九はひとしきり陶とう酔すいしたように叫んだあと、ぐるん、と狂三に顔を向けた。

「と、いうわけで、どうですかっ、狂三さん！」

「へ？　ああ……ええと……」

　美九に詰つめ寄られ、狂三は困惑したように頭をかいた。

「……では、それで」

「きゃー！　ありがとうございます、狂三さんっ！」

　美九が感極きわまったように狂三の手を取り、ブンブンと振る。狂三はなんだか疲つかれたように、されるがままになっていた。







「さ、さて……少々予定が狂くるいましたが、どんどん参りましょう。次は七罪さんですわ」

「…………ッ！」

　狂三が名を呼ぶと、七罪がビクッと肩かたを震ふるわせた。

　眉をひそめ、やぶにらみにも近い眼まな差ざしで狂三を見つめながら（目を合わせるのは怖こわいのか、視線は狂三の首元あたりをうろうろしていたが）、怨えん嗟さか呪のろいの言葉を吐はくようにぶつぶつと呟つぶやき始める。

「つ、ついに来たわね……ふ、ふん……知ってるんだから。知ってるんだから。ヒロイン人員整理だなんて、どうせ私をリストラするための方便なんでしょ!?　こんな回りくどいことまでして……私が邪じや魔まなら邪魔ってはっきり言えばいいじゃない！　なんでみんなを巻き込むのよ！」

「あの、七罪さん？」

　狂三がぽりぽりと頰をかくも、七罪の勢いは止まらなかった。息を荒あらくし、まくし立てるように続ける。

「ど、どんな理由で私をクビにするつもりよ！　ゴワゴワぼさぼさの髪かみがヒロインには相応ふさわしくない!?　糞くそチビやせっぽちの体型が見苦しい!?　真夏のドブ川に浸つかり続けたみたいな体たい臭しゆうが耐たえがたい!?　それとも──」

「な、七罪さん……」

　ヒートアップする七罪を宥なだめるように、四糸乃が言う。

「そうですわ、あまりご自分のことを卑ひ下げするものではありませんわよ。七罪さんには、いいところもたくさんありますわ」

「き、気休めはやめてよね！　今までのパターンでわかってるんだから！　最初に持ち上げるだけ持ち上げておいて、最後一気に叩たたき落とすんでしょ!?　馬ば鹿かにしやがってェ！　馬鹿にしやがってェ！　十香がセントバーナードで四糸乃がスナックのママで琴里が都知事候補で耶俱矢と夕弦がヤマイダーで美九が裏方なら、一体私には何をさせる気!?　便所掃そう除じ!?　背景の木!?　それとも──」

「だから、少し落ち着いてくださいまし」

　狂三がため息交じりにパチンと指を鳴らすと、七罪の背後の影かげから狂三の分身体が現れ、七罪の口元を押さえ込んだ。

「む、むぐっ！　んー！　んー！」

　さほど力は入れていない様子だったが、それでも七罪の勢いを止めるには十分だった。

「あーん！　言ってくれればそれ私がやりますよぉー！」

　なんて、なぜか羨うらやましそうな声を上げたのは美九だった。ちなみに今彼女は、抱き枕のカバーにすっぽりと収まり、顔だけが露ろ出しゆつした状態になっている。彼女のファンが見たなら、思わず卒そつ倒とうしそうな有様だった。まあ、本人は満足げだったが。

　七罪はしばしの間モゴモゴと抵てい抗こうを試みていたが、すぐに諦あきらめたように大人しくなった。それを確かく認にんしてから、分身体が再び影へと消える。

「だ、大丈夫ですか、七罪さん……」

「はー……はー……う、うん……」

　心配そうに言う四糸乃に、七罪が返す。そんな様子を満足げに見ながら、狂三が言葉を続けた。

「では、続きを。──確かに七罪さんはご自身も仰るとおり、なかなか個性的な特とく徴ちようを多数有していらっしゃいます。ですが、短所と思っているポイントこそ、長所に転ずる可能性を秘ひめているものですわよ？」

「そんな都合のいいこと言ったって私は騙だまされ……」

「あら。実際、七罪さんは皆みなさんの手で変身を遂とげたのではありませんこと？」

「う……」

　七罪が、テーブルに着いた皆の顔を見回しながら、言葉に詰まる。

「それは……そうかもしれないけど……でもそれは、みんなが頑がん張ばった結果であって、私はあんまり関係ないし……」

「あらあら。皆さんが頑張る気になったのは、他ほかならぬ七罪さんだからではありませんの？　ご自分に自信を持ってくださいまし。七罪さんのマイナスポイントは、第一にそのネガティブ思考ですわ。それさえ改善されれば、七罪さんはどこに出しても恥はずかしくない立派なヒロインですわよ」

「う、う……」

「七罪さんを必要としていらっしゃる方は、たくさんいらっしゃいますわ。ここにいる皆さんはもちろん、士道さんも、他の方々も──そして、わたくしも」

　狂三の言葉に、七罪は驚おどろいたように目を見開いた。

「わ、わたくしもって……」

「冗じよう談だんは申しておりませんわ。わたくし、七罪さんのお力を必要としておりますのよ」

「狂三……」

「──と、いうわけで」

　と、感動ムードが高まりきったところで、狂三がパン、と手を叩たたいた。

「七罪さんにはわたくしのアシスタントになっていただき、十香さんをセントバーナードに、耶俱矢さんと夕弦さんを左右合体ヤマイダーにしていただくという重要なお仕事を──」

『それが狙ねらいかぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!』

　いろんなものを台無しにする狂三の発言に、七罪を含む皆の叫さけびが響ひびき渡わたった。







「──さて」

　一通りの講評と調査発表を終え、狂三が捲めくっていた書類を閉じる。

　ちなみに先ほど狂三のアシスタントに大抜ばつ擢てきされた七罪は、テレビ局の小道具担当みたいな格好をして、手に箒ほうき型の天使〈贋造魔女ハニエル〉を持っていた。

「大体こんなところですわね。それではこれより、ヒロイン枠に残留する方と、残念ながら別ポジションに異動となる方を発表していこうと──」

「時崎狂三」

　と、狂三が発表に移ろうとしたところで、テーブルの一番端はしに座っていた少女が声を上げた。肩かた口ぐちをくすぐる髪に人形のような面おもて。──元ＡＳＴ隊員の鳶とび一いち折紙である。

　狂三が、微び妙みような顔をしながらそちらに振ふり向く。

「……あら、いかがなされましたの、折紙さん」

「まだ私の講評が終わっていない。発表に移るのはまだ早い」

「あー……」

　折紙の言葉に、狂三は困ったように頰ほおをかいた。

「大変申し上げにくいのですが、折紙さん」

「なに」

「わたくしどもの調査の結果、そもそも折紙さんはヒロインではないのではないか……という意見が大半を占しめまして」

「……！」

　折紙が、小さく目を見開く。

　だが、そんな驚きよう愕がくの表情は長くは続かなかった。すぐに目を伏ふせ、さもありなんといった顔になる。

「理解した。士道の伴はん侶りよである私が、ヒロインではなく家族とカウントされてしまうのは仕方のないこと」

「いや、あの、折紙さん？」

「あなたの判断を責めることはしない。しかし、私はあえてヒロインというステージに戻もどる。なぜなら私は、結けつ婚こんしたあとも恋こい人びとのような夫ふう婦ふ関係でいたいと思っているから」

「折紙……あなたねえ……」

　頰に汗あせを垂らしながら眉まゆをひそめたのは、狂三ではなく琴里だった。あまりに自信満々に語らう折紙に、辟へき易えきしているような様子である。

　だが折紙は、琴里や狂三の思案に気づいているのかいないのか、超ちよう然ぜんとした態度を崩くずそうとしなかった。やがて狂三が諦めたように嘆たん息そくし、閉じていた書類を再び捲る。

「……一応、調査報告書は作成してありますわ。──まず第一に、折紙さん。士道さんに対するストーキング行こう為いが少々過激過ぎはしませんこと？　それを止やめていただかない限り、ヒロイン候補にもなれませんわよ」

「？」

　狂三が言うと、折紙は不思議そうな顔をして首を傾かしげた。

「あなたが何を言っているのかわからない」

「と、とにかく、折紙さん。あなたには圧あつ倒とう的にヒロイン力が足りないのですわ。自分を磨みがいて、出直してきてくださいまし」

　狂三が、突つき放すように言う。一応は折紙を傷つけまいとしていた様子の狂三だったが、当人があまりに挫くじけないため、少々強い言葉を使わねばならないと判断したのだろう。

「…………」

　すると折紙はしばし無言になったあと、すうっと息を吸い、吐いた。

　そして。

「……あの、私、そんなに駄だ目めですか？」

　急に上うわ目め遣づかいになりながら、そう言った。

『…………ッ!?』

　瞬しゆん間かん、その場に居並んでいた皆に戦せん慄りつが走る。

　数秒前と何が変わったわけでもない。その場にいるのは鳶一折紙その人であるはずだ。だが、その『人形のような』と形容される顔には明確な表情が生まれ、抑よく揚ようのなかった声こわ音ねにも、急に生命が注ぎ込まれたかのように鮮あざやかな色が生まれていた。

　まるで、『折紙』という入れ物の中身が、一瞬にして入れ替かえられてしまったかのような様子である。外見は一いつ切さい変わっていないのだが、心なしか、先ほどより髪が長く見える気さえした。

「お、折紙……さん？」

「はい、なんですか？」

　折紙が、可愛かわいらしく小首を傾げる。

「ええと、念のためいくつか質問しますけれど……士道さんのこと、どう思っておられまして？」

「え……っ？」

　狂三の質問に、折紙が頰を赤らめた。

「い、五河くんのことって……いや、あの、どうって言われても困ります。五河くんはただのクラスメートですし、私が変なこと言ったら、迷めい惑わくがかかるかもしれないし……」

　その反応に、狂三は「くっ」とたじろいだ。

「な、なんてヒロイン力ですの……先ほどまでと同一人物とは思えませんわ……！　まさかとは思いましたが、やはり……！」

「ど、どういうことだ、狂三！」

　十香が問うと、狂三は苦しげな様子のまま答えた。

「このオーラ……11巻の、士道さんが世界改変に成功したあとの折紙さんですわ！」

「な……なんだと!?」

　十香は驚愕の声を上げた。確かに、世界改変後の折紙は、それまでの折紙とは異なる性格をしていた。だが人格が統合されてからは、雰ふん囲い気きこそ柔やわらかくなったものの、従来の折紙寄りの人格に落ち着いたものだと思っていたのだ。

　そんな十香たちの考えを察してか、折紙が躊躇ためらいがちに唇くちびるを動かす。

「あの……なんか、ごめんなさい。私のわがままで迷惑をかけちゃったみたいで。でも、今の私なら、きっと五河くんもイチコロです。皆さんは安心して、ヒロイン枠わくから退ひいてください。大だい丈じよう夫ぶ、五河くんはきっと私が幸せにしてみせます」

『……!?』

　しかし。折紙の言葉に、皆は目を見開いた。穏おだやかな口調で、何やら不ふ穏おんな台詞せりふが発された気がしたのだ。

　皆の様子に気づいたのか、折紙がハッと肩かたを揺ゆらす。

「えっ、えっ？　私今、何か変なこと言いました……？」

　そして、本当に自分が何を言ったのかわからないといった様子で慌あわてふためいた。

『…………』

　しばしの無言のあと。狂三がコホンと咳せき払ばらいをする。

「やはり折紙さんは、今回評価対象外ということで」

『異議無し』

　狂三の言葉に、皆が一いつ斉せいに手を上げた。







「……さて、では今度こそ、評定に移りますわ」

　全員の講評を終え、狂三が静かにテーブルを見回す。皆が一斉に（一部例外もいたが）ごくりと息を吞のんだ。

「ここでの決定は非常に大きな意味を持ちますわ。具体的には、本編12巻からの皆さんのポジションが決定されますの。ヒロイン残留が決まった方はこれまでどおり。人員整理の対象となってしまった方は、先ほどわたくしが提案したポジションで頑がん張ばっていただきますわ」

　カツ、カツと靴くつ音おとを響かせながら、狂三が皆みなの前をゆっくりと歩いていく。

　精せい霊れいたちは、祈いのるように手を合わせた。

「むう……セントバーナードか……」

「スナック『オアシス』……」

「都知事選は嫌いやよ、都知事選は……」

「さすがにヤマイダーはキツいでしょ……」

「首しゆ肯こう。ですが夕弦たちが落ちるはずがありません」

「私は別にどちらでも構いませんけどー」

「……私はいいから、四糸乃が残れますように……」

「なぜ私が評価対象外なのか理解に苦しむ」

　皆の呟つぶやきを順に聞きながら、狂三が馬ば蹄てい形のテーブルの中央で足を止め、皆の方に身体からだを向けた。

「──では、発表いたしますわ。今回、『デート・ア・ライブ』に、ひいては士道さんに必要と判断されたヒロインは──三名ですわ！」

『……！』

　発された言葉に、緊きん張ちようが走る。

　三名。今ここにいるのは、狂三を除いて八名。つまり、五名は脱だつ落らくしてしまうということである。

　十香は、きゅっと目を閉じた。──ヒロインというのがどういうものであるべきか、だなんてことは、実のところ十香にはよくわかっていない。だが、士道と一いつ緒しよにいたい。それだけは噓うそのない気持ちだった。

　だが、ヒロインであり続けられるのはたったの三名。あまりに少なすぎる。

　もし仮に自分が残れたとしても、それは同時に、この中の誰だれかが脱落してしまうということなのだ。それを考えると、十香は心臓がぎゅうと締しめ付けられるような気持ちになった。

　ヒロインでいたい。だが──そのために皆を蹴け落おとすような真似まねはしたくない。それに、心優やさしい士道は、この中から一人でも欠けてしまったら悲しむのではないだろうか。

　一体どうしたらよいのか。そもそもなぜ、こんなことになってしまったのか。十香は次々と去来する思いに、泣き出してしまいそうになった。

　──だが。時は残ざん酷こくに過ぎる。

　狂三が、残留決定ヒロインの発表を始めた。

「まず一人目は──」

　ごくり、という、精霊たちが息を吞む音が辺りに響ひびく。




「──わたくし、時崎狂三ですわー！」




『……は？』

　やたら元気のよい狂三の発表に、精霊たちは間の抜ぬけた声を発した。

　しかし狂三はそんな皆の反応に気づいているのかいないのか、上じよう機き嫌げんそうに発表を続けた。

「二人目は──わたくし（分身体Ａ）！」

　狂三の宣言に合わせて、影かげの中から狂三の分身体が現れる。先ほど、狂三と十香にアイスキャンディを持ってきた個体である。

「そして最後の三人目は──わたくし（分身体Ｂ）ですわ！」

　再び、影の中から分身体が出てきた。どうやらこちらは、七罪の口を塞ふさいだ個体のようである。

『…………』

　精霊たちが、無言で細く息を吐はく。

　だが三人勢せい揃ぞろいした同じ顔の少女たちは、それに気づくことなくキャッキャとはしゃぎ始めた。

「うふふ、さすがですわね、わたくし」

「あらあら、わたくしこそ」

「さあ、ではこれからは、わたくしたちが『デート』を支えていこうでは──」

　と。狂三の一人が、言葉の途と中ちゆうで声を止める。

　恐おそらく、そこでようやく気づいたのだろう。

　──テーブルに着いていた精霊たちの周りに、濃のう密みつな霊力のオーラが生じていることに。

「あらー……？」

「皆さん、どうされまして？」

「可愛いお顔が台無しですわよ？」

『──ふ・ざ・け・る・なっ！』

　精霊たちの怒ど声せいが重なる。

　同時に、彼女たちの身体からだに纏まとわり付いた濃密な霊力が幾いく重えにも折り重なり、徐じよ々じよに実像を帯びていった。

　或あるいは鎧よろいに。或いは外がい套とうに。或いは和装に──それぞれ異なった装よそおいが、精霊たちの身体を覆おおった。

　霊装。精霊を守る絶対の盾たてであり、城。しかも限定的なものではなく、手加減なしのフルパワー版である。

　そして、それでもなお収まりを知らぬ霊力が、彼女たちの手に、最強の天使を顕けん現げんさせる。

「じ、冗じよう談だんではありませんの。皆さん、落ち着いて──」

「〈鏖殺公サンダルフオン〉──【最後の剣ハルヴアンヘレヴ】！」

「〈氷結傀儡ザドキエル〉──【凍鎧シリヨン】……！」

「〈灼爛殲鬼カマエル〉──【砲メギド】！」

「〈颶風騎士ラフアエル〉──」

「呼応。【天を駆ける者エル・カナフ】！」

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【行進曲マーチ】！」

「〈贋造魔女ハニエル〉──【千変万化鏡カリドスクーペ】！」

「〈絶滅天使メタトロン〉──【砲冠アーテイリフ】」

「き、きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　天使の集中砲ほう火かによって目ま映ばゆく照らされた影の中に、狂三の悲鳴がこだました。
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